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序 文

本報告.;_11:は、 2013年度 ・2014年度の調査成果の一部である

2013年度から2014年度にかけて調壺した1310調査地，1打は、立1ー[|山と白川に挟まれた熊本大学黒嬰南

地区の東側にあり 、理学部関係の建物に囲まれている。今回の調査では、この地点から縄文時代後期

前策から後期末までの辿物、また縄文時代後期前業の土坑硲 ・配石蒻と人骨が検出された：これは、

灰色硬質砂／悦以 ドには辿跡ば存在しないという通説的理解を骰す重大な・！Ji実である。それゆえ、2014

年5月のプレスリ リース ・記者会見以降、新聞 ・テレビ等でも大きく報逍され、現地見学会や「速報

展示」説明会では多くの参加者を得た。

本報告翡は、その全容を旅告する ものであり 、山野ケン協次郎助教が作成 ・奇柚染を担当した。是非

とも読者闘既に御味読いただきたい。

1310調在地、1図の調杏 ・分析にあたっては、多くの方々に御教示いただいた3 中災な）iのみをあげれ

ば、松下孝幸氏 (+．井ヶ浜辿跡 ・人類学ミュージアム）と松下兵実氏 (NPO法人 ・人類学研究機構）

には人11砒隣と指祁をいただき 、本報告嗚にもご執侑頂いた。水ノu:lII|li]氏 （文化庁文化財部記念物

課。現Ifi］、も社大学文学部教授）には縄文土器と辿跡の評価について指祁して頂き 、宮緑宥夫氏 （熊本

大学大学院先端科学研究部准教授）には土嬢分析をお戦いした 調ff.分析の烈義を理解され、快く

御協）Jくださったすべての方々に、ここに記して謝意を表したいJ

2019年3月

国立大学法人熊本大学JJIり祓文化財調査センター

センター長伊藤正彦



例 舌

l.本報告井は、熊本大学再開発計画によって熊本大学敷地内において実施された各種建築工事に伴

い、熊本大学埋蔵文化財調査七ンター（平成23年10月1日に 「熊本大学埋蔵文化財調究室」より

改組）が2013年度から2014年度に実施した発掘調査の一部に1闘するものである

2. 本許に収録した報告は、2013年1支から2014年疫に埋蔵文化財調究センターが実施した 1件の発掘

調1tに関する］成呆である。

3. に記調杏地点について、下記のとおり報告する。

Il釘？ ：黒嬰南地区 1310調在地点

4.以上の調壺を実施 した2013年度から2014年度のJ且蔵文化財調壺センターの組織と調究体制は以下

のとおりである。

センター長 ：木下尚子（文学部教授）

調 在 貝 ：松田光太郎（センター准教授） ・大坪志子 （センターリ）J教） ・山野ケン陽次郎（セン

ター助教） ・ iiIi辻栄治 （技術補佐貝）・柴Ill必 （技術補佐H)

事務補佐且 ：大崎喜美子

5.辿物番号として通し番号を 1から付けており、写真図版中の番号はこれに一致するc

6.本文は、人骨に関する所見、文章について松下真実、松下孝寺両氏が執喰した。それ以外は全て

山野が執箪したし

7. 本拘に使Ill した辿構実測図は 、 山野と株式会社有明測•1 , t:llFI発社発掘調在貝が作成した。

8 本{l}に使用した遺物実測図 ・拓本は、稲本奈津紀、 井上裕美、小山正子、後藤恵、 首藤優子、末

吉美紀、園田智子、 吉留広が作成した。

9. ~＜内に使nl した l~I版の製図は Adobe 社の「11lustrator」と「Photoshop」を使川して 、 山野、 鬼

塚美枝、t[「l路、首藤、増井弘子がおこなった。

］0.逍構実測及び製図には手描きによる記録とともに、株式会社CUBICの辿跡災測支援システム

「辿構 くん」及ぴ製図システム「 トレース 3Dくん」を使川 した。

11. 4堺に使）1Jした現場与真は1310調査地点を山野と株式会社オ漕lil!ll.htlifl発を1：発掘調究員が撮影した。

辿物写真は1LI野 、 iT. LI 、小山 、 末吉が撮影した。 また 、 第 7 」l1の—I：壌の構成物観察写真は遠入楓

太氏が撮影したu

12. 4叫｝：で使用した辿物観察表は、山野、首藤が作成した。

13.本祁に掲載した出土辿物および記録類は、すべて熊本大学埋蔵文化財調究センターで保管してい

る"I」叶人骨は2019年3月時点では土井ヶ浜辿跡 ・人類学ミュージアムでi呆竹している。

14.本・;1::で使Illした調査地点配附図および辿描図の座標は枇界測地系による

15. IIばした辿物への注記は辿跡略号＋調査地点番号＋出上辿構 • ,~イ（位 i;It) のIIIriでおこなった。

16. 1-_ /f•'I ・ 辿物の色調観察は「小山正忠 ・ 竹原秀雄編荊 障新版椋準土色lllli」 「1 本色研事業株式会社」

に基づく

17. 4;::il::の編集は山野がおこなった。
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I f/111/..1辿跡と，凋在の概要

1. 熊本大学敷地と構内辿跡の概要

熊本大学が保布する敷地は 、 熊本市内の黒りを（北 ・ 東 ・ 南）地区・宇留毛地区 • 4ゞ荘 （北 ・中 ・

南）地区 ・大江地区・渡庇地区 ・京11「［地区 ・城東地区および新南部地区の8地区、市外の益城地区 ・

合津地区の2地区の計10地区に分散しており、それぞれ郡蔵文化財の包蔵地となっている（表 l)。

本箪ではこのうち、本料で報告する黒髪南地区の1310調在地、点を含む「黒髪町辿跡群」を主とし、本

荘地区に相当する「本庄辿跡」についても詳細を述べる。

熊本大学の法学部 ・文学部 ・教育学iijl¥・工学部 ・理学部などが設附されている患嬰地区は、黒髪町

辿跡群（熊本市嬰祓文化財地図No.8-88)に含まれているへ本辿跡は、熊本市市街地の北東にそびえ

る立田山（標j;':j151.6m)の南西部の緩斜而に位附しており、西を坪井川の作る中位段丘、南を白川

右岸の低位段丘によって 1月まれる (1~1 1 ) 。 追跡の範囲は東西約900m、南北約1000111 であり 、 縄文時

代から歴史時代に至る辿構・辿物を包蔵している。

辿跡の発見はII{｛和10年 (1935:以後和li沖の後の括弧内に西li§を付す）、大学に隣接する熊本県立中

学済々 屯芯（現済々 が肘T:j等学校）の校l廷から弥生時代の甕棺2碁などが見つかり 、下林緊夫 ・小林久雄

により調任されたことに始まる (Illi恭以~1,:: 1 986) 。 戦後、 昭和40年 (1965) には隣接する九）•11女学院

（現ルーテル学院中学 ・？均等学校）敷地内で、弥生時代中期の斐棺や古培時代の須恵器瓶などが発見

され、辿跡の爾要性が再認識された （笠Vil971)。埋蔵文化財調査センター（または狸蔵文化財調査

室）による発枷瀾究でも、黒嬰南地区の西に位協する9704調森地、1ばにおいて弥生時代中期後半の須玖

式と黒髪式を用いた甍柏硲群が見つかった（小畑 ・大坪編2008)。その後、0206調壺地、1ばでも汲田式

の甕棺墓 1砧が発見され（大坪編2014)、1121調壺地点でも黒嬰式の甕棺蒻が1基検出された（大坪

編2013)。これにより熊本大学構内も含めて弥生時代中期の泌域が広範囲にわたり存在することが判

明した。このように本逍跡は弥生時代中期の中九州に主として分布する「黒髪式土器」の椋識迅跡と

して著名である )JIIえて、昭和58年 (1983) に実施された済々妙も漏等学校内における調査によって、

表1 熊本大学敷地埋蔵文化財包蔵地指定一跨表

No. 地区名 （学部名等） 所在地 迫跡名称 追跡の種類
l .［且炭北地区 （法・文・教Aか） 熊心Ii中央区黒髪21'1]40-1

2黒嬰東地I{（教ff学部附艇特別支援熊本市中央lA-黒厖5「Lil7l 
学校）

-,'胆稔町逍跡Itr,染洛.hi:．俗地

珀跡の時代 備 考

3黒験南地区 （エ・理） 熊本,Ii中央V'.1,＼嬰2J’LIめl

縄文 ・弥生・
奈良 ． •II•安・

近Ill:・近代

］―字留毛地1£ （学生布術令 ・牒U宿舎熊本市中央区，り，＇i嬰TJTl 字留毛hIItLIi.J敗布地等） 辺j且跡群

弥,,._.~~J‘• • 

や女
5 本；／i:北地区 (|侭学部 ll•J 属術院 · 医学熊本1 ij中央IM嘩ITIii-I 
部等） 本1旧逍跡
6本荘中地区（発IKI灰学研究所、エイ熊心Ii中央IX”.4i:lt2「|12-1 （熊大甜I浣
ズ学研究所~窮） 敷地辿跡）

7 本i［南地区 （ 保他‘浮科•'豹

8 ）くi[地厄 （少i学部`豹
9 渡鹿地区 (u1［外i，刊動施成）

10 渡鹿地1£. （ ll<tH1i•i令 ）

縄文・ •；加 I・・ '
/1~,/li地 ・ 船落 阻('i • 奈良 ・
J II：・硲地 '1 ;•安 ・ ,i,111: ・ 

近lit・近代
熊心Ii中央l~)L,',,＇,．判丁目泌I

1igィiII P I 1リとli.）＜ir. 4illlf5・ l filith1•• 
熊ねIi中央Iぷ9を/J['1「HI-l )<iJ迅i跡t1a u↓i,t;址

周辺辿跡

周辺迅跡

奈良 ・1”必
熊本lli中央区渡IJ¥(Ir□16 

1 1 京町地区 （教ff学部附諒lヽ • 中浮校） 熊本[『11央凶；［IIrr本「5-12 京町台追跡l!rりし沿址 弥生 ・近111:
12城東地区 （教ff学部1;t)/，岱幼椎I点l) 熊心Ii中央区城東lllfS-9 熊本城址 城館址 ・熊本城近Ill:

1リJ述iuiiり

13新南部地区 （教ff学部新Ìti部／此楊） 熊本1|iIli IA•新1H;'(ll6T I 応8 新Ifiit1;j且跡・ ii炒i地
14益城地区 （地域共1,;Jラポラトリー） 1：益城郡益城IIll1111点公図7 1・.1(1iノ I`り且跡： iIt(ii地
15 合津地区 （沿i;:J戎只！坑科学教ff研究上天1,B1i松島町岱 1'•('i(Xi l 1i1J Iふll塚 集洛j廿
七ンター）

縄文・1糾・
縄文-911|lt

縄文 ．，｝訊：． 1995年度晶!1f.
により！l塚で
な~ Iと判明

※迅跡の種類、時代は近年の調査1J兄果を1又映させ/.;

ー



1. 熊本大学敷地と i,'l~I}、J辿跡の概要

,．→ •-→二＝こ“= ··-
図1 黒斐町逍跡群•本庄迫跡の位四と周辺迎跡の分布図 (1 /25,000)
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I l1，1）1付辿跡 と，J恥＇tの慨要

古代の竪穴fl:1，りや 「ニ・『l"l」銘の盟:1::I.：甘紅が出上するなどし (Illi添ibid)、古代飽lll/！1iにおける拠点的
性格を持つ辿跡である可能性が示されるようになった（新熊本市史編篠室編1996) また、詞地域は

古代の官逍や駅伝制の研究上、「延：、名式jに，記された西湘誼上の駅である「投蛋駅」、あるいは旧飽田

郡家の椎定地としても注1::Iを集めてきた （木 f1979 ・木下1995) '{1り鴫俊彦は肥後国北祁の古代官道

について分析する中で、本センターによる黒嬰南地区9603調1t地，1ばにおける発掘成果を受け、南北方

向に走る2本の溝が駅路の側溝であるとの見/fJ!｛を示し、周I川の掘建柱建物との関係性も含め、熊本大

学構内に益投駅の駅家が存在した可能性に行及した。 近年の大学構．内の調査では、！！•!;炭北地区や南地

区から古代の賂穴住）苫や掘建柱建物が広い範間に確認されており、飽田郡家や駅家に関辿する集落と

考えられる＾さらに、済々侮裔校から本学黒髪地区周辺が飽111郡司建部公の居所であり 、飽田郡家と

して比定されるなどの利t極的な慈見が展開されている （ 鶴,~り 1997) このように、本辿跡群は古代律

令制下の駅伝制を考える上で極めて重要である

また本辿跡では、熊本市教育委員会や堺センターにおける』,',]ftの裕梢により縄文時代の文化陪が広

い範囲で確認されている。黒嬰北地区9802訓屈f地点（小）］I|編2009)や黒髪南0302調1t地］．’i.（小1.1j1• 大

坪編2011)では縄文時代早期の押型文 1：滞や条痕文士器が当JI.『地,,,と考えられていた土li,1中から出土

した。その後の黒髪地区の各調究地点では、古代の包含｝悴中や地lIIと想定していた」：If91から縄文時代

後 ・晩期の土器が少ないながらも発見されている。このほか、 2006年に熊本市教脊委員会により実施

された黒嬰11|［辿跡It砂第4次調壺では、阿i'，':j式 K器や南福寺式 I・器が一定茄得られており、辿構の検出

こそなかったものの、小規模な狛裕の端部に位四するものと報告されている（美浪LI編2008)。この

ように縄文時代の府料が増加する中、 2013・ 2014年疫には本料で報告する発掘調究が実施された。黒

嬰南地区の東側、理学部棟周辺のライフライン再生工事に伴う発掘調在が実施され、白川布岸の平野

部から出水式 ・御手洗A式上器など縄文時代後期前葉を主体とする文化｝料と、配石硲に郡葬された縄

文人骨などが発見された （山野編2016、本・心）。 御手洗A式上器は西北九州から中九J•1•I にかけて分布す

る縄文時代後期前業の土器だが、出土数が少なく全容が不明瞭であった 調査では器形全体を似元でき

る骰科が出士しており 、｝門位的な泄l杏が実施されたことから、本調杏｝成果が縄文時代後期前菜の土器の

変遷と集落や文化様態の解明の一助となる と息われる。また、縄文人骨が貝塚や洞穴辿跡などの人骨が

残存しやすい立地 ・条件下ではなく、｀I;_野部で発見されたことも爪要である。人骨は矮小な調究区から

3体 （うち l（本は未調究）検出されており、調査区周辺が硲域であった可能性が邸い （山野2015Jc

近年では本地区における近代の調？t事例でも直要な成果を得ることができている，熊本大学の黒嬰

北地区は明治23年 (1890)に設立した第1iぶり等中学校 ・高締学校の敷地を引き紙いでおり 、その南側

に対面する黒嬰南地区は明治39年 (1906)に設立した熊本i'，9:ji陀「．業学校の敷地を含むっそのため、大

学朴IJ：内には明治から大正にかけての）．‘束比建造物が複数現存している。このうち黒嬰北地区に所在する

五高記念館、化学実験楊、正l"Jと、開嬰南地似に所在する工学部研究骰料館はいずれも煉瓦造りで国

の重要文化財に指定されている。また、黒嬰南地区の本部棟 (III熊本高合が工業学校本館）は大正期に

建てられた初期の鉄筋コンクリート建築であり、登録布形文化財に登録されている 2015年度にはこ

の建物周岡の発掘調査を実施しており、周辺からbli瓦の基礎が広い範囲で発見された （山野•編2016) 。

これらは明治41年 (1908)に竣工した熊本祐jき〉工業学校Ill本節の建物基礎であることが判明 し、周囲

からはこの建物が）｀じ］2年 (1923)に全焼した際の溶けたガラスや木片、生活誼具などが出」:・.した。

この他、黒嬰北地区l528調査地点では第Tiぶ：j合が学校の寮である「翌／学寮」の浴室 ・炊ijI場の煉瓦基礎

が確認され、レンガに 「熊本監獄製造印」が押されていることが確認できた （松111・大坪紺2017)。

これら煉瓦の利tみ）］や刻印、法批などは近代熊本の建築や諌瓦生産の実態について様々な知見を与え

3 



2.溝先に全る経柏

てくれる。熊本監獄に1具lする辿構として黒嬰南地区1309泄喰地点では、明治から大正期にかけてのlb!

人墓地が多数発見されており、近代にかけて大学敷地における利用状況の多様さが明らかになってい

る（山野 ・柴田編2017)。

医学部附属病院 ・医学部が所在する本荘北地区およびfi)［究 ．l}り発施設が所在する本斗j：中地区、そし

て医学部保健学科が所在する本荘南地区は、本庄追跡 （熊本大学病院敷地辿跡 ：熊本市埋蔵文化財地

図No.8-95) を包括する。木辿跡は黒嬰町辿跡群と同じく熊本平野を形成する扇状地形を束西に流れ

る白川の低位河岸段丘上に立地する辿跡であり、標高は12~13111である。附屈病院の所在する白川左

岸よりの地点は標高が高く、本荘中地区のある南東部へ向かって地形が緩やかに傾斜する。敷地内に

は白川より分岐した小河川 （三の）卜手）が1陪渠となって流れている。1963年頃、本学医学部附屈病院

の敷地内から須恵器、土師器、布[I瓦類が採狛されており、辿跡としての認定を受けた。また、敷地

東側に隣接する仙崇寺小松原墓地（現在の小松原公園）内においても須恵器片が採集されており 、辿

跡包蔵地が敷地外に広がることが想定された。しかし、 その後に学術的発掘調森は実施されず、追跡

の詳細については本学埋蔵文化財調究室による調査が開始されるまで不明であった（以上、松田 ・大

坪絹2017を引用・一部改変）。

1995年には、本荘南地区においてRI総合センター辿伝子実験施設の建築に伴う発掘調壺が熊本大

学埋蔵文化財調究室により実施され、古代の竪穴建物や須恵器 ・土師器といった辿物が確認されたし

これにより辿跡の範囲が南北500111、東西500mを超えるものと椎定された（小畑編1995)。1996年か

らは大学の現地柑淵発事業に伴う発掘調在が開始され、これまでに本庄北地区を中心として様々な考

古学的知見を得ることができた。本荘北地区の各調査地点では縄文時代の土器や石器、弥生時代の溝

などが検出されているが、辿跡の主体ではなく散発的なものに留まる。ただし、0411調森地点での調

壺では縄文時代後期後築から晩期にかけての縄文土器片がまとまって出土しており 、縄文時代の文化

1名が今後確認される可能性がある（松l[I・大坪紺2017)。本庄北地区の北西側では9901調究地点、

0006調査J駆．I．．、 0104調査地点、 0119調壺地点などで中 ・大規校工事に伴って発掘調在が実施され、古

墳時代前期や古代を中心とした竪穴建物や掘立柱建物、サIi:などの辿構や辿物が密に分布することが確

認されている（大坪編2000・ 2010)。本庄北地区では古代の溝や水湘状辿構など水路と思わしき辿構

も多く確認され、近批の畑や水田床土も広い範囲で検出されることから、白川から水が引かれるなど

し、古くから水Il1として利用 されてきたことが想定できる（大坪福2010)。また、本荘北地区の東側

にあたる9601調究地点、 1104調介ミ地点では明治期以降の近代墓地が400基以上発見されており 、これ

に伴う六迫銭や泥面子などの優良なrt料が得られている （）＜坪編2013)。
以上、熊本大学里嬰地区および本荘地区について追跡の概要と近年の調査成呆について触れた。黒

髪地区を含む黒髪町辿跡群は縄文時代から近代の辿物 ・辿構を包含する複合辿跡であり 、その内容は

多岐にわたっている 。 本報告においては、 黒嬰南地区 1 地、点について 、 縄文時代に l½Jする記録のみを

掲載している.,古代以降の調査1成栄については次年度以降の報告相に掲載予定である。

2.調査に至る経緯

熊本大学の熊本市内の校地は先に示したように8地区に分散しており 、どの校地も狭陰化してきて

いるため、かねてから校地の移転などが議論されてきた。II{｛和60年 (1985)に当時の熊本県知事から

校地移転を検討する旨の申し出があり、その（牛について学内で議論され、本荘地区の医学部 ・附J函病

院を除き他の地区は現地再開発が決定された，本荘地区も平成5年 (1993)に現地再開発することが

4 
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決定され、全学が現地再開発に取り組むこととなった その後それぞれの地区での再開発描想が検討

され、基本的な計画ができ上がった地区から文教施設代を概狩要求し、それらが認められたところか

らFi|ifl発事業が始まった。一方、黒嬰地区などにおいては、従来から建設工事などによって古代や先

史時代の辿物が発見されていたにもかかわらず、 JJit蔵文化財包蔵地としては周知されていなかった

‘| ；•成 5 年 ( 1993) 10月から、黒嬰南地区において総合•li'i報統括センターの建設工事が始まったとこ

ろ、熊本市文化振映課から工事前に埋蔵文化財の発掘調在が必要である旨の連絡があり 、同課へ出向

き確認したところ、平成5年4月1日から熊本市文化財探護午相議会において黒髪地区などが狸蔵文化

財の包蔵地として追加指定されていることが判明した。そこで大学が計画している建設工事の予定地

に係わる試掘調査の届を同課に提出して、他lィtを依頻した。試掘調査の結果では、ほとんどの建設」：

事に先立ち発掘調究が必要であるということになった，）

今後の発掘調査について同課に相談したところ、以下のようなl叫答があった。

割司の機関 （大学等）は考古学研究室などがあって専門のスタ ッフを擁していることでもあり 、熊

本大学においてもそのような機関を設け、そこが実施機関として発掘調資を担当l領いたい

(2熊本市が平成6年度発掘調査の依頼を受けたと しても 、それを実施する場合、既に他の発掘調究

予定が・ド年分はあるので、急いでも 9月または10月頃から調介を始めることとなる、】

以 Lのことから、熊本大学の再開発事業には事前の試掘および発掘調在をおこなうことが必煩条件

であり、そのために大学独自の調究組織を早怠に設けることが必要となった。まずは発掘調ft組織の

中心となってもらうぺく 、文学部考古学研究室に協力を依頼し、このことについて承諾を得た後、忽

ぎ委貝会などの組織作りをおこない、 真任体制を飾立するための作業が始められた。本学の状況およ

び他大学に既に設iiりされている同柚組織の内容を勘案しながら検討した結呆、熊本大学迎蔵文化財調

壺委日会 （以下「調究委員会」と略する）を設けることとなった。また、 この調査委員会の下に熊本

大学典蔵文化財調査室（以下「調壺室」と略する）を1rtき、発掘調査の実務を担当することとした，

平成6年 (1994)4 月 7 日をもって熊本大学狸蔵文化財委員会規則が定められ、 調査委具会が設'i~;:

され、委具会内に調在室が樅かれ、平成6年5月1611、委員会委員の委啄、調査室長および調企具 ・

事務補佐具が就任し、正式に調査室業務が始動した。ti財粗径発足後は、文学部考古学研究室の甲元浜

之教授をはじめとしたスタッフの多大なる協力のもと平成6年度建設予定地の調査を中心に発掘調杏

が実施されたc

平成23年 (2011)10月 1日には、熊本大学狸蔵文化財調1t至から、熊本大学埋蔵文化財調究セン

ターとして発足した。これを契機とし、 J.lli蔵文化財の発掘調＿介を主体的業務としながらも 、「速報展

示Jや 「地下の文化財散歩jの開ii砂など、これまでのj¥)/1j在成呆を用いた活用事業にも尽力している。

経綽の詳細については 「熊本大学埋蔵文化財調杏七ンター年報l等を参照されたい（以上、山野 ・柴

!JI編2018を'}|川 ・一部改変）。

3. これまでの調査と本書収録の追跡

平成7年 (1994)以後、平成29年 (2017)3月4<11まで、再開発計画に則り行われた事業の事前瀾

在として、表2のような調究が実施されてきた 本咎はこの中から平成25・ 26 (2013 ・ 2014)年度に

実施した黒髪南地区における （黒髪南）ライフライン再生 （給水設備等）工事に伴う発掘調1t(1310 

調在地点）のうち縄文時代に関する追構 ・辿物について中ll告する 試掘 ・立会と小規校な調介などに

ついては年報において既報告であるので、本杏からは除外した-

5 
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!16-5・ I0-6·~1 9(,:1:1 :,':,・¥III 1 1?i:；;!t t;i［ほ

！爪•5• 13 

!Jfi・:,・11 

郎•5 ·15 

% • 6• 1 7 

叩・1う・19

9fi・S・5 

\>;•8·6-9 

!)(j()1 (＇II≪It) 9ifrm: AT.¥l t、J トワーク付設L'JI ,'f令潤fr.

甜05 (J;（EI} 散ft't部HIは小学IJ: AT~I 'I··, トワーク 1.1 ，:t1;’ll ,•1 な凋{,.

叩沿 (Kil..I t.’料1;,¥'「Mネ'I・ワークtt兵t’It ,‘1．公．サ{r

佃iOi l'!¥.It) i!, -t••対硲外trは閃L'It ;（な閲ir

96(~~ I'!11111 i:'i証 Ill'/：耽怜配視Il[ ，'（今川Ir

叩 19 1'II.It• }、公1,t冷 Iid[＂.il:＇It（以却 兌I出l;c

%,0I 1:,11北IIし？t；t2t;IBは1こ伴う樹木ltll¥・貯木In!E立 1:11 を11,!,』，.r
(I ・2・3[<) 

% •8•2~27 

!l6•8• さ｝～．10

％ • 9 • 6 

!16・10・1-9 

!16・10・11-
!17・ I・ 17 

％・ 1(） •21 ー文

!16・11・12~ 13 

，＂；・11・12

¥16・ 12・18

97・3・3-31 

97・3・7 

1997年度

碑；9`1・c l.(XXIIrl 褐文 ・弥IIこ1且tidりl包含Ii·,1ifl竪9·(fIJ,•；址 4：9i；切＼’
・占ft . i員 ・ 批 ，•r. lr l.l!iり・ 1丸責• I訟．

愧と校KIJI・・：位・弥Il,h1UIロ・古
it i:tt t; • inA.，t:; • 59.t:； • Jt 

I(}II1近代 追1,1．,1¥1りな1

lhrl ;ifし磁岱

叩 ll (4:il.It1 1b；学舵It令tぼに it• うり）、J:｝え辺絡＂は 、 IRI t沼渭；r

妬ul にinl:IIX’ttttt含述は1こttぅUM<i匹Jり｛枯えI:II17•8•9 たJt;!,lllir 
1,., 

叩ll , ：'il.It¥ l....午都1•と：け迂れにff針IH;r,:UJIJ l:•え I:II 919}I9 • 印せコ：r.

年報3

年!1!3

却 I 1!,,iUtl !>;？必1稔It立に伴う Uji）サえ近路辻~(;iiい を批属ft 282nt 占 9t 鼈址． A9t1•tm岱・ l(｛屯u - ~ m;団＼’

%11) ｛應It}9し貸茄V.IImit象代立 ;J..Im,1,r 9nf 遺I~. 遺物なし 年恨3
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0327 (i.）外ir,,t101 1( 

り3凶（！J'.北！9炉tfn‘さI.11(1{lし
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、t;”̀ 「r lIIi 遭構 ・直物なI.
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;9会，』ir :iり邸IIi i1l楕 • in物な1,．
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0113 ,;［町地1ぼIIKI’’f:It(J凧Iな＇［による UI4：起し

叩•I '，Iしな団地19i地I9r．学郎T'；凧lt'•'［による例｛、起し
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3. これま での，刈在と本湘収録の追跡

(15 -2 • 2 1 ~ 22 (）1ぉ：.¥WIJI地11!地[4.UIA<｛引OI'If 、'l,f：JHr 1 9 I I i 迅情 ；It物なI, q.m I 
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ll5・3・9 (li1ぅ ；ilゼl11地［｛さく）卜立II1.11r (jfilnl分I ,7会ヨft 56Id 遭IA なし • 11.m
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(b•3 • I I・16 111:1, 人91地区j§9学節りトク「は{aI.’Ii ,“”'ヤ 81 nf 償,~ . 渭物 Iし•L 

(）5 • 3 • 22 IH；州 飲frり咄1;1｛几（幼！!tiり1泣！しIR.＇とl.'11 991．会，,ij、．f 1.I I’"l 逍Ih ,It1りなL

(）5 3 23 111:！り ,.1W1tl地1£樹ISIOIK l.1i t．会，Jり，，t (i II' 逍IR.ilJ物なし

(L3 • 3 • 2 1 1<l1(｝ 教fi学部附紅I’ムKIt汎ぶtV『さ渇tり、;il.'JI II.会，』，.r illln ・逍物なし

1}5・:l-21 （卜11 1 9Uf{•’;•:3沼附は小学！ii."Ll',1[（設 ,:,11 ,•1．会閃；r 219( 直111•,n1llなし

(5 • 3 • 2 1 IHI~ 四E北，且j釦屈えlMlJI’/’トガ'.fl: II ”・全訊；t り1Xnt 直1,．，ntりなし

ll5・3・2I 011.1 （ •:.:i[北 中央ふi!(H！連絡l~ll;;-I. I< “，会虞；r (18II{ nI,．遭内なし

ぉ•3·'.!;; 9) l I l り•9な IK地[{孜ff学部[H¢ に，亀'na,’;Acmu木改I;L'JI t．令贋l.c 1 7 Inf 渭"• S窃・なし
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6 -1.5.11 
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IE•6•9.III I2 ",1ら 9卜、3A )Ja幹 r.¥l/!笠償 {t沼9 ,し:ら:tl" ;I.:：nit ぷ,¥l(;ni 遺1鼻 • In19なL 年1UI2

ぽi •63I l\it•i )、i[I 后乍部テニスコート-,'•ノスU(Iと il会ヨir 2ぶIlf 遺,~・ 3物な し 年恨I~

0;;·6·~1 , ar I{'仕,,,,敦地境V!プrI／ク改,,.,,, ,1．会虞；r 1115m 漬,_.：̀；りなし 年柑12

ぽ•78 (”.iぶ .'I.','.' th恨ネ，トワークSHI“tiL入詑 I.II ,'｛，会置it 1119Irf 古代 i t・iむ・！（し！！！糾 年恨11

ふ•7·1111 I I「"" (lkt，り ，£it. m境炉惰 ('Jl~•j:.,,動 i\;I 梵掘，胄た 1117111 I患文 ・弥'LiI•1,9:hl . t8. I t9 t .. ;． 3(1.，i,・界 jdilt;.V 
7 Iり-93(1 IIjin'1Jifし

(J:i-7・19 {）5 1 l 本iLU1地北地1{1り水II.!;"“t ,91．会..il/i 7 (；,19,1; （t 包合附 ．ltti:1,；.1(I恵li り'・i'！ 1 2 

05・8・ I 1)5 1公教ff•ャ：祁HIK幼lfll♦ I物17tは111 、'［会，』It 0,!)(;,11 迅,~. in物なし 51: tIi 1 2 

05·8·~ -:i Iしil:l[ 1 9!!.\~11/l [学郎1也怜令改｝囚邸'H9!q•,1!fl 1'- I ‘̀L会，!iile 9 7Ili iIi (t 」.r.,i芯；． 1（I!8l:； 年恨12

ぽi・8・2~どう (1513JII'2 ＼焦~11/)_[•'沼郎他ttf沿29料も；t咬f日：•, ,11'--2 と会潟：C 1りH75バ li (＼・ 上肋岱 ・i(i!i,・岱 年恨I:!

115・8・5 ll:ill I父学部,11地1くテニスコート1勺祐水；t情I.1I ｛I.会，¥11；r "＂HIrl ii!9. ln窃なし ．f恨12

05・8・5-Ill (K1131.5 0旧と1I，工学茄(:!!校i：改tU給iaga玲'llf;:-I ;,公腐，・C 198Ilt 遺I~ · ill物なし 年はI~
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05 8 24 (1519; 4;'ll:Ii1地中地区外灯設渭 1.•JI .t.f吋川，＇i II In{ ,i'lll'l・ 遺物なし り恨11

05・8 23～五J 9)513 1ぶ： し'l¥̀≫III)［学部他佼令改iりわはttt? `•； ')'..-i ：1．会閃，・r 17.:!n1 ,ati. · ,n物 I,• し 年!ll12
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お•8·:l.i (m:l l. K 9'i1じIII｝工やA¥;I也佼，ヤ改9H糾れ‘i冒’.'，＇lt1. -2 屯全-"1r 郎In! 迅tn.1l'!物なし q• 汁ll2

妬•8•公う 1151:lfl':1 !り．＼尼IIIIE紅叫也位令改{U糾t笠燐’・i,"7.-l 知．：潤；， Iる1lf 遺情 • ;I'llりな し 年恨12 

{L9•8•お 0513J'I'I l:!1．梵Im:r，学記他IZ合改修tbは9鳩＇が lit-I fゞ.iゴ日：r 1コ）公nf 遺情渭1りなL 年恨l2

ぼib•3J` ：如 161:nn ''・'''l.!111 エ午紀他tn改!~!如だ只員 •:; ,.ll7.- 2 ;!.会コ；r 216rrl ・l!償．，n物なし 年代12

（日・X・:lO~!I・1 Il5131.ll9 i'’”htl 工学郎f也R令改tいが:””‘f'lIm-2 ，’!.会.'.l1IIr ~'O•l1rl ill情 ・渭杓9;L 年HI2

9L9 9 ・ I ~ 1 3 （ら1:1坪II児赳9mtr拓品他1kt；改IJ油れな償` iliT.-1 兌ili閾：r 67.6Id 縄文 ・占ft竪穴f11,＇；址・滉 tl i；； ．．上位笞 ・ 年恨l2
碩恵料

05 9・ l.~1 115l i II'9、 1,~ l }昂ti: ． m)を竺伯 9 曳さ 'i; ． J叫9：地） ｛1.会関；r I :i1 7 1 91 遺f¥• 直物なし 年til2 

05· り・ •1.5 031：訊I．3 L'，.1代1Ii)工学郎f也1し［；改：りもi"”q・.やlfì-1 、•I会刈 Ir 4&75IIf 心情• ln物な し "i tti 1 2 

(）5 • !) 1 2 ̀  27 11.;1:l I.• I!！．＼梵1lllL学ttf也Itf庄ktぃ油；，＂＂が 9‘lIて一2 、［会j月ヤ I'i．りIIi 遺I州・渭物なし 年1R12

05・9 1:1 (）318 HI属9月院砿Ii1fス設(.改tEL'Ii 、•I.;gik 公）111 遺Ill・↓l'I物なし りi!Il 1 2 

(15・9・11 11519 "’＼屯北）学務茄(Plilr（はJ．＇99 91.f士4;£ 13776ni 遺1，'・：，l!l物なし 年 lll l~

115・9・15 (K313J.I』 ',I’べJti)t1咄ilt也12:7改修施設繁t;•f’lty`-5 9:9会悶，・r 1] 79nf 包含屈・ヒ,,卜 •• f tR I 2 

お・リ15 l>31:I I l', l,'l':'1.'加工‘名糾他it，や改9ぃらよ¢憎會ク19t、-l ；［会舅ic I(）5m nI,．1II；りなし 年tiし12 

1)5-9・15 IK11 四tlIl池北地[()、，1jKI如1;l•'·"ープlkim:lll t会コ：C Ii l8111 渭11,• 11;＂な 1- .t: Hi 1 2 

ぉ•9・ 15 (）,321 ギitm地 （北地[{,台凧倒i;，；1起L :“1躙；c :!.:l.'i5nf 渭1肩・ •II物・t1 年恨12

お•9·16-10 ~ 051:JI : !l''lt1♦1) 工学郎他tt;,;-cut出；＂＂9？I19_-2 L会潤ヤ り邸ltni,1, ft l:.t9t:; ！(l'：,・;i:." q• Pi l 2 

OS 9 lfi t)：，tJ It•(:ti;！りは1川佐竹·刑 1屯k”H..；木 9 9)し ·flI( H• 1. 1t “会コャ 2公う111 遺I~ ・ ポ物な L 年ti!！ 2 

05 9 27 1rn:1 (I又1>り） 91リ）しu令l(H屯((J:l.） ：r．会コI・r ；；7.6111 ,nl角・刊物なし 年紐12

お• lll·ll - 117 O'¥l'.l I．は11:，¥¥tWi) 「伊郎他校合改tE！如対引日•t,'Iii'. - 2, 3 ＇9(会洞,・c ml111 ,Ii (t f!:/,•,J~ ・ I，， ・1．tりi;・ lfl.'~:2:; 年骰ll

“う•to·I I (l.'i~I )C.ltl:i1地 （北地区）りlllり’ートr代「'lt '［会潤1・c 2r,1.:'l.3ni )n情．，n物なし 年1!112

u5・IO・l:l.14 (K3去9 (!1\~I 11'1lfti-・1トワーク，aIa1:’It 7̀会置tt i:l.1¥111 ，り代 l l9t. l切器• !（｛.'どt；； tttfl12 
1 7 18 

(5• I(l• I I 9沈Ai J" t,J;t{：内芯改9引1:¥1心11貰I.1I 、,（会濱ヤ 20ni 遺1,．償杓なし 平m12

氏・1(J・1931 16:!7 9,.！人北'~法牛郎日ヽ館ス 11ープを！亀 I.JI 9.！全コ；r 11111 渭渭•:II19なし 年91し12

12 



I Iiりl1.l辿跡と，凋在の慨＇炭

(5•1(}·11 (）3公 I].9f丑品しの'Jくり1;1'/s;;ilj•\• I••'1! 999会閃ft 81(IIIf ,l!IA ・ :111りな I_ If.till~ 
()5 J(l•ふ 9)3しりl （区令外 i；臨IKi9 だt:！シ9.•閲Ii'i内境梵憎 I'lI ；（会2;c し`112t1i SI" • 3内f9し •’I • ; i l 2 
Iら・1U五 llぶII 9.よ芦品温1知;, t'i1'l:ilJ.~{ 場9EI:,Il ,'『会ョ；c ;-＞；-ヽnl 遺鳩・屯1りなし '1'1!11~ 

II.,・ I I・ I 1 9.33 1 IIjit穀廷l'I'七;,'，—K1外所r?J[( ，a [＇）「 ,11士むi: t, I I i :ll’n 遺；りな1 ,i,！l l J 

115・ I I i 1)氾2 9ifi‘,.：茄附しdt頃＇；•IU,1木，； 1 さ込み漬木補9; ”会汎fi. ：応III 迅19 8物なし 年柑12

IB・11・i 1)ぷ[! I/!¥」t)99: （-I -ン;<t.； A< if t,h lEr: It ’̀f. 1ャ如t I IIrl 遺'" ,ti；りな1- THil2 

o:;-11 16.~I 1)Xii '，¥¥，...,rfi地1外11閃改9を1.’li 、'9会，占{f 1 24 1 ; i I I i 逍t~ ・ ，9U物なし 年悧12

05・1 I公｝ 0:,1:1 i_J(, けiIr;/iIiI L•'紐1;1也 1え，ヤ改95＆杖咬げ冷’JI\'. i 9,1会，．閃，.t 18ll{,1, 9し fl:I,.； JIt. I I •I; 年9li1 2 
12・ 15 

0:;• I I五Ì Im:t坪り （：！い計11 1..i:nt他 I•と合改9糾虻没竺惰？トlt ,9.- 2 だ！日綬1，f 21111 i1, fl (LIihl. ，H ・ピ ．• I ・ I r,i::: ・ in 年代I~
It:, 、̀9-9・'仁9’ 

16-12・↓ 1).91'i J It l.＇り •~.Iii I―·‘心•沖:!!I と，•.r改Iいも：i？情'§ll t -2 •Y.会:;i;;_ I Ii 1111 ~,！し Lいと ;t li1 12 

ぽ,・12 i 1),313].Jト (!L\'~介i I L,f部他！u；改I引らば序（日吝 JI~.-.! ：！会J:tjc 柘111 Iり {l ヒヽト・ 1.ttt:；• i(I1,‘?」 q.Illl2 

[J5 12•9 tm:I I.199 9!n尼ItlII．、枯i;他1と，IばUH如2?19̀SIt'；；-2 ＇［会閃；£ .. ~:. ,111,1, fl, a;9K•i. 1.id l,．； i(I懸炉 " i k! l 2 

1)；；12 12 llal:I [C'I l'.1.¥梵tiIL•'tt,LI也fぶ令改修邸沈笠{R.，； 'Jtt-:!. ，' 、［会凸付 Ill 迅1青 J11りなL 年Ril2

Oii 12 I~ 1)．刃3 致ff学部祈11/郎nw,1,Jf<I/,.Iji .y．会、鴻た ,I:")!,7III It穴 年殴12

05・ 12・1:I Il,il:I Lil (！"を1h1 1．学部地,rn改i和｝施設繁ぼ'1it -l “．会渇；t l i 5 II i 9U I角．，U1りなし 年報l2

(15 • 1 2 • I'i 1),"，lJ I，四 ＇19をnr11.‘沿り他IU,改tH柏＆乎ta•? ＇li?．- 2 ，r．会ス{i : ｛ J I i 迅惰 • jii物なL り：ttl2

(15・11・1:1 1151:JI．公l,,,'-.'.iii! I―・‘芦糾1也It,;沿KIぃiuゼ匁;,¥J:•.· I ,＇（会只；； ‘9-‘.-）111 遺情・直物なし rじm11

lfrl~• I:! ll;,131.21 巾を1!iIL‘i:t,；f2R?；改1いも設笠{;•う ltt- 2 ,t全コk 18111 汎f,．遺:，，,:,L :r.;!ll2 

ll5 11・ I I 1151:!秤7 9内ふIii 1．乍祉他t2f；ど（ll店ば竺憐•t1げ：ー 2 、I会コ；c &”"f ,i'IIA • i'liiなし :;•Hil2 

l)o ・ I~·I I Iぷ妬 t;1靖・;、おし）らは1勺l•It ：（会ぶ；t 2ゞ7.iIIi 直IA・,n物な1 年1a12

115 I~· 15 ltil:IW，， いl\~1IJ !.','er,此 (UI と·,'：改IHおは笠，a.，；•JI 1.-I. 2 i［会溝ic 2H;.3III 渭I~·,!IIりな I_ り・il l 2 

05・12 11; 1)337 別学部ツレ，、パ汎（新・;:tI'II 、．1．会，渇，'t IIj7Iti 直情直物f••L り'i!i12

ll5・ 12・ 19;!1迅 11.;:~~ ,:iぼn11tlll・1,, 1・'1，I飢，戊{iiiJ:•JI 1,fiJ/111 、•9会，沿 ic 711i:l,111,1, f~ k師岱・ ift！~.1.:; J,： t!l l'」
ll(i・1•Ij ヽ I I

l・17-:I ~ 

応・12・:!2 （ら39 午荘tll~ , ,1, 地19 , Jミ『／Jり1r(；: .~会萬；E IHSInl 遺情 ・直物I;l、 年Hi12

応•122ti l¥';13坪`’’ ’!！＂Mi11.‘rt；；他12,；：改作9出 lt見-2 “;，.:.t；［ 10111 遺情 ・渭物なL 年沿12 

｛石・1• I ~ 19 r̀13”M9 ( ,91\•-lIHI ［こ‘付応他1,,,;al炉i：とさ情':•~Jl"l';- i を！ビJ11；c "̀"'1, ｛し (L!,.; ht. t ;ど:・ :(I'L‘、,r: 年"l12 

(~,-! ・5 心13J'Jf11 I＂斐 1wr.、9吋郎1也Iむば“｀きは吹ii,―・,111. -'.! 、•L会コ；r iU111 ;l1情・』行なし 乍同12

Il6 1 III.25 ¥>511) ィ;4EB1地 111地1{）I,Lよカスit改nLII ；［会共；c Iiiふ,! 遺I~·di物なし 年Hil2

（J6 I Ii (）513 l̂.25 1.`’＼梵1til I.、対叫叫~1,＇ばU親もは乎情｀ダ 'JIt-7 'ヽ!.会u召k I 111 遺I~ ・遺物なし 年Iti12

()(j I ?［） 1)，.)t:l 126 l＇り斐11f/ Iぶとt1;1也！t令改it柚，役r<fi'.r＇ltt9-7 ,’巳 7IMIII 迅ll'i・逍物なし 年恨12

(16 1 26 (）511 (III閏till'l'↓'、!:81道1帖）りt＇情 lいJI（追加， 1り；01）Il(Nし1 ，’(会湖た 1,I Im;m,t; fし 9: ［t ;;． i/1 i.!.,・2:: 年代12 
2 21(）27 

116・1・公I 19513 1.27 ,＇＼¥，.,ill I.‘'と和；t.l!！t,9；改tいもよ竺情―. .， It i. -7 ，•[会潤 ；ぐ 1 3 1 I Ii 遺’月 ・遺；りなL 年t!112

IIEi・ l ~I 05131 :!I¥ '’内訂11l:'/:~う他I< ，；氾U沢屯沿竺:.•ダ 1Ir.-:! ヤ．会:.;c l 2IIi 渭I〗•直1り 9•• L ;t ;!il2 

06・1・2li (）313 1．五I ＇！’QIIil l午化faIt1出~,~出：さ9f負 '.f Jげ：ー 1 9.,i7汽ir 11)nf uil~ ·．＼りり 1• L 年 1!11~

"； 1万 1~,;12 ［保砧！ぶぐ;・ J~境f'<{a (9¥'.: K. ！9動経路1 t．会コK 1•Ir>IIli 遺溝 • 3物',L ft fll2 

(Hi 1 30 ().-,131辺J（り1咤IIIJT→'；・枇 lt!JI~ 令改1"a,l””ら芍JI?、- 3 ＇，f．会潟ヤ h.VIIII 心！月 ：n物なし 年nil2

(16 2 1:i 11513 附属術院fdll'/'1I.~,1tl~lli!.~1日 9.“石閲fr :rn、!I19{ 逍f~ ・ 11物なし q→ Hi l :： 

06 ~ 16.:J 1:1 1611 II仄9対lM? J~/Q~l~ (,,2(~ ・，しさ’ぷ佼I 9,r.会＄fr ;!！) 1 1 1 逍1/1．』物なし 年1!!12

116 2 17 ()515 9iff合'：ttHiは幼HIItl,fウンJIIlゴムマI卜侑；t ,＇（会..l!Jc 12II1 遺I~· :11物なL 年9！しll

l沿・2・:!U・7 "56 し！！9,.'l.'Ii吊illヽ．9トワーク瓜（汗・,.tエ’9［に1iう外I,¥l.'11 9・,.会潟ic IKii111,I, （I. ll:I↓り址 1、r心む• !（I'gr; 年9ill2
3・813 16 I, 

I心 • 3•III ぽ•Ii '!,'，を，北地I(ヽ沢l：会fn内:1バイ 9置均ば閃 I.P :9会/)lie ISr9i 遺鳩 ．a打なし "、fil2

1)6 3 13 1>51、)；，tt1地 i巾地((i:tり佑ド」t9 .. ,.会頃；c 5.5IIi 遺信 」l1；りなI ..I:"il2 

()6 •3·21 !619 IIEt9 外叫t,さl(ti}.・I:ン，'―射外汚木配i¥・1:11 :r.会員；t 1 92119 a情.,!I物なし 年Hi12

(l(j•3•:~, Iふう1 ざヽkt;!jit l. 19 、.1.1寸閾た I I・ ¥I I I I I 遺Ill 』物なし 年iI!12

2006年度

oo・、1• I I （氾）） 教介＇‘芹郎 (!1凶 I’守lh・ニ9，コートfむ文 立令閲fr 5 9 1 II i in!B i/j物なL 年1991 3 

06・,l・II I取）2 (．'！．¥'l/北接地1―It 、.,・f3渭fc (im 心1青・遺物なし 年柑1:i

ll6・l-ll "til ¥．91＼な北り "li9虻i!l1.'P 匁リス）・r :1~1111,,』 {l ぶり、遺I~ ヒ， I・ 4；恨；，；• LX

上的岱・ in,＇どt'；

（!ti・-1・11- "1) I ‘’!＼を北!'Cl!紅改9し1.Ii,h｛外拾1;・ を拇Zit 凶1~m,,、代 lEI5址・,・1員4kA1,．ビ I卜 1,,l!l;',IX 
1-1~ t tぅむ・須恵t./,

(hi • 4• 1 2 ＂加 工学都研究丈耗IIIIIOI'［はil.F 、t会関k 1り1和19 母 1青• :1l物なし 年悧13

Ot.i・-1 13 (Hi(15 り'(i);大学'~I勺板lf(«'i I'JI ‘̀9会レ』；， 1 3 I l { 遺I~· it!物なし 年lUl:I

06・ I・ 18.l!I (~;,()7 (/!,¥'l,l1lil f.''況；；他It，示出9糾柏，1t繁fがぶ’Iiス！1 、'/会，悶，＇c 5 2lll 丑吊 ．，n物なし 年恨13
()6．、1・21 ()(j118 (!！1嬰北） Il:/1fuJ!-迅nti1•UI95 1:'JI ‘’/．会刈fi 1:1111 迅1/Ii．S1りなし． q: t!i 1 3 
06•4•21 (~1~J 理学郎駐輪場•JI·1、 i'しれ t』 9t ，．I．会』fr I 7n! 遺M.,l'Iわなし 年i!il 3 

（石•5• 2 (61(l 9iff‘紐叩i属小‘fi妙U!n,i '［会澗；£ i)りドIIf 遺！8．．3物なし 年m1:1

“;•5• I I （)611 I ''¥を111,工•，i:r叫‘:l!Iれ令改ヽ史直丘竺償•5’JI .t l “・i:Jll』.r :J~m 遺It.．n;9なL 年181:1

L~-5-2".!.:とう (h;11 : l限じIh r4•ヽ 杞f也1し tばU閃如れ茫(a·ぶlit 2 J．会只；¢ 1:.klm ▼l'l情.,n；りなL 年hil.I 

＂ぅ・5Z-t lkil~ l 1'I'，QOII l.9;-ii；叫と、';t'!<IJ,¥li泣竺渭t;'1rr..2 を括コ；t I I Ill 11, fl rV;-l・.C.!む “: ！ti 1 3 
06・5・:!"l-11 (H; 1 2 •: :.1B訓fl ]．＇紐I;他Ii,；池'<iり柏設竺tが·s !•Iti、 .Ji 兌拙コ：i 2 t II i l t,．f t 廿大 ・r.tb i'； !fI.'ど．：悶 q. Hi l :J 

Ofi ti・ 12 (!iii! 9'911),/，環境安ヤセンク K；水配，i'i"t『,~ ，．f．会瀾ft ll:i7rri 』情迅物：←•Iク り'.lIi 1 3 

IK; 6 1!） IHH:I [fiu;1，りgい19 リと、81/)N1lf1•/.\';li＇、\,；•t1付1:'1i ・［会苫fc 72,I n9 直9,1．逍物なL 年IIIIJ

06・6・?1.28 (Xii:, .rt~利Fえ巾‘凡，；it(I •~t,-;1' 1`！如え！日 p,＇「I1.'l1 ；［会:1tt 1°,:1111 111 f~ 」：邸器 ・;(I.9ど路 年Wl:1
7 • 3 

06・6・Ti,7 7 Iも123 ↓.9じ閃9h,t‘rti;I也Itt；改9ぃ出設びi日`・f'JIt. •I ，’(会虞た ~I りX11I,1, ft Ltt t;．i[1.,l,・む ;i tu l:I 

13 



3. これまでの，J（，]化と本，1卜収録の追跡

“;.8• 7 (hil(； 歎f;＇:：郎附屈 I’/i,!29;；ネ？憎9Er: JI 立全冨；r I 7nf 渭IA・ill1iJなL :I’恨13

(lli・8・11 lk,17 l.,.1．！べ）プール附属ょ•'渭JIi.配慮改,~、.「スペ人卜也l'I') L 立会只fr 11 5!Itri 渭I~ ．渭物なし 年恨13
9 I 

tXi il・II (~;18 I’ヽ］，．． 郎附属刹院9t叩劇間1"切坪 :1会，月．fr ~7,111 遺I~ · ,,Hりなし ；＂札13

IM¥・8・ll IH}l!1 9kfi学茄[(i 浜沢長•'や1々ht外 1、「；召JH}その他 l.fl 'ヽ(会，ら1;t 、121)51td ,lll/9 ・ ;n;りなし り・IIし13

(~i-8 ~1·25 必II" I!"ビIIi）工学郎他代行改IJ'.l,，ほ笠情序Iり~· •3 91全只；r ~1J7nl 年恨13

"}•8•31 ~9 1 "；II t ,!I＼じIIIIl．．午：t針叫2令改iH&n9’q了191・2 ；ば会Jll,'c I}i hrl 占 it’ 溝． if．出芥 ;f.投13

(ti・！）• 7 (!ti:!'() 9Ut'且碑／砿,Jヽ‘?！2プール示比粘水渇4オ39;［II :［会コ：t： 2Rn¥ 年iUI3

00・9・!1 (J611,' （！！RMIi工学f,；；他f<,1'改IH袖店を渇會91[-. •I() {,.会ヨic ;9f.Im ,nt,．,n物なし 年1~13

｛旧・リ・12 (Mill'• (＇’'そI9i)工学郎11!!itt改修地は笠情芍'lt..411 i会滉；c I 10川 遺1,．a19なし Jf.lU13 

＂日 I・1・115 l>f.l I 7• C'!.l'./1li)工＇＼t伽他佼令改修ii政←渭'.tJi I¥ Ill 立会”1介 32’H;，d il'II鼻．，11物なし f[RU3 

(Hi ·!)•A)21 (X;II9M (！！1ゼlIl)．上学部f也i,（；1比'(9い出，ぼ笠fR等Jげ;.I(I く［会，J.，;t 55 l nt 年t1i1 3 

(16・10 2 NII9'） （＇IÌ‘lIII T．乍部（也itt氾改9孔出，：刃召がやIfA.2 ,’l会dfi III S nf 』lllA・ ;1"りなし •1. IH I 3 
I H; • 1 1) • 2 （J621 (.'•.\~)-/-l収1はt.，，.mれ配湛改tt1アか・：,.I・迅坪II. if・全』，7r lint 直情 ．．n物なし '「HI1 3 

’Iiその2

l~i· 10・216 ＂氾2 (L'J如刃境笠ia，内＂＇ fII9渇mr/1: を紺.:i,•c &Ili75ni ll; it l.t”む ・,n.'!c’む・ 遭文'J-．む t4t;5’In 
27以I ぼ(Ilし̀11{I
11 ・13 

IXi・lll・I0.12 t)fi~:1 'I,¥なIll地外灯取よその他 1.'JJ 屯会，月．Ir: 21;,79llf il'll胄・遺物なL ff MU :i 

(M;•IO· l3 IH¥ll Hlは1ii餃設情汗J'J!！｛！ァ・f'-ムレークードレン11・、Hit9しJ'I' ＇，1．会凸ic 2 1611( Jl'lIh. Jl'l物なし f!'IU13 

IXi • 10・ 1 6 IJ(i茄 巾、1ii)ii伸 ・r,lJQ勺伯りは「IFIt ＇［会．り" さA;,1999 ;nI肩・遺物なし fI: Hi 1 3 

"i • 1(）・19 9Hi26 (l'り和尽ft空償 9:l.f I-&f引他史所 1.＇1I ;L会，3，・t llki7rn 渭1,．，a打なし 91 ・. i t1 1 3 

(Xi・!(）・土 ,lfi27 (Kir.地区IIll木設1匂l'9t i全A* (）21"1 ,n!,．in打なL り•tf<l3 

(Hi • 1 1・2 ⑯%  l¥‘fb誼附“‘刃芍れ9l≪北し9外tri位1;_[11 ：1.会ヨ<c 28nf 年9;t13

lK; I I・ 17.'.!7 (~迎I 9,t囁 9じ：学部f"を',fii1と，；；C'（作寇i（ぷ賃 1:•11 •l全凶ヤ 2:19 lni,1, ft l.t~岱 年11113
12・ I 

(y; 1 1 •L>() （め浪l !.I.I 呪 ,11地区エり!:1lili1bllll"l1,',li!1M I~ ‘’l会，tlit 15IIi 消情 ：1!1りなL fI : Hi l :｝ 

{ H i • I I ・ :i) Ix•iil ,1\l/l'.111地防•KIII水伐）"11 屯会凶；「 ”;！）：iIIi Jn1,．，i!物なし fI • IU 1 3 

I ●j • 1 2 • I ＼沿:1~ IH5k,｝正l"!a/木1バ：ぇ 屯会3:r 3 :umf 逍I~.,I'llりなし 1 "lI:｝ 

IXi・12・15.IS~ f•i!2 I 'I}，'，を1Ir.I？紐吐他Rh改！民b;n?:a・51［た 、； 兌卍コK lti27m 占 (t 1.(Jt;．t(I.t,・i；；．釣物竹 年Nl:l
去'.:.'7．2S
lfi・l・!-9 

Mi・1i・19 U迅3 {、4l北地区Itr閉9団（渇,i,心lnii¢ii」:II 、［会濁rc l.9i379n1 迅Ill・,n物なし ，t柑13

!Xi・l2・25 I~迅I I似l)l文依部f＼頃グ「fI佼令改iEI"伐ぷ日1.1i 、't．会高ft 11:i：妬111 !1lI¥ ・)n物なし '1-l!H3 
Oi・,1 2 

117・1・ltl.ll.19 "’̀  (！1“R，漫学！氾r7、iloiil緊．t：,i会 ；［会凸；r l:H5nt 遭1,．,I'!物なし り．恨13

1)7 •1 18エ?Xl m;μ, )9;f祁．Iり印↓t[？詑収ねl.'11 兌氾虜tr :l()J、3II{ ，り（し IW?:： ．In.,/f船 r 年恨1:l

(）7 • I・濱） "；37 ，"i[I t学部r．健午ffIt含改9じエ” 屯令ユfr ：し112IIi ,11111・ ，胄物なし 年11113

(l7 • 2 • I 1あ＆ヽ 1•j: •，i'It1 ゴミ閃さ場取ば l,IJI 立会』Jr 3."ini ,nt, ． ，n杓？••L q••Hi l 3 

117・1・'.!IJ 1汎'i!I {、9l)ri,学品Iì．仇学[H2K CT !Il接地l..'11 ［̀会渭ft 1.:'，199 渭fR.9,1，，，ん•L 年Hi13

fli・2・祁 (H}i(I !.I＼ぐnl地北地「{)JI命•なガ9ヽ Iiiil凸 it i会．渕ic 15111/ 遺!~. il'I窃なし ff tfし13 

(17 • 3 • I 11611 （ ）~•t•I•) 朕学部1’'1i9川rlf( り壊し r.’It :r.会．日た 5i,1i,rl 渭旧 ・バ物なし 年報I:!

1 17 • :I • I; lX,12 •j・[；? t団地災·BN|rl l.，" と会c喝，t 131 82Il1 in tり•;1!；りなし fI: Hl l 3 

197 • 3 • 8 9応93 ,IIぺ1tl)理学部溢中J「い）壊し「・')t 立会,111,c 1017n1 古代 j』[)t; り^恨13

117 3 8 "； I I ""地H)世閂l叫濯改95J:’II g．会ヨ；t 却3int ,l'I!,．遺物なし '.f lttl3 

I i7 • 3 1 2 lふ15 ：渭•I91地Kテニスコート）門迂t'；木惰，U水T. l• '“ゞ日；t ＂◆sm 遭情． n物なL 年紐13

"7 33l 9 kj IIj ,1'，Mり）内境竺：日，杖．し1'に改iElì代よ憤1.・11 :r.会河丘 57711{ 遺惰．，n物なし り・設13

tr • 3 • 23 (1617 (9i ）材l属幼柑！OInlr~改9fl.I9 、［会，関た 25.7II( ,01青・Jn1りなL り：恨13

1)7 • 3 • 29 i (H;1H II入糾） m壌整情 (I]IKり記念餅1外部改m!'.'JI 立会，月，.t 1 15nf il'!IA・直物なし り・紐1:1

2007年度

117 ・ I ・ 10 {）7りl ,9KI Ht;、吏，tftHi「'1,.1改！E―I.JI y．会コ{r 2n9 渭t,．汽1ウなし r,e代11
1 97. 1. 1 2 、 ト•A9 lk‘因に(・ii名』投快汗代J:`lt シ｛況潟；（ 山代 溝 tl•9t . tむ q iti l ・I 

111 ・ I・ 13 "7屯 ’"r•('出Rtは幼位l~lf.!fl小k取itcll り．会ヨi.r 1~2lm 遺f~ 渇打なし りlil!I

(n. I IIばN "iliい l'.J,'只印fl工学部他！好；改9い施a刃ll賃'.・（1”'̀." 屯会コlf lilrri Inn. In物なし 年代11 

07・5 7.8 r)7I) 1 (!!’9とIIi）新‘拉エ1l1こifうりM:f""こ’JI 立会コt llli,rl 古 ft 」f95閑 ，！n虫開 年灌II
07 ・ f, ・ 7 ¥)、4対）東咽飩祈’itr.," よ祀贋fr 年i1i l i 

Iii・(, 1:1 (）71 1.3 IL>;科）如；；棟妍，i.IIこf,＂..I:In配椋｝打：’JI11似＼迂!~) ，ヽf.会渭；c 7ni ”11＇ り物なし tt : i 1i l • I 

(l7 (i 1921.m "il)；に I!.1,\ ~II/I T.!,：部（也 lt/;,~!l柏a'と咬（日守 'It",13 t会，日1.c 16り2nf in1,．．n物なし fr. t11 1 1 

"7 • 6. 3) 1)71Hi ,,.:iFIII地区代憶‘各119’ilt19’'1在iIi :［会，ヨfr 1 7, 1 1 1 | iftlA ・,l!物なし 年；1111
(17 6. L{） 黒ぺ北地区た合研究li！祈l•11 よ担潟{c u•i; • f『 rr.;a11 

0,. (¥. :i;ヽ Il71[I.1 『!＂~!ti」 ]巧と部f:I!！妬ヤ改9ぃ捻，れな:r:~1ば •13 江会コt 31 4 11{ ,DI員・遺物なし I11RII 

(）7. 6. 26．さ 07(I7 り4[＇［＇,；牛配 L4；り濤ふ1如’j-;J;「JI と会潤K ぽ如IIf ro・,'；切拉」：・一次柑削 :1.m1: 
7 10.18.19 

l)i ・ fi ・ 28 (17(Kq 1,'，I1,11,'北） K9k七ンクー111りRIii水汗つまり作）＇「 ＇［会濶fr 1 5IIi ill!~ ・ illlりなし {, • { Ii 1 9 

(l7. （i. 29 (17(tl I にtF.Iじ） Ii<改敢 11~,: I・収設l―’11 {L全凸t・ 1 3 5 1 11 』IH.，n1りなし 年恨H

IJi ・ 7'.l (）7(I3 1 (’'！し191T.'令部他It令改ll捻設竪燐守'1i 沼 •6.H ,"f.f-:.員，t ：妬IIt ,l!lll・illl"lなし がHilI 

07 ・ 7 ・ I (17 1 (I I;（町）玖ff学部rれ4小III'・flと(9“:!2合取、!tエ')II足史1 ，1-会只rt II)ポ 遺1員・遺杓:• L ;f. Hil i 

IJ7 • 7 • 9.IIJ r l7(l3 . ., !！．"だriIIE}因即叫 ょ．ふ J．会』ャ ぷ75rIi 遺f,．it；勺I；L 年HI!I 

Il7. 7. 1 7 0711 91'、3印 1L幹 ，環坦m{a,111巾央訪I!!！名取I}i9LI項うi1(9( i会dir ぶiInf 渭1,．，fl19なし 年紐II
心（日） r．1t 

I I7, 7, 1 7 IIi(93,9 •I I:A虻Ih)T．学部f也校令改9囚狛設が情竹'ltr. ・l:｝ 立会,A:t 1, 5 7(i. 6 l " 渭1/II．，n1りなし り：； Il I •I 

07 ・ 7 ・ l(l (17(93 1, •2,：l,1閃III) l：学部1也1 と｛：改9りわば炉{a:f1I ．ゞ • 13 立会-~,-; :uX) （h8II( jfi情沿物なし 年ilUI 

14 



t)7. 7. ：り1-9. 3 1)7t)7 ，ドitIL・,. • ..,：却図i午』沿tk討・,tI')I 

07 ・ M ・ 7 0712 ti入がi)｛a l'・'19 
07. 8. 111 1)713 IJ紅砧1外給水竹’ii/水11坪 I'’II

(17. 8. 22 (1711 1’l1尖IIIll'I'‘f：部12り・館掲、閃',ll'lはJ..Il 

117 ・ K ・ 2:1 IJ71:, ,!.I.＼べIIf1 1?;:；；；；他！？合改l~!o:t•”｀ '!,'JI苓 • Iり

(）7. h. 5- 11712 1i)、9，り）阻・，"”粁行I;＇Il
l (I. 25 

(）7" ，，"［ IIl地l4.JItllU~， /I'，人 l lやltl

全吐コ；c

、』l会，刈f

、1会，且ir.
屯会閂丘

.̀,.会,"'!!？£ 

全足AK

屯会瀾tt

I I,'り1)、)辿跡と，J:，jイtの概要

1 5“In（遭文 ．difし翌'，9:HI、•；兄·水lllill t, ． ビ、 I· .¥:H!店11

21111 

I fl1 

15 7111 

21"＂t 

穐 UPiit (i芯・邊文 1鉛・ 1[』
t; • i[I‘L(t} • i9. :； 
松叫111

,111111・9!I物なし

,tltA ・,II杓なし

;111鼻・ 1l'I物なし

4< tii ;,； v 
fl: Ili l i 

年紐14

;i-HI・: 

おり公Im 遺文 ・ 占Jn 遺 tiぶ• L[5 若 •m.＇どぶ・｛I {;母i'i¥.

• 山tt ・ 近岱 ・ 1.＂tll1ぷ ・ 紺X怜帝 • M•r . 
Iit'i.. ！し

公il.8991 ;III,．Jn1りなし '「•l!l llo, • n • :1 
07・り ・II
1 (1. 3 

0717 \1'1．和 1い汁 • 3R境”伯し111919リ溢'l浪取り墳Ll:Jt'うlrtlo}. !1.会3j.t
0.iIa) 1:’It 

l!Iヽ199t 』tt!H.Jn物なし 年椒14

07 ・!I・ :).S-:!7 
Ill.~ 

(I7{［i ; !'"~1li1 [学茄他I~合改It血nt！が91だ 6.16 船出員ft 万55ni ,I; ft (J I、,;I・・ピット・上t9:；• ift.9しi；； 年紐14

o; ・9・"!7 U718 1 J<ir上J,・if}茄9AfI1酎宍改9tl,＂ 
Ill・ I.~ 

07 ・ 10 ・、1.15 (）719 1);し•町 1 9kff牛部附は小91介Ittt令冷改修＿1.•Jr
l (;. 22.25 

｛沿 ．I・ Jll.31 
2. 13 

117・ lll・ lり

II~· Ill・ 2~-
11 ・ ~'h 

Oi ・ 12 ・ :1-
12 ・ l.ti.7 

()8 • I • 18 

四 J ’llrぅ＼，）Iti"3位外i:'水iiMi5l. lI 

071り 』；（町19iff学蔀~,1,1,1ヽ91りりittt：均改修I1t

(),21 I J;（町~IIヽ,1,,;n lt合'：,,tt侵註情改9E

兌柑渭fc 叫 132ni IIi ft i,．1；いが 年!RI¥

,'f．会渦ic :11沿，岱11¥ i.）、If,，占ilピII・，弥’1,1：訟 ぷl!l告I'

,t全潤忙

兌兌』，t

••L会コ fc

I t巾i:;

25nf r(tA. m物なし 年；11I 

、以1:in1 杵’K.1"\.' 竪穴 (1.h•； ・ ピ，ト ・ 溝． i． 91 j． ド伯苫1・
む． l：t•)'i': ． ia.'ど．笞 ・打"“U\ ，，:Hi告．`

1ぃ1(lI(15ni 弥生 ．，り代が'，・，:{I、,,,;・ビ，ト ・弥’tI：笞 ・l. 4; i!i;';• V 
・近世 ・近閂お ・;(t！じt；；． i5:t仕． 近代凶出岱
代

II7. 12. 5 (l722 1.1,·,~l I？盆おり館内郎改!}その他 1:•It :［会＂日丘 ！）7,rl i酎8.，日1りなし 年fIi l•I

『)i· I~· a.II 0氾3 !l\~I [;}荘8~節1勺船改9炉E'＇（紀~J:'Jl //．会，凸ic l 1 1191 ,I'!19.,l'I物なし 年恨1•1

Oi • 12 ・ i.10.12 0721 ;,．／じ19lt＼牛郡！£は研兒1,℃棟取りJf.し，l：1i と会4;i l.Inlr11 ,'i i¥ l i，'c・ピ ．・ト・上的芯 frIUI I 

07 ・ 12 ・ 7 I)氾う 9,K町れf＇芦3；；"＂‘小 ．II’‘ft2i2合す改9知霞'4¥:t頃1•. ’91 り．会p1;£ ！籾II Int9.，n内なし ；F柑I•I

07 ・ I~ ・ 10.17.18 Oi!l.1 h I t、,"と1tr t·r芯他t2,'ばUい糾"”q •,t9F?：ふ．I~ .、［会3;c l lm.75[I1 古代？ピ，卜 年恨14
（爪 ・I・W.17 

07 ・ 11 ・ 1,1-
1 2. 27 

(）721 (J;（町[{Jし（小rl9)Iなぐ;・.,； 1̀！如i11:1改tB

ii7. 12. 19 0726 t‘,；?,i).~迂研究！i！」四Mit,,1;

ll;, ・I・ Iii.Ii 0703り '’'，ベ999J I．学面也IU‘ 改1況ib"”6.5•It で．3l

ぷ・ I・ ~~ 072, ''l¥lj/,.[牛記Sり前州と改9引じd',・；t!qェm
（比・ I・ :!"2 f)iお 1’JIt) 1；ヽ、I:紅8サ館1勺部改9:Ìt屯店償r..It

(l8. 1・凶 Il703 8.2 1!，I.I忙,111 「．学祁他佼，←d'(Illも，l＂”51t店．6.IH

118 ・ I・広 07(）3191 ( !I,•梵IIIl l・や部他化令改9いも、，＂＂日 '19t・l(）

OS・ I · 凶；~, mo.1,.J 1!l\~1lll 」：学部他t2ituりもi”' ｛li1 1t℃ふ，JH

（し ・2.1.) 07田 h i ' !i.,•ベ III I [＇戸紅他！ ti:ct｛い出立吹｛；；＇It?、.(i.lR

IIS ・ ~ ・ 11 07さI I!9’thHI :）（イラーゞ iil:L Ii 

(I~ · ~·'.!.'i l)i311 Iバ＼心叩 9i打学郎Hi！ヽ？｝V）utヤIt;HKi11Kll!!U)．I.’99

9迅 •2 ・ 2i lli3I '11¥,.twr) IIll,'1骰姓lり＇センクー改,~

I¥8. 2 • 四 1)732 14<i1・）特別窃n：を軍棟1W’}l 1I 

08. ：I. I l,2(i rr3l (1 .. ；1月IIll中央＂なikば取りl'1L1:•11 

118・：I・ Ii fJi31 !.I！な北，排水路r.111郁’I'~ ス ;2『I l?ll 

118 ・ :1 ・ 21 07ぷ 1 .. ；ヽrtti引枕‘i'i}ボイラーIii地ド）r9油タンク滋よLII 

'"'・ :i ・ 21 fJi祁 I Ki［北う学郎i/f坊III*1111R)；1: It 

0.ヽ •3 ・'.!., 07:!7 ':1.1ぺ1111ポイラー遭如れ）； 1．'II 
I~ヽ • 3. •E I17ぶ ( 4:11•III) 1父学茄I¥Wt..'j:11,，L.‘糾91r<"t[1t 

(U. 3. 31 07;{l (！II，梵北）／1)／，l(注．r．trl「(,:tt:•JI 

2008年度

（K. 1. 2 （即1 91入1,]l)1)巾央．tヽ じ棟と,,.:hLじ）1（追抑9

(U. 5. i お 12 リ／UI’’l:It散kiしlliT.,"

Oil・ 5 ・ :!II IISIX! kt'/.；；?;9t191行珂i；ガ芍i・改nJJI 

IIX ・ :¥ ・ 2ij IJ..Sl>I Iドii.It1ltは）り取1えし）→，＂

(lS・(i・ :1 I入叩B 1:l',9と1ii/:Ii イラー衣,111111 ♦:, -1壻•iU水修珂

侶 ・(i.6,19.2.i26 ⑱ 16 I:．しI~> ,,r地区似利施政~f\l配i打： I．．1I 
7 ・,J.10.18，潤

K ・ 25 
12 ・ IB 

岱・ (; • 3I蕊 IJS(J(j 19',：i l"地「｛饂利品はin紀i?f}I:,"
~i ・ I 
7.な8~：HI
12 ・ 1.18.19 

(J.~ ・Ii・ !J.1(1 IISll7 (,j:./1 l 11切苅仇

OS・ Ii・ IH O.<;tJi; り・,'べ北） ｛fIヽ糸Iたh.1&）＂心 6日！似約水；111,I水朽J11'

(¥S・fi・:l:"j lkゞl9 i’’.！忙1111 !lll•J~'.!, 。2樹 t,fJ I~ [')I (iO /JJI 
7・ t;l) 
, ・ 15 
7. 1 9; 

(l8 ・ 7 ・ 10 郎111 'i：留 Lill地佑＊行袖9?「II

'.ti品a;C I I2.65n（弥t ,t＇;（\.’竪 ',t(J.I,9；・ ピ 9 ト ・ 近代 1：抗 • 外 木仰：ャ
・近jlt・近 1il. t;；．t．師盛 ・須恵．船 ・近IIt,

(¥. 近(~I'll迅器

•l会:llli lnJ 直IA．汎物なし

9．会潟，・C り15ni ,ntn. n内そ•• し．

.,l会出；r l2n1 ,IIh,,ll物なし

;l会苫ic 2II1 は1月，，n物なし

,.l会Ai"t 8!）ni il'l情 ，｝り物なし

，'J.会，．＂£ 2(）III1 im,．，l1物なし

：会謂，•i 郎 7ni li il i.ttt; 

：L会渇，・C 訊 112II1 ,’i 代 1.r.~2.,; 

屯会只；t :Kヽ枷i ,nI,．n物なし
屯会、3」●t Im 渭憎• In1りなし

と会潟；i ll.23ni 遺1,．in物なし

詔tmt l2IIi l m:； 
:l会濁J.i. MI11 代1,．In内なし

姐1Afc ；i証 1i

•L会ュ；r IIlm .RI,．．II19なし

，'会只；i 7：切III 遺川・渭物なし

匹湛）．t 2(Nn{ ,ll ！~. ,II物なし

，•［会ふ！：t 1 8II1 ,1't1,．，l'I1りなし
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3． これまでのJ'ljftと4ふり収録の遺跡
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3.これまでの湖介と本・91t収録の俎跡

JO・ I ・ 12 ()9祁 （医1沿 IIにIfとl¥'./11叩l射，ll)引忙けi ：［会.;!Jf. 12,rl 雌売 年報16
l(） • 1 ・ 1 3.2•四 11937 湛＼嬰11111111'11’；飢I:学部分和也改tEt引Rit情上'9i v．会~jt 閲111 迅情遺物なし 年殺16
10 ・ I・ II 0938 UI.！閉II）ヱコ Uジーシス・rム9)：験空接地エlt ，r．会渭rc l(）n1 I亀 t 溝・ c,L含M 仁恨；’，1ヨ
2 ・ Iiヽ IH mu鵡丘 縄ttt:．弥生．t.苓
10 ・ I 15 (1.13¥1 9!！＼だ北1軟介’f船ギ釘n間改IJ西”外情工'1i 9.“ 12nl 遺！II 遺内なL 年紐16
10・ I・ 2'i 叩i(） （＇！！をiH ’K物’I,．し内境n・詈佑所．べf粁営工1t 921士員~，.t lIrl 遺！A・ 遺物なし 、1t116 
10. 1．さ） ([9 1 1 り.11,..!」し 体介俯I↑’外所[2改修―r•It 9.：叶胃k I 111 遺t,．遭物なし 年nl6
10 ・I・公｝ 11Jl2 (！l1尼北lik(；館がりt配木,t改仕 •Lf公冴ft Inf 遠溝遺物なし 年報16
IO · ~ · l 0913 (!!,¥忙1il)IIIl,4，り俯l.''t-8i；分衣外情t’l[ 9,I,:し日、’¢ 7 11i V字朋遺情 1沿'・') り・紐16
10 2 8 <m-1 (,'I.I梵北）教ff'れ郎4<!Il町Ill改修屯1l!1外情工’lt •. “"“¢ Int A1情 ・遺物なし り・恨16
10. 2 : 叩1.1 t!I＼嬰lt1敦ff’i:tu：煎 ・"t怯＇名郎本館改 i51̀＇tittar,II ,t会具f ;I n I ;!l惰 ・遺物なし 年tft16

(ll期）

1(1. ~. 8 "J16 1'.l.＼ゼ北19iff‘r-郎 •”\l t払・・,：郎本館改lfRIai?ta1 1i :［全渭；c 7:!.nf .JI情・遺わな し 年恨16
Ill期1追加

!O ・ 2 ・ 12 l)!fli 大`江1,:rt-tL』ぶ！柏ii外trl]＂ ；ば？瓢；¢ 2出 jll渭．；IJl'Jなし り・lill6

10 ・ ~ ・ 15 ()!);R 9’？北I孜介rf部9i（敦＊氏，・t駐li;l射む；・汀は他1,）II ・［会渭、•C lani 遭情・遺物な1, 年1~16

10 ・ 2 ・ 15 (J9.19 閲で北19iff•'i'-邸I“‘i"9外情．I： ’It ，．1．会凛正 0.5n1 直！8.遺物なし 年穀16
10 ・ 2 ・ 15 11.ふ0 (！，I＼だ．It)教ff‘H節IIi9k収耐霞改Ill`検改!"1.・11 ＇［会 』1・r 1,rl ,l'IIK ・遺物なし 年紐16
Ill・ 2 ・ lo (I!)51 (1＼忙北19kffケ郎l(19k{｛．耐霞改ft叱公設(91:1f 、7．会母ft (）5『rl 渭1衿 j11物なし 年i!i 1 (； 
I() 2 ・ 22 O!)32 (.',1.＼嬰ilfl1t物’l..t.!.l~Jfl.il'/1~1折屯新営/:'I I出設{9 L'II 、t会1月,・c 1 5n9 Jl'II肯遺物なI, 年恨16
1 1)．2．公； 伐ら3 l .'.l＼を19I)，J・物‘1．心叩9n""i形；t祈佗霞'、\設t日 1: 9•JI ＇，1.会;.,ic I 111 逍情 ・遣物なし 年紐16

10 ・ 3 ・ I 1)95-1 9.'Iし尼Ill)！日没9i日(9tt、Jがか）I．．1t ,•L会潤 ft 山nf 直I鼻心物なし r恨16

!ll ・ 3 ・ I 1)9芍 （，m．を191)mJRでiaIL輪場外tr且情rni ,’“t胃た 2n9 遭I~ ． 遺わなし 年桟16
10 ・ 3 ・ 2 I~）茄 1ギ壮,p ボ(-，-1<.'t霞拉｛ふ改 ftその他エ1•Jt ”会碍fC 2ll1 渭情遺；，，なし 年代16
10 • 3 ・ 3 In57 ）、江北 叉＇f̀t；；11'.Vf>O’が射恨I[（よT.1t ,•1. 会 ,.II迂 3111 遺情•il!窃なL 年；ill6
l (／ 3 ・・1 1)958 9 !！’梵屯）教 /;'f.l,t~l14li 81J.!<.伐•,f:1と小＇紅9逆 IU"!J.'JI 9.“合渭tc 2Irt 渭t,．，I!物なL 年悧16

10 3 ・ I 0959 1:1"と北）9tfr,：：t1;49俯Blm配水if.j9鈷送,!,;,1.・11 ，.1．会渭,・r 211i ,IIf,．遺物なし り・tR I I; 

10 ・ 3 ・.5 1か”川 （本札北）じ召情1渇rはJりlrutr.＇It ”~会置；c 17111 91't1'隕LI全111,91氾1父史により（h[ 年祁16
(f・遺物なし

10 ・ :1 ・ 8 （刈31 (I!．＼忙II!)｛日ふ和1£:l lf(Jt I―’It ,'f.会，渇it 〇似Iti 渭情 •iI!1りなし 年Hilfj

10 ・ 3 ・ 8 “ki2 I、‘1しなilJl)く学Wl!'.,!I学研がけふ駿棟地圏てた1？け：駐・,く ：f．令A;t [1 7 IIi )!11/t．遺物なし 年ttIlii
改t引霞'、¥ut（賣I・・’Ii

I03•I(J (EK;:i (J;i町用紅I,．nttiinhum水汗改tm:’9l ，L会』丘 (163191 対． ’I9 ピゾト・浅＼ゞ r;。 年恨16
ii，ヽI屯"¥.完棺111仕都

10 ・ 3 ・ 11 ひぷI (/1,＼梵It,f日nn改{E屯う;.Il:｛冒I'll(,1111撒．J：} ;L会コ；r 12[11 遺1`・遺窃なし 年柑16

10 ・ 3 11 IB面 (.9n'~」ヒ ） t止‘t邸 I:139；蛉鴻憎l:エ'lt ＇9,・会1111fc 0,18111 jll1,．渭物な'- {； N16 

lf/・3 ・ 12 I碑 ¥/_1,¥'sl北）｛吊飽七ンターIllkぐ外，9＇i火け取井1.II ：L会渭1i: 0811i ＇情 ・屯物なし 9恨1(；

10 ・ 3 ・ 15 1¥,lf,7 1.'印とIIf)’It15[J1巧FIIÌFI［場IR"?tli ，．f.令，9aft 23,Jnf il'lt~ 遺物なし 年柑16

JO・ 3 16 I刃心 (！!！梵北） JMJ棟，＂w．9(9lり水泣｛日！It去他給水設Iii改怜I_1JI ,•I.会w?li't 3,76ni ,rII＇ 遺物なし 年恨IG
10 :1 l!l l~Jli9 (：,I，"と4[)＇17 卜 •rニスコー 1•給水Eli ，’／会，：月ft 021nl 渭情 ．in物なし "・. th 1 6 
10 ・ 3 ・ :!:l IB7(） i;fsn HIは1"r・代教rり←，1じl"i窓会弔魂碑*l'llill-2訊1.1i :I.会閃．1'r: 0.12nf ,i,構 ・遺物なし i[Hi16 

10 ・ 3 ・お (1J71 ＂！そ北 'ti!、、i:b叫i紙fol（設置['I' ，1:i,.lll』・t l.8m ,i'ltll・illl¥Jなし 年1'11fi

10 ・ 3 ・祁 (n72 （木荘,ti 保健';'11EI".~}.(紀if工'li ,’/，会閾，・r b7111 ,I'll~ ． 遺；勺なし り・Q116

10 ・ 3 ・ 26 ()973 （大江北'1切吋nt出煎兇外船水陀行エ1l ；f.会ヨた (l.'I-1ni 9:1l惰・遺物なし 年紐16

2010年度

10 ・,I ・ ti IIX)1 ↑9北中）ガスメーり付近ガス児ほ行，Hi曳渭；； 99会』ft 3.911! 遺I~ · il!lりなし 年限17

lO ・ 6 邸 lIHI2 澗斐北 むJ占’打t.l：ギ俯胄I丘 f`レース哀情他T.’Jt ＇，f．会具丘 広幻1 浅fll・ill物なし 年惧Ii
9 I 0 18nf 
¥(). (j. 3(1 IIHI3 (:!.1,..̀iH)生物9卜．．u．inJ釘打99H斤衣介板政『／ 1：," `•I.9心員 ti. 1)．1 8 l l, ,/JI/If・遣物なし ft t1! l 7 

10 8 ・ I 1(J()1 （：胆し」I:l;iC衛木シャワ -'if改,~c,μ 941．な渭ft 1 1.（I i n f ,nIA. ii物なし f臼!Iii

10 ・ 8 ・ 9 l l k)5 （京日r uJ(d Jヽヽ’} f ti'~IIt＊泌（~ 1.•Jr ;L会渭；¢ 17ni 遭情・遺物なし f1 • H I 7 
10 ・ 8 l(J IIXHi ぼ＼梵北9に法‘i靖か力,1m期改tぃりft,_[1l if.:33 :C 121168nf,1i fし ピ •9 ト・住1..:対 • lilt/, l に恨；＇［ ・'{J
Y ・ Jr,-111 兌氾贋ic J．幻芥・ lfti!'.む
11 ・ 3 ・ I 

10 8 ・ lll.9 3 100; 憎心北IrI.ff‘i・,[t ;:n・ 文法‘t郎・雑am柑1改fEn!“&9白1． ：／・全渇，・i l82n1 遺I~ . ,1!物なし 年!ffl7
n 

111 ~·II IIK~、 'I’梵北応If•J\!'1じ沿 '.1 改lEE•li ＇［会 閾，.i 13111 Jt!A・遺物なし 年祁17

IO・ 9 I IIKJ9 （m.，..'.北）＇iff’i;ti冴9簡 ・td冷：郎本館m期改l~,11~{泣fill ：［会』ic l 6n!,1, （し ピJ I 逍物なし 平恨17
!)．3 'fl ；；掘，•も‘f

JI)・ 9 15 1(II(1 (ktIIn 附属幼町qじ{§J)）り1fXi屈れ95埋 、'r会渇fe 2II9 ,IJ!~ 遺物なし ftt!i17 

10 9 ・ i1 IOJJ （ ：，J，＇，閏IJ ) 月99;•郎 I. ~り飢中）i!Iがt ｛／．会場；； 2.:Jnl 遺情 ・遺物なし ；i-恨17

10 ・ 10 ・ 1.5.7 11112 (．r!’ぺ北）9iff••ttm；飢 ． t法学部本館m期改9引tむnt亀 l . ；l会埠£ 67n7m 』情なし 年tl!l7
'JI f追加 t伯匹li

l(l l(9. 1.5.7 19113 ,／Il.,'北1飲介'r,ittゞnl周辺!JIがr['JI ,t会ヌ丘 ~2rrt '11i,．Ia杓なし ". Hl7 
10 ・ 11 ・ lCJ.11 !l)J.I り＇．な北 IUfr"t-糀ド俯肩t哀`＇・i設償万エ'fl :L会コ：c 91.6.1In .nt,．遭；りなL 年殺17
10. I(） •却 11115 り＼せ北＼ 9t介‘fts:；飢皿削改作外情工'JI ..,．会.Jli"r. 2.101.01』Il ,Ill鼻・遺物なし 年HI7
11 ・ 2 ・ I.Ill. 
1522.2:， 
3. 2.3 

IQ・ 10 ・ 7 l (） l ii (9.I忙．It)9iff学tIii¥ftIn:1位 L工'Jt ,•I. 会具』＇C りti・16n1 ,1J情遺物なL 年悧17
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II 黒髪南地区の調壺





Il ．り．邁昴i地l<.(/),~1f. 

1.（黒髪南）ライフライン再生 （給水設備等）工事に伴う発掘調査
(1310調査地点）

(1)調査の目的と経過

① 調査の目的とこれまでの調査成果

本調壺は熊本大学（黒嬰南）ライフライン再生（給水設備絆）工事に伴う発掘調査である。その」→●

事内容は、給排水 ・ガス笠の狸設、排水設備としてのU字側溝や没透井ji、検水槽の設附、換気「lや

ごみ附き場設骰、アスファルトやインターロッキング舗装など様々である 講l:在地点のある黒嬰地区

は、熊本市街地の北東に位附する立nlll_lと阿蘇に水源を持つ白川にはさまれ、この白川により迎ばれ

た土砂が扇状地形に堆積した砂裸陪を基盤としており 、河川の両岸に堆栢した「自然堤防」上に立地

する（図 l)。本調究地点は黙髪南地区の東側で、調究範Ilt1の多くは理学作IS校舎間の道路 ・l『I:l|i.JJ）1名11

分に相当する (I、各12)。

黒髪地区は黒嬰町辿跡群 （熊本市埋蔵文化財包蔵地図油8-88)に含まれ、縄文時代早期～晩期の

土器 ・ 石器出土地、弥生時代中期の甕棺硲や奈良 • 平安時代の集落址が(f：在している ー また、本敷地

は明治39年 Cl906)に第五高等学校の工学部が独立して新設された熊本翡啄工業学校の敷地を含んで

おり 、近年では本部周辺の改修」又liの事前調資である14291也調壺地点において明治期の赤辣瓦払礎が

発見されたほか、 1309調査地点において熊本監獄 ・刑務所の1人1人羞は地が確詔されるなど、近代の追跡

についても注IIを浴ぴてきている（山野編2016、山野 ・柴Ill福2018)。

従前の調杏では、本調壺地点の北側にあたる9810湖在地．1位 （現自然科学研究科 ・理学部総合／i)f究実

験棟）において 7世紀後半から～ 9 |lt紀にかけての20基以上の竪穴建物や柱穴、古代や近iltの溝が検

出された （小畑紺2009)。竪穴述物は少なくとも 3時期にわたって形成されていたことが判明してい

る。また、本調査地点の西側にあたる9412調究地点 （現」：学部研究棟）でも 、古代の竪穴建物が複数

基見つかる等している（小畑他編2003) 。 このように従前の調査によ って、調査区周辺には奈良 • 平

安時代の集落があったことが判明したほか、近世の溝などの逍構が存在することが明らかとなってい

る。また、本調在地点の東側にあたる9911調査地．1位では古代の辿描の検出liiである地山と認定されて

いた褐色砂／悦中から縄文時代後期の I'.．器が出土した（人・坪紺2014)。9412』il究地、点や9810調査地、19りで

も縄文時代後期前半～晩期初頭の 上器や、石鏃、石斧などが古代の包含l111あるいは辿梢I―|」から出土し

ている。この様相は黒髪地区の複数の調究地点で確認でき、明確な縄文IIが代辿物を含む文化／悦または

辿構が確認できないながらも 、褐色(i少附中より少祁：の辿物が散発的に出土するという傾向は調1t以前

に把握されていた ）しかし、 一定の深度まで掘 りドげると褐色砂l界の下からは、砂が硬質化したフ

ロック （砂質プロック ）や硬質砂lI，1が検出されるため、ヽ liセンターや熊本県 ドでもこれらを地山とみ

なしており 、この土！科から下位の発掘調杏が実施されることはほ（まなかった。

② 調査の経過

従前の調杏成果を鑑みて熊本rli教有委貝会よりJ.又li立．会での回答があった．a 当センターの大坪、ど、 Jこ

が発掘担当者となり 、2013年8月511より調壺を開始した。1310調査地、1りの調壺範囲は現状、理学部

棟周辺の逍路や駐車場あるいは緑地として利用されていたっ調査範囲は南北約270m、東西約180mと

広域であるため、調査区を I~VJ区の6つの地区に人きく分けて、必要に応じて枝番号を付すことと

した（図2・3)。調査l1Fl始直後の 1区の掘削で古代の辿構が検出されたことから、熊本市教有委員

会文化課に辿絡し、埋蔵文化財保陵法第92条を提出、 8月8「lに発掘調究に切り替えたc ij,¥l1t範訓が
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ì‘
し

戸
土
一
―
戸

l
 -
1
 

●
-
m
/
’
Iー
l!
-1
-J
¥i

ご
尽
＿
＿
ぶ
r-
J. ―
’
 

・
 •

 
・
 • 

• 
-．
響ー

グ
=

•

ー
て
-
コ
→一一

一
＼  ．． • 『
? ‘̀  

， ．  

心 i

'□ ロt i  

5 ― - 淮
＇ニ

ゞ

.•
 
'̀- 吾 竺
し
」

F
•-
-
-
-
-
-

8
 

--
へ—
--
--

---
---
--

--
--

--
マ

.̀、・

嘩
lliJ
f
充
棟

ー
「 」
゜

［
 
―
べ
~
)

二
）
（
，
―
-

I
V
区
—

-
-
.
,
 

II¥
92
 2
 
!)
 
t
 

／
 

／
 ・
心

／
 
0
.
 
FO
RI
CIJ 

ノ
←
イ

（
四
l即
設）

団
9
.

ぷ / ‘ヽ
＇ ー ' /建 / “m

し ・ ＞ ・ 丸, £ . /  

( . / ¥ ノ

-． （l l 忘 笑 I ) 7 4 7 7 f V - ― } 、 一 い （ 空 沃 苺 { i - i 与 ） -？ - i - ぃ f ' I ふ 冷 奎 釜 f t ( 1 3 1 0 , J ! , J f f . J 更 i )

，  ヽ嶋
- 9 , ＇’ ー

- g s  

一
• 一

V
区
ろ

／
 
ィ

VI
区
／
‘

／
 

／
 

/
.
4
 

争
-
グ

っ
—

．d.
 ＼
マ
9

C
9
 

• 
9
 

..
I=

• -． 

― - u ． 士 r

図
2
黒
愛
南
地
区
に
お
け
る
調
査
地
点
位
晋
図
(S
=
1
 /2
,0
0
0
)
 



ll .Il.I りさ1tiJ也 I-<.(/） ,,I~ i'i~ 

広く、辿梢．の密度が翡かったため、 ，u/1］在を迅速化するために8月19「1から株式会社九州文化財研究所

に委託し、発掘調査員を補充したC 2013年10月16|1からは大坪に代わり山野ケンI場次郎が発柑濯l1t担

当者となり 、新たに株式会社布明測試開発社に委託し、発掘調壺員を補允した上で調森を縦続した＾

本調究地、1.'.~ では、重機による一次り』削で近代の撹乱J!i!..:L を除去し、占代の追物包含1科から池l介を実

施した。まれに近世 ・近代の重要と息われる辿構や辿物を検出した際は、これらの調査もfiij易的にお

こなった。本発掘調資では施 I．．工程、車両や人の動線の確保、廃土iiIt場の部合し、広い範囲を一度に

調壺することはできなかった，その」こ、熊本高等l：業学校時代からの配管や基礎などが 1一．中に多く埋

もれており 、とくに支障配竹の対処には苦悩した 」：事の進捗状況によっては発掘調壺をfか止せざる

を得ないボ態も牛じ、発掘調ft、 I:ijiともに大変な手1111と時間を要した。さらに施工予定深殿によっ

ては、す）：1:i'iりが現代狸土内におさまる調査区もあれば、 奈良 • 平安時代あるいは縄文時代の文化！悦まで

調査が必要な調往区もあった。 上記の理由により 、調外の早い段階で喝初）芍定していたエ期内に発掘

調壺を終えることが困難であることが想定された。そこで大学の施設部と連携をとり 、発掘調究およ

び工事の工程を定期的に組み直し、‘常時、発掘調ftL1の補充をおこなうことで、複数の調1t1メを同時

に調査しながら、センター発掘担当者が全体を統括した

発掘調森では従前の調杏結呆から、古代と近IItの郡］壺が主体になると杓えられていた。実際、浅い

楊所では地表下20~30cm程で古代の辿物包含lr1が検出でき、竪穴建物やビッ トなど辿構の密度も高

かった しかし、Il[l区において近111：および古代の溝の調壺中、縄文時代の七器が出土したことで状

況が一変した 従来は地山と杓えられていた褐色{i少）1'1中に縄文土器が含まれることが明確となった。

この褐色砂/1'1を掘り下げたところ、出水式や御手洗J＼式など縄文時代後期前業を主体とする K器が大

茄に出」；した。従前の調介では明確に把握できていなかった純文時代後期の辿物包含I料を褐色(i少lfo1中

に認識できたのである。この調壺成呆を契機に、以後褐色砂陪まで施 l-．深度がおよぶ講喩区について

は、本1F1 を人力で掘削 し、辿物の収り上げを尖施した ｝ こうした事•I‘lりから、縄文時代の辿物包含lr1 を

認識した2014年2月18日以前に調ftした施工深疫の深い調壺区 (I1~711..、Ill ~ 4区、 ill5区、

N 2 ~8 I.{、VlO区など）については、古代の辿構の調介は実施できたが、縄文時代の辿物包含附を

一部破壊してしま った可能性があることを明記しておく ，

また、 20l4年4月にはV11区において新たに重災な成呆が上がった。褐色砂I科のさらに下位、地表

下2.lm程 （標，＇,9：j約17.00m)より縄文時代の人骨が発見されたのである ）JI!えて、同レペルで辿物包

含府も確認できた。褐色砂）けの下位には砂が硬質化した砂質プロックが一面に広がっており、従前の

熊本市内の調ftではこの下位から文化附が確認された事例はほぼなかった，縄文人骨はこの硬質砂附

で覆われ、 1：坑硲や配石硲に狸葬されていた。発掘油lャftや工事の進捗に迎れがあったものの、貝塚や

洞穴辿跡ではなく 、人骨が残りづらい平野部での縄文11.，J：代人骨の発兄ということもあり、本辿跡は学

術的に価値が祐jく、入念な調究が必炭であると考えたし， そのため201'1年4月28FI、調壺担当行は本学

施設部工事担当者との話し合い後、熊本大学学長、施設ユニット長、広報ユニット長との1(1i談を実施

した。この際、辿跡の重要性について本学学艮の理解を得て、特別に学長裁加：経骰を取得し、本辿跡

の調究 ・研究体制を整えた。工事の進捗に彩椰のないよう 、熊本大学文学部歴史学科考古学研究室の

院生 ・ 学部生を臨時でi狐） 11 し 、 ~I,'，）在 に参加 してもら っ た 。 また、 土井ヶ浜辿跡 ・ 人類学ミュージアム

の松下孝幸氏と NPO法人 ・人類学研究機構の松 1ヽ・真実氏に依頼し、縄文人骨について取り 上げと調

査を実施した。5月27日にはテレピ放送局、新聞社に対してプレスリリースをおこない、 5J J 29日に

熊本大学本部で記者会見を1}｝lいた 5月31日には現地説明会を実施し、300名を超える見学者が大学

内外から訪iした。
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I . （黒~南）ラ（フラ（ン 11f'I, （給水設Mii ＼り） r．1iに伴う発批J』ff(1310心'J1t地点）

調査はその後も網続し、 2015年 3 月 20日で終了したっ 本発掘調究では縄文時代、奈良•平安時代、

近世、近代の辿構 ・追物が確認されている。予坑や時間の都合から本報告・ではこのうち縄文時代に関

わる調究成呆のみを掲載している。奈良 ・平安時代以降の調査成呆については次年1文以降の報告曹に

掲載する予定である。以下、縄文IIが代に関連する』1¥j1t経過の概要を記す。

2013年8月5日 大坪が発掘担当者となり調査開始。I区の直機による表土掘削の立会開始。

2013年8月81:l 埋蔵文化財保護法第92条を熊本県、熊本市へ提出。発掘調査に切り枠わる。

2013年8月1911 石橋和久氏 ・ 中村幸史j那氏 （株式会社九ヽ）•I•I文化財研究所）が調究に参加開始。

2013年9月61」 西谷彩氏（株式会社九•J•11文化財liJf究所）が調査に参加開始。

2013年9月1111 rr区の調査開始c
2013年10月1611 k坪に代わり山野が発掘担当者となる。

2013年10月23U 宮崎敬氏（株式会社布明測屈開発社）が調究に参加1}fl始。

2013年11月7II V区の調査開始。

2013年11月19「| IV区の調査開始

2013年12月2「l illij•J:栄治（当センター発掘調介il ) が調査に参加開始。 発掘作架貝を増加。

2013年12月16「I V5区においてヒューム管埋土中より「焼夷弾」が出土。

2013年12月1711 V 5区の焼夷弾の処刑のため熊本県北野察署に辿絡、対応。

2013年12月28日～2014年1月5[I 冬期休業。

2014年 1月6「l 調杏再開。皿区の調査開始。

2014年2月19El 1lI l区の古代の溝の掘削中に、掘方壁而より縄文土器片を数点検出

2014年 2月24「I Ill 4区の褐色砂／I汁中より縄文土器1,1,1.::I-.。

2014年2月25H 大学入試前期試験のため調査（如l・.o

2014年3月3111 宮緑育夫先生 （熊本大学教育学部）米訪。褐色砂lf91の由来について地質学的恋見

を頂く 。

2014年4月lII 水ノ江和同氏（文化庁文化財部記念物課）来訪。辿跡出土縄文土器と辿跡の評価

について指祁を1.fi<，， 

島iii浪［生氏（株式会社有明測址開発社）が調査に参加I}tl始。

2014年4月7l'I V 11区より灰色硬質砂層の直下から縄文土器出1 •• O

2014年4月9「I Vl]区より配石 （後のST02)を検出。

201LI年4月11「I Vl]区よりllfll乳類の四肢骨 （後の STOl)を検出。後に人骨と判明。

2014年4月15日 人骨全体の調究のためVll区人竹検出付近に拡張区を設ける。木下尚子七ンター

長 （熊本大学文学部）来訪。宮緑脊夫先生（熊本大学教育学部）来，i）j。西谷氏・

石橋氏 （株式会社九州文化財研究所）来訪。

2014年4月16日 小J:III弘己先生 （熊本大学文学部）、杉井健先生（熊本大学文学部）、熊本大学文学

部の学生十故名が現場見学。

2014年4月1811 山本耕三先生（熊本大学教育学部）と熊本大学学生約40名が現楊見学

28 

2014年4月24r I 松下孝幸氏 （土・)1；ヶ浜辿跡 ・人類学ミュージアム）、松下哀実氏 (NP0法人 ・

人類学研究機構）が人骨調壺と指禅のため来訪。V11区の人骨検1,1,I|}f.J始。 熊本大

学文学部考古学研究至学生6名が米訪。

20]4年4月2511 V 11区の STOl人骨の収り上げ 杉井健先生（熊本大学文学部）と熊本大学法学
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1. （黒嬰iti ） ライ 7 ライン jl~'J:: （袷水設！柑~) t:']iに伴う発掘，閲介 (1310謁1t地．’・'i.）
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部・文学部 ・ 教育学部の‘学生が現場見学。 宮縁脊火先~: （熊本大学文学部）と 熊

本大学教育学部学生5名が来訪、現地見学。

2014年4月2811 縄文人骨の調査、研究、広報について谷口功熊本大学学長との面談。

2014年4月3011 Iii;]本虹也氏 （熊本県教脊）『文化課）米訪、熊本市内の土陪に1及lする知見を頂く

2014年5月211 熊本大学学長との而談，ノ 学長裁搬経技の獲得。

2014年5月811 山田文彦先生•島井真之先生（熊本大学減災型社会システム実践研究教行セン

ター ） が調査現場に米~}j

2014年5J l 12.11 熊本大学文学部歴史学科学生5名が調査に参）Jllc

2014年5月1311松11:IWi．買先生 ・鳥井真之先生（熊本大学滅災盟社会システム実践研究教脊セン

ター）が調壺現瑞に4碍）j，, |：嬢の分析について話し合いを実施。

2014年5月14日 本学学長との而談3 調在 ・分析成果について説明。

2014年5月24「l 水ノ江和同氏 （文化庁文化財部記念物課）来訪。縄文土器の指尊と現地視察。

2014年5月2711 村崎孝宏氏 • 宮崎敬士氏（熊本県教育庁文化課）、西（主欣一郎氏 ・ 網田fiti生氏

（熊本市文化振興課）、熊本大学施設部担当者で人骨の保存と設計変更に関する話

し合いを実施。縄文土器と人骨発見に関するプレスリリースを提出。

2014年5月2811 松下孝幸氏 （土井ヶ浜辿跡 ・人類学ミュージアム）との松下真実氏 (NP0法

人 ・人類学研究機構）が米訪、人骨調査と指禅。

2014年5月29|」 記者会見開佃。ST02人骨検出

2014年5月30II 凸版印刷株式会社による配石磁と人骨の三次元計測を実施。

2014年5月3111 現地説明会をl}fjiiil。ll7元祖．之先生 （熊本大学文学部名存教授）が米訪。ST02人

骨取り上げ。

2014年6月4|＝［ 三好栄太郎氏 （熊本市文化振躾課）が来訪、現地兄学。土陀に関する知見をll'iく。

2014年6月511 山崎純男氏（高）批大学校考占政'i培研究所）、杉村形ー氏（肥後考古学会）、松本I導

幸氏（天草氏教育委員会）、長谷義隆氏（元熊本大学理学部教授） が来訪、縄文

:I灌甘実見と現地見学↑山崎純男氏より辿跡の堆梢過程と縄文土器に関する知見を

頂く 。

2014年6月2311 前17の大雨により調介1£一部冠水。復旧作業。

2014年6月6「I I 37区の縄文時代辿物包含／科掘削開始。

2014年6月30日 横田光智（株式会社有明測枇I}F-l発社）が調壺に参加IJf.l始。

2014年7月1611 Vll区の調査終了。ST02配石姜盗およびST03の投生。

2014年8月1211 IV14区の縄文時代辿物包含／i4 区掘削開始。 1V I 41~の褐色砂附から縄文時代辿物が

検出された。

2014年8月29H IV14区の黒褐色砂陪から縄文時代逍物が検出された，

2014年10)l 15日 lV 14区の黒褐色砂附より F位、地表下約3mのオ リープ黙色粘質砂陪から縄文時

代の辿物が検出c

2014年10月2711 lV 14区の調査終了。

2013年12月26|-I~2014年1月4日 冬期（木業。

2014年1月7II 調壺再開。以後、別調森地点と並行して本調壺地、,,',(の調壺を継続。

2015年3月2011 全調査終了。
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③ 調査の組織

調 究 員 ：山野ケン陽次郎・大坪志、l:.．ii|i辻栄治・柴m光（熊本大学雌蔵文化財泄l'.i"tセンター）
：石柏和久 ・ 中村幸史郎・西谷彰 （株式会社九ヽ）•|‘| 文化財研究所）

：宮崎拓、島捕他生、横Ill光智、米村大、種補加代子 （株式会社有明測ht|｝fl発社）

事務担当 ：大崎喜美 f-(2013 ・ 2014年度発掘調和1.. 1J・：) • iX（田春美 (2017-2019年1文整理作業時）

発掘作業員 ：石介武夫、石村義則、今I:.「明美、判l)j窪江、岡本敬裕、）け圃徹、／1|元恵—J’. 、栗崎強、栄

l’'奇信行、後藤まや、椎第1→．美、柴IIl迫子、白石美枝J’·、白石美智子、園 111輝夫、邸瀬 1 l•:

志、西村和幸、野「ll昇、早「廿咲百合、番ll叫子、藤本i犯三、堀川民夫、堀部和恋、松）l:

昭子、松ド義卒、松永一代、松本秤治、二島多恵f、水本美恵子、、宮川義則、村」．．親敏、

森梢、森川征子、森川股、森本紀代子、森本清子、吉水孝夫、米光司[!)l

：入江l-ll真、岡田有矢、礼訳民、津1:LI裕美、秦翔平、 -i;,;111；祈大和、射韻友紀也（以上7名は

熊本大学文学部歴史学科考占学研究単）

整理作業且 ： 稲本奈津紀 • 井上裕美 ・ 江口路 ・ 鬼塚美枝 ・ 小山正子 ・ 後藤恵 ・ 首藤俊子 ・ 末吉美紀 ・

固田智子 ・増井弘子

(2)調査区の基本庖序

4嘔隣地点では、南北270m、東両180111の広い範間に幅の狭い講l杏区が密集しており 、舗装も含め

た拙削の総而租は約5251.711-/である このうち縄文時代の追物包含I¥',1を掘i'iIjした調介ミ区は I37 ・ 38区、

皿l~ 4区、IV14区、 IV30-2区、 V11 ・ 13区で、総1(11梢は約198面である。現在、池l1t地周辺には理

学部に関辿する建物が立っており、 ,il,¥J1tl£はこの建物間の道路や駐屯場、緑地として利illされていた

ため、過去に大型構造物が建設されておらず、追構の残りは良好であったc ただし、部分的には既設

管や共同溝により破壊を受けている；I犬況が見られた。また、白／ll"{ii平により近いV区の多くは近代の

瓦やガラスを含む現代盛土がlm以上彫く堆積している状況が確認されている。縄文II寺代の辿物包含

1名の調査成果に加え、より陸側にあたる II32区と、白川右岸に近いV31区の土府等とも比較を実施し

たところ、図4の辿り基本陪序を把握することができた。土陪の111米や比較については、現地におけ

る土/1•1の比較だけでなく、辿物の内容や、追跡現地や現代の白川洪水砂をサンプリングし 、 その土填

をデジタルマイクロスコープで観察した結呆も反映させている (4< •1杯 pp.90~99) 。 発掘調壺では各

調査区で取り上げ附名を付していたが、整理作業I|lにこれを梢査し、以ドの 1~13J,;<,の基本土IMを設

定した (|翌14) 報告内：中の土陪断而尖測図では上位から下位に向けて迎し番号を付したが、その他

の文序、図面、表、写真図版の1悦名は基本土陪に対応している J

調壺指禅 ・協力者 ：1，'i；1本真也（熊本県教育庁文化課、 2019年3月現（i：歴史公園鞠竹城 ・温故創IK

館）、小J:Ill弘己 （熊本大呼：文学部）、りりじ爵之 （熊本大洋名抒教授）、芝康次郎 （奈良文

化財研究所）、遠入楓太 （熊本大学教脊学部）、鳥井兵之 （熊本大学滅災型社会システム

実践研究教育センター）、松下孝幸 (|J|・・ケ浜辿跡 ・人類学ミュージアム）、松下真実

(NP 0法人 ・人類学研究機構）、松IllI専ぶt（熊本人学理学部）、水ノ江和同（文化）「文
化財部記念物課、 2019年3月現在 ：lfiJ地・:tl：大学文学剖り、宮縁育夫 （熊本大学教育学部、

2019年3月現在：熊本人学大学院先端科学研究部）、三好栄太郎 （熊本市教育委且会）、

山崎純男 （高罷大学校考古環秘研究所） （敬称略、五 l・i'予）IIIT)
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], （．[l逍ti村）ライフライン再生 （給水，没iiim r:’ltに伴う発掘，9lift(13]0，闘介地．点）

1 Wi 表土、現代盛土、砕石、アスファルト。

2/~ （灰白色砂l罰）

昭和28年6月2811の白川大水約によ って堆梢 した(i少1科。砂質細かく、しまり弱く、粘り気はないr

細かい平行梨理が認められる。辿物はほとんど含まないが、まれにガラスや陶磁器が出土する。調

究地点の南側、白川により近い範l}tIでのみ検出される。本発掘調在では重機によ って掘削した

3 荊（暗掲色土1~1 )

近世 ・近代の辿物包含阿。しまりやや強く、粘り気は少ない。II{f褐色土を主体とし、炭化物小片や

土器由来の褐色粒子、 l ~ 5cm程の小媒が含まれる。近代の辿物は少斌で、近Ill:の辿物が多く出土

する傾向がある。調在地点のほぼ全域に堆梢しているが、近代に削平されている箇所もあり、本I悦

が堆栢しない調杏区も認められる 本発掘調介では、しまりが強いより上位の上を凪機掘削し、し

まりの弱い下位の土については一部を人力で掘j'jl]し、辿物を取り上げた。

4 IM（黒褐色こtl(＇1)

古代の追物包含｝翫しまりは 31~1 に比べて弱く、判i り気はややある 。 黒褐色土を」こ（本とし 、 炭化物

小片や土器lll来の褐色粒子、 I -5cm程の小礫を少批含むC I淵在地．点のほぽ全域に堆栢するが、よ

り南側では近代に削平されて堆梢が薄いか、堆梢しない調査区もある。本発掘調杏では本肪の下位

からは全て人）Jf/:i!i'ilJによって辿物の収り上げをおこなった。本／｛，1上而で近世あるいは近代の溝、敷

石、煉瓦基礎などの辿構を検出している。

51(1（褐色砂肘）

縄文時代後期の辿物を含む，調壺によ って縄文時代後期前葉以降に堆和した、いわゆる白川の「自

然堤防」の上1,1~1 に相当することが分かった。 褐色砂を主体とし 、 •J11と上位には黒褐色上が植物根由来

の1'［入を見せる。 しまりはよく 、粘り気はほぼない。混ざり気は少なく 、小礫や炭化物小片などは

ほぽ認められない 本陪上而では古代の追構を検出することができる。従前の調究では本層」寸面で

縄文時代後期の 1沿器が見つかることがあったが、基本的には地山として捉えられており、本発掘調

究でも皿 l区において縄文時代の辿物が本／密に含まれることが判明するまでは掘j'jl」しておらず、調

究を実施できていない。褐色砂II',1は下位に向かって漸移的に色調が変化しており、やや赤みが強い

上陪 (5a/悦：赤褐色砂陪）と、やや緑がかるかオリープ色に近い色調の下1悦 (5b陪 ：緑褐色砂

IM)に分陪できるっm2区やvu区では、両層の対211に砂質プロックが部分的に入り込むか、ある

いは水平かつ而的に堆租することがあった。ただし、次の 6)悟のJit梢状況と比ぺると班く、 11入も

多い。またこれら砂質プロックに6/fりのように1リl瞭な平行築理はほぼ認められなかった。褐色砂）門

は澗査地点のI辛ii!！I]（I区東側、In~V区）には1以＜堆積しているが、Il区の北側には堆和しない状

況が確認された 本発掘調査ではrn1区での発掘調査以後、施工深1文が深い調壺区について調壺対
象としている。縄文時代後期土器を主体とし、石器や土製品が出土している。

6 }¥'1（灰色硬質砂11,り）
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無辿物層である。調究によ って縄文時代後期前業に堆梢した白川の自然堤防の一部にあたると分

かった。灰色砂を主体とし、断面には平行菜理が見られ、灰黒砂粒子と黄褐色砂粒fとで細かい淮

位の互陪を形成することが多い。 しまりは非常に弛く、粘りはない 砂が硬質化 し一つの附を形成

しており 、J駁い楊所では70~80cm程の堆梢が認められるが、部分的に植物根あるいは水性由来と息

われる買入が詔められる。m2 |i南側よ り白川側にのみ堆梢しており 、V11 ・ 13 ・ 31区では明確に
附として確認できたが、最も深い調杏区であるTVl4区では蔀＜ 堆栢するのみであった。河岸段．丘の

凹部に白川の水が冠水し、 一度に砂が堆桔 したと老えられる（本料 ：pp.92-95) 本Jr-1直下で縄文
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①: l{i：、現代盛上。

R:II(｛和28年白川大水？FILL来の堆積妍。（灰白色砂M)

＠：近Ill:・近代の追物包含h'1 (II附褐色＿L:IM)

®：古代の辿物包含k·，1。 （黒褐色 I••K'i)

⑤：縄文時代後期以砕1/)辿物包含K1（褐色砂hi)

Qi.::'史，1，t砂1{1、無迫物ki （灰色硬tt砂h'ij) QII:縄文時代後期1i"Ed)遣物包含困。

（7 ：縄文時代後期前疲1/)迎物包含hIi (．Ili褐色砂K•1) （オリープ！．tし色枯if砂h•1)

⑧•硬竹砂削、 無辿物hi。 ( h 灰色硬ti砂削） ＼II.1：縄文時代後期1i11栄以前の堆積柑。

⑨: I'1川由来の砂礫K寸。（／火色砂礫州） （／火オリープ渇色砂h・1i)

E 

V 13区北壁

F 
IV 14区東西
ペルト北壁

～` 

G 

V31区東壁

LH=19.00 

LH=18.00 

LH=17.00 

LH=l6.00 

,, ;・1ou1-1-るH

I)_:!,:火IIIrII'k(/）堆積妍 （暗褐色粘'tt-I:K1)

⑬：火1l11!1来の堆積Wi。（褐色 l:M)

図4 1310調査地点基本土庖模式図 (8=1/50)
(，1 I～⑬は 1~ 13k’,1に対応、地区によ って1}IIRかを挟む1
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l.（黒堤Iti)ライフライン11i:11..（給水設備等）I： 1(・に伴う発掘，JMN(l310,J:.J企地．9．’.i)

時代後期前菓の土器が出土する 7k、1と、縄文時代の磁と人骨が検出された，
7I円 （黒褐色砂野）

縄文時代後期前業の逍物包含1罰である。 しまりはやや強く 、枯性は弱いが全くの砂質ではない。黒

褐色砂を主体とし、 1cm程の白粒、炭化物小片を含み、部分的に砂質プロックが混じる。V11区で

は本／悦口面を掘りこむ形で土坑蒻や配石臨が検1|'1された。検出深度が地表下2m程 （標詞約17m)

と深く、本調査地点ではllI2、1Vl4区、 Vll区、 V13区で確認、調査されている。Vll区7li,1で検

出した炭化物の放射性炭索年代測定結果は3690土30BPであった （本肉 ：pp.90~91)

8府 (i'f灰色硬質砂府）

7屁直下に堆梢する無辿物／邑である。全体的に しまりは強いが、地下部は風化しており、 しまりが

弱い。 粘•I生はほぽない。 i'f灰色砂とオリープ色砂の互1腎が平行菜理を形成することがある 1V 14区

とVlll区において7/Mの下に堆秘していた。

9府（灰色砂礫／杓）

ほぽ無辿物／邑だが、 まれに縄文時代後期前葉の辿物が出土する。 しまりは弱く 、乾媒すると表面が

サラサラと崩れる。灰色砂と橙色の5cm程以下の軽石や円礫によって構成され、砂粒の大きさや、

礫の密度によって細かい分附が可能である。IV14［メでは本l竹下位にあたるlOlf,'1から縄文時代後期前

菜らしき土器が出土していることや、10cmに悩iたない円礫が砂に混じることから、縄文1l寺代後期前

葉頃の白川の洪水に由米するか、あるいは一次的に本流や支流の川底となり堆梢した砂殊9,；1の可能

性が翡い （本:;_!_}::pp.92~99)。類似する附をIV14区で10陪の下位に検出している

10陪 （オリープ黒色粘質砂l円）

縄文時代後期前葉の造物が少批含まれる。オリープ黒色の砂をj;（本とし褐色の粘質砂が沈約するよ

うに枇じる しまりはやや弱く、やや粘性を持つ 検出而の深度が地表ド約3m （標i＇，:｝j15.7m~

16.4 m)と深く 、本発掘調査ではlV141凶でのみ掘りドげと辿物の取り上げを実施した。

11陪（灰オ リープ褐色砂lr,1）

無巡物li'・1。 しまり強く 、粘性は弱い。灰オリープと褐色の堅い（i少質土が縞状に梢み重なって堆栢し

た附である。色調や砂質プロックの祁l合で分附が可能で、確認できていないだけで12附との間にい

くつもの間Irりがあると息われる。Ill2 Itでは白川の洪水山来と考えられる 9附によって本l「'1が削ら

れていることが確認でき、縄文時代後期以前に白川右岸の河iぷ段」tの一面を形成していた 1‘l然堤防

だが、白111右岸に近い楊所では川の増水などでj'jlj平されたと考えられる。 137区で一部深く掘下げ

たが、 本調査地点では本附よ り 下位から辿物は検出されなかっ た ，—．

12附 (I陪褐色Wi質土）

無辿物／1,り。火山灰由来と考えられる堆秘／邑である。 しまりは並で、粘性はやや弛い。賠褐色上を基

本とし、上位は41名の県褐色土の虹入がみられ、下位では13lf1の褐色土と混じる。Il区の北側では

古代の辿物包含層である4/界の直下に本1爵が堆梢しており、本1111卜面で古代の辿構が検出でき るc

従前の構内の調壺では本附と 5/科（褐色砂陪）とが地山として認知され、別の推梢陪として認識さ

れてこなかったc 本調査と報告魯中の分析により 5/fo'iとは構成物が大きく異なり、バプルウ ォール

型火山ガラスを多く含むことから、より下位のJIth't}＼汁であることが判明した （本忠： pp.95~99)。

Il区の北東端にあたるn8 -1区で本IMを広い範IJt1で掘り下げたが、辿物は出十．しなかった。
13罰（褐色 t)
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無辿物l糾火山灰由来と考えられる堆秋l僭っしまりが強く、粘‘性はややあり、削るとザクザク とし

た感触がある 褐色七を主とし、赤褐色粒や庫蚤石が混じる。TI|メー．北側では地表下80cm程で検出され
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る。砂粒の設察によりパプルウォール吼火山ガラスを多絨に含むことが分かった （本祁： pp.95~

99)。熊本大学構l}、J辿跡ではこの罰よりド位に追物が出 1'＿した例はない。本調査でも掘j'jljは実施し

ていなし‘a

(3)土器の分類（図5)

本報告・1いでは縄文時代の辿構、辿物に関する報告をおこなったー辿物は）いきく」：器、石器、土製品

に分けられる。発掘調究では土器について 2cmに満たない小破片を除き、 II「能な限り測絨機器による

点上げを実施し、出土位1荘情報を記録した。 小破片や位1府が）＼きく動いた辿物については各）~1 位一括

で取り 1-．げた3 また調杏終了後、各調在区の辿物を梢究し、 m:乱や古代包含陪 (4陪）や古代辿構埋
土中から縄文ゴ器と石器を抽出した さらに L器片の接合に充分な時間を1ややし、可能な限り II縁部

から胴部にかけての復元をおこなった ，報告，！rでは土器の11緑部が残存している究科の中で文様が施
されたrt料を艇先して掲載し、次に無文の11縁部や底部(iJ支片を報告している。ただし土化砂のIl|iilif|；片に
ついては有文の夜料を除き 、10cmを超える大型の（波片も掲載はしなかった また、実測図化しな

かった文様を持つ小破片については図版の飯後にまとめて‘lj'.真を掲載しているので参考にされたい

出士辿物の中で土器の数址が最も多く、各/1'1に様々な器種、器形や文様、調整を施した上器が忽め

られる。出上土器を賂理するにあたり 、本報告占：中での分知を試みた。分類にあたり文様を i:．とし、

口縁部形態、壁而調整、器種などの）属性を）11いた。例にしげた上器型式は、［西日本の縄文 1淋怜ー後

期ーJ(-T・菜編2010)や 「総既縄文土器.! （小林久雄紺2008)などを参照とした。士器分類について以

下に内容をまとめる

I類

波I•)＜ LI縁や平口縁の深鉢を主休 とし、 LI縁はやや外反しながら立ち上がるか、 文様施文部がわずか

に）駁みを持って緩く外反する。顆部にくびれを持つものが多い。「l縁部付近の施文によ って］ a類

とIb類の2種類に細分したc I a類は17緑部から）Jl,;Jtii吐．半にかけての横位、縦位、斜位の沈線に

よる文様を主体とする。）JIlえて口唇部に刻11や刺突文を施すものも若干存在する。 Ib類は1」縁部

付近への連続刺突文あるいは刻目突閑文を指標とする。 la類と異なり沈線文がほぼ認められない

特徴があふ両者とも口縁部から底部までの接合tt料ば({在しないが、出七状況や胎土から1i輝llす

るに底i)f|i形態はくびれた平底が主体とみられる。IIb類には、まれに浅鉢あるいはllllのごとき器種

も存在する。一般的に縄文時代後期前策の出水式土器と呼ばれる土器群に相当する。

rr類
彼状II緑の深鉢を主休とし、口縁部はバケッ状に広がるか、やや内約ぎみに立ち上がる。II縁部の

上位に連続刺突文あるいは横位の沈線文、やや間をあけて下位に刻1-1突附文を施し、波ll’i部では両

文様を繋ぐように縦位または斜位に刻1・1突帯文あるいは沈線文が伸びる I類との大きな辿いは波

項部の内而にも連続刺突文が施される、1•[［にある 。 また 、 彼頂部のLI唇祁へ刻 11 や刺突文を施す狡料

も散兄される。出土状況や胎土の共通性から底部はくびれた平底と想定される。一般的に御手洗A

式古段階と呼ばれる士器群の深鉢に相当する。

]JI類

波!klI縁の鉢を主体とする。頸部にくびれを持ち、文様施文部であるII緑が）1，iみを以て外反する例

と、くびれを持たずLI緑部に向けて広く立ち上がる器種形態がある。「I緑部では、波頂部に深く施

した1リ文あるいぱ焼成1i1i穿孔を中心として対向弧文と沈線文が両側へlJし1)i・jしており、その），’ill)1-1に縄

文が施される。胴部から底部にかけては沈線による鉤手人組文で1ヌ両され、その内外に縄文を充填
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1. （黒髪1❖i) ラ（フライン再生 （給人設fjii ？作）上 ’lfに伴う発拙調査 (1310,J：，l 在地．1位）

している。底部は平底か、やや丸みをおびた平底と思われる。器壁調整として丁寧な磨きが施され

るものや、文様区画内に赤色頻料が付約するものも散見できる。一般的に御手洗A式古段階の鉢、

あるいは小池原下1料式などと呼ばれる」灌杓lrY:に相当するn

N類

平「l縁、あるいはやや弱い波頂部を有する鉢または深鉢を主体とする。LI緑部が厚みをもってL字

状に阻Jillし、頸部にくびれを持つものとオ．『たないものがある。頸部より F位は沈線によ って渦巻文

や鉤手状文が施文され、縄文を持つ例は少ない。口唇部」:.1mには沈線文が1、2条走るか、刻目文

と組み合わさるものがある C・底部形態ばl'IJ然としないU •般的に錐崎式、中九州では御手洗B式と

呼ばれる土器群に相当する。

v類

深鉢を主体とする。頸綿に大きなくびれを持ち、口縁部に向かって内切しながら立ち上がる。口縁

部あるいは胴部外面に沈線による文様か、具殻条痕による机い調整が施されるン一般的に北久根山

第二型式と呼ばれる土器群の深絆に相当するe

Vl類

出土査料が少なく 、全体形は不明だが、顕部から口縁部に向けて朝舶の化状に強く外反することを

特徴とする＾VII類と異なり 、口唇部がやや1-J、Jll!llに屈曲する，n縁部には縄文と横位2条の沈線が巡
り、凹点文が施される例がある。器壁は基本的には1藉きによって調整されている。一般的に辛川1I

式と呼ばれる土器群か。

VU類

出土骰料が少なく、全体形は不明だが、「l縁部が広く外反することを特徴とする。VI類とは口縁部

が直線的に1ムがる点と 、口縁部に沈線文が2条施されるのみである点で楳なる。本辿跡での接合骰

料はないが、接合すると息われる胴部は丸みを幣ぴ、沈線文によって1メ..Ilhiされ、内側に散雑な刺突

文が施されることがある。一般的に太郎辿式と呼ばれる七器群に相当すると思われる (1

VIll類

出土査料が少なく、全体｝f~は不明だが、「l縁部は「く」の字状に強く立ち上がる 。 口縁部には横位

沈線文が3-5条程施される。古閑 I式と呼ばれる一群の深鉢に相当すると息われる。

lX類

頸部から「l縁部にかけて強く外反する鉢である 垂直に立ち上がるLl縁部外而に 1条の沈線が施さ

れる。器墜が他の土器と比べて痺く、胎土も精緻である。器面は磨きによ って丁寧に調整されてい

る。天城式あるいは古1梨l1式と呼ばれる一／作の浅鉢と息われる。

x類
文梯を施さない無文の一群について分類した。器種は深鉢や浅鉢、JIilがあり、口縁部形態は外反す

るもの、直立するもの、やや内消するもの、肥厚するものなど様々である。

また、発掘調究では検出した1i材を可能な限り現地で座椋データを記録し、その後、整理作業にお

いて石器か否かの同定をおこなっていな石器として、黒II糾石や安山岩を川いた石鏃や石鏃未成品、

黒曜石製の掻器や石鋸、安I-11府を主体とした敲石、磨石、打製石斧、石匙、掻器、石Jlll、台石や安山

'社、蛇紋岩をl|jいた磨製石斧、 （i少岩製の1i!Uiがある。調究では，黒曜石剥片も少枯ながら得られたため、

接合作業を実施したが接合しなかった。また、士製品として I．．器片転）1］錘が出土している ，

38 



II .＇．［店紐ij也1位）場介；

Y
"
‘
2
5
.
 3
3
0
 ①
 

Y

"

，2
5
,
3
2
0
 

＂ 
I 37区 19

＼゚
0 ゚0 ゜
.、b
゜

O゚ 0 

゜
゜゚ o 甜゚＃ 0 ゚ ゜゜゜ ゜゚

aa云区 (I'-区） 28 20 10 

18 
29 

m1区5b層土器片と接合 12 

X:-20, 680 
l 

● 土器 (5a陪）

〇 土器 (5b府）

● 石器 （黒暇石片含む）

8
 

OO  ° 0 0ー。 !`,IOJlOO O ゜o o o o 

m 1区5b/0土器片と接合

98 
2 6 

沼ち込み

16 
11 9 

o0 。 正・。も心 ． 
。伊oが ．

了 •O]゜ば汀 27,_____- 26 

21 , 
Illaし 1

m 1区5a府土器片と接合

25 

231 

. 

｀ 
O。 紐ご° .--~·,9,0

Lil= 18. 50m 

。一
゜

Ll1=17 Sllr.1 

5m 

図7 I 37 ・ 38区5府迎物出土状況図 (8=1/125)

(4)各調査区の出土逍構と出土迎物

I ~VIズの調査区のうち、縄文時代の辿物包含／何である 51¥v)（褐色砂1科）以ドを掘削し、縄文時代

辿物を取り Kげた各調在区 (I371?{、I 38区、Jlll~41を、lV14I><:、N30-2区、V11区、 Vl3区）

について、辿物出土状況、土陪、辿構、出土辿物を説明する このうち明確な出土辿構が検出された

のはVll区の土坑硲と配石墓のみである。また、必要に応 じて各区の堆梢状況やI'1,I士辿物について提

示する。なお、 VI区の』見介に関する説明は近代盛土．内に令ておさまっているため‘II;ll愛する。

① I区

I区は、理学部2号館と理学部3・ 4号館の間の迎路部分、南北約68111、東西約84mの範IJI・1に相当

する。多くは幅 l~ 1.5111の狭＜長い調査区で、水道 ・ガス配竹施工に関連するもので、計46カ所の

調査区に分かれる（図3)r 調壺によ って各1心：から奈良 ．、ド安時代をじとする竪穴建物やピット、 溝

絆の戦構や当該時期の辿物が出土している。このうち縄文時代に関連する調企を実施できたのは、I 

37区、 I 38区の2カ所である。 I I -7区の社透井戸とこれらを接続する排水管に係る調杏区は施工

深度が深く 、縄文時代の辿物包含INに達する可能性が高かった。これらの調査区については、 illl区

の縄文時代の辿物包含／,,'•1発見以前に占代の辿構の調査を終 J’ してお り、 すでに―r:ij ii1!llへ受け渡してい

たため、縄文時代の文化／1'1の一部が破壊された II［能性があることを明記しておく

39 
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11 '.I,'，嬰南地区の，J1J1t

I 37 ・ 38区の迎物出土状況（図7~9)

l 37区は東釦7.5m、南北l.5mの幅狭い調査区を主体とし、調森区西端から3.5mの（四府で北側に

1.1 X 1.2mの調NIえが付随する r 381区は I37区西端から4.6mの東の位irtで南へ伸びる東両0.8m、南

北5.6mの調介区である 、 土IMは上から 、 表土、 近•1り：近代の逍物包含},:<,である 311'1 (II存褐色 I濯り）、古

代の辿物包含liりである 41科 （黒褐色土）習）の顛にJft栢しており 、4)｛れの下に漸移府をはさんで5附

（褐色砂II'り）が堆梢していた 古代の竪穴建物、ピットなどの逍構は4.511'1の漸移If'.11-．面で検出し

ている (l:xl8 -22)n両調究区は西に隣接する I41ズ、東に隣接するl□l区の涙透）1：戸および南北の

U字排水溝を接続する工事に伴う。そのため施工深炭が深く 、一部5)1,1について掘りFげる必要があ

り、古代の辿構の調4ミ終了後、5}f,1の掘削を実施した。

I 37|メ：では51,1`,1を赤みの強い5a lrJと緑がかった5b 10:1とに分jF1し、掘削と辿物の収り 1-．げを実施

した。5a If,1では枯訟j18.Q~ 18.4 Illでilll区により近い調究1凶東側、東西4.5mの範1)t|し:..1-器がりと中し

て出上してお り、西側では分布が希煎であった。一方、5b /~り では東 filll に分布が狛l| ！するものの 、 西

側でも散発的に1,1,1-I・.している。垂直分布をみると、標邸17.7~18.0mの翡さで東から西に向かってや

や傾斜する堆栢状況が確認できた。また、 I 37区棗端から約5mの位iiItでは、北煎にかかるように幅

lm程の落ち込みが確認できた（図7、図8-25W1) 本落ち込みから1，|'， 1一．した 1_．器は調WI凶全体の

乖il'［分布からするとややレベルが下がっているっ調究区にわずかにかかる程度であったため、その性

格を明確にすることができなかったが、竪穴建物の端部である可能性も捌紐する必要があるだろう

I 381~では古代の竪穴建物によ っ て 5 a I杓がほぽ削平されており 、5bli位の掘削が主体となった I 

38区と接する北側と、南端に一部土器の集中が認められたが、中央部では1'．器の分布が希班である

両区の土器片の接合状況を確認したところ、6 （以下報告._I_t番り）やl(）、 13など刷径 lm程の範囲内

で同一kけの：I・:(,ifが接合するほか、23や77など5m以上離れた隣の調．ft|X：とも接介する例があったC 5 

bl¥'1のさらに 1‘―位には11)悦 （灰オ リープ黒色粘質砂料）が堆梢しており 、色調と砂質プロックの割合

で分）＂1が可能だった (I凶18-28-33)円）。 I37区では 5b 陪の掘j'jlj 後 、 確認のため調壺区西•fl!ij を地表

ド2.4m（村塙約16.7m)まで深掘りし、縄文時代辿物の布無を確かめたが、辿物は l・'・＇．,:も 出土しな

かった。よって、I 371メ：東側は5b}科を完掘したところで調やtを終了しているn

I 37 ・ 38区の出土追物（図10~12)

1~9は5a)f91の出土土器である。 1はIl類の波ll1部で、 11唇部と波頂i¥：|il}、J面に刺突文が施されて

おり 、11緑部のやや下には亥lll斗突幣文が張り巡らされる。波lI!{fISでは刻II突間文が逆-=:iりII：クに展I井lし

ている。2・ 3は1b類またはIl類の口緑祁片で、 LI縁部上端に刺突文が柚位に 1、2条走るr, 4は

lV類のjII91j;f|i片で、胴部外1面に沈線によ って文様が施される。i器而は1i和きによ って調照されている。5

はIV類の粗製の鉢である。Ll緑の一部がわずかに突出した波状II縁で、．i皮ll'［名IllI 唇部には刻 l~ 文が入

る。II縁{{|；上l・には3条の沈線が巡り、波頂部直下では鉤手文となる 6 ~ 9は縄文上器の底部片で、

いずれも底部がくびれている。8・9は6・ 7に比べてやや器墜がやや薄く、 6・ 8は底部に木菜痕

がある。7は8~ 15mmの細かい単位の楕円状の凹みが底部而に見られ、鯨椎竹の）•£痕かと思われる

10~32は5b),1水の出土辿物である。10はI371£.の西側でまとまって1|ttした Ia類の深鉢17縁部で

あるっ器壁がひどく風化しているものの、口縁部全体の約l/3が残作しており 、f及元したところn径
が24.7cm程であった。二股に分かれた波頂部を持ち、口唇部には亥llu文が施されるc また、断続的
な横位3条の沈線が口緑部文様荀に巡る。施文部である口縁部幣はやや肥1厄している 11は lb類の

深林口縁脊I；片で、日縁部外而に刻目突幣文が横位にl条巡る。文様や）lfr|；、 II縁i9,i|；形態からml区5

bl悦出土の98と同一11fil1本と考えられる（図22-98)0 12はn類の深鉢胴i¥11片で、「l緑部に向かってバ

41 
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図10 I 37 ・ 38区5a府出土土器実測図 (S=1/4) 

ケッ状に広がる。胴部上半には刻目突術文が横位に 1条走る。13は本調介地，点で泣も良く全体形を複

元できたII類の深鉢で、 I37区の5bl¥'1と落ち込み部から出」一．した土憐片の接合1ft料である。土器全

体の約半分が接合するため、彼頂部が4準位分あることが分かる。全形はバケッ状で11縁部は領斜を

持ちながら直線的に広がる。LI縁部の上端に刺突文が横位に 1条巡り、ややllりをあけてこれと並行す

る刻目突帯文が下位に 1 条施される 。 •i)如頂祁では亥ljLI 突幣文が縦位に 1 条伸びるが、横位の刻 H と異

なり 、突帯の両端部を押さえつけるように刻nが施される。また波1It部の内而にはII類の特徴の一つ
である刺突文が施される。条痕で器壁を患冬えた1J'.£に指ナデで調整しているが、柚位の刻目突幣文の上

下には指オサエの痕跡が残るc 底部内而には指オサエの痕跡が、外lllilには削りによる器墜調整の痕が

認められる。底部のM:下部がり＜落していたが、器壁下部がやや広がることから、くびれた平底である

と推定できる。14~16はIb類あるいはU類のLJ緑部）ヤである。11縁部端へ横位に l、2条の刺突文

が走る。17~21はX類の口縁部片である。いずれも無文だが、 17・ 18はII縁部がやや外側に広がるの

に対し 、 21 はやや内領する。 19は「l縁部の広がり方から浅鉢の可能性がある ぐ ~2~29は縄文土器の底

部片である。22~27・ 29はくびれた平底で、底i斧11に木業痕または細かい単位のI_IIIみが認められる。28

は中空の脚台で、周緑に2条の凹点文が並ぶ。凹点文の凹みには白色泥らしきものが充坦されていた。

類似例が京都大学が1920年に調究した出水貝塚に認められる。30は上器の破片を再利用した土器J,l転

用錘である。土梱片を1駁さ 7lllIlr程の扁平な直方体にi)fliJi整形し、両短辺に 1条の扶りを施している。

後述するIV14区では数点が一定の範囲に集中して/l'i:I.:.しており 、快りに紐を緊縛し、錘として使用し

たと考えられる。31は安山岩製の小祖！の石匙である。i,：||lかい剥淵調腋により刃部を設け、把手部との

橙では剥離によって深い扶りを作る，， 32は安山岩製の石」Illである。表I(i中心部が寵み、周辺には敲打

痕が認められる。illll而部には直径約3cmの顕税な｝科痕が確認できている。

33~40はI37 ・ 38区の投乱、 4I円、占代辿構J』［土からの出土辿物である。33は］I類の深鉢Il|11Jj'f|i片で

ある。刻El突常文が柚位に 1条走る。34は 1]類の深鉢II緑脊II片である。口縁・j.f|1上端に細かい爪形文状

の刺突文が横位に 1条巡り 、その下位に亥ij|」突僻文が柚位に 1条巡る。35はIb類あるいはrr類で、
17縁部上端に刺突文が横位に l条巡る。36はlV類の鉢LI緑部片である。II唇部に 2条の沈線と、1ゴ縁
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1.（黒蛯,ti)ライフラインiWI;.（給水，没fiii4ヽり） l?l[に1’I：う発拙，J/,11c(1:no,,1,•l ft地．＇・＇．j.）

言；；9：：‘冒 冒霞］贔鼻`
34 3, 5 ＜ 39 

晉窯〗33 噂四］會誓93〗 I△［△ 
36 37 38 仁:::;, ・10 

゜
10cm 

゜
5cm 

図12 I 37 ・ 38区出土土器・石器実測図 (S=1/2• 1/4) 
(I 3716.撹乱： 35 I 37区4h"l : 37 I 37区古代此tl籾llI: : 35 ・ 38 ・ 39 I 381'i~位乱 ： 33 ・ 36 ・ 110) 

部に横位3条の沈線が並行に走り 、凸而には刻nが人る 表lhiは黒色で）伍かれている。37はVII類の波
状口縁の口縁部片である。口縁部外面に横位に2条の沈線が施され、器而全体が磨かれている 38は

x類の口縁部片である。39は黒曜石製の石鋸である 全イ本形は略二等辺三角形で、緑辺部を鋸歯状に

剥離調整している。40は集曜石製の石鏃木製品である 基部には測離による深い扶りが入るが、縁辺

部には剥離調整の痕跡が認められないぐ

I区の出土追物（図13)

I区では I37 ・ 38区以外の51罹 （褐色砂lr1)以下の辿物包含l爵の掘削は災施できなかった"41 ~58 

はI区の各調査区の撹乱、 3・ 4/杓、古代辿構J.lli土中から1,l,1..Lした縄文土器、石器である。41~43は

I 23区の4/科から出土した＼I類の土器片で、出土した位骰も近く、 Jlfに1：や文様から同一11月体と考えら

れる。頸部径が22cm程の大型の深鉢で、頻部で強くくびれ、口緑祁と胴部で球形状に膨らむ。口縁部

から胴部に対して横位と斜位の沈線を組み合わせた幾(II]学的文様が施されている。44はIa類のII緑

部片で、横位に5~6条の細かい沈線が走る 45は口緑部から頚部片と思われ、沈線によって1111線的

文様が施される。やや上器胎上の色調が明掲色と lリjる＜、他の」：器片と異なる。46はIa類の波頂部

片である。2~4条の沈線が波頂部に沿って並行に伸びている.,47はW類の口緑部片である。口唇部

に沈線文が1条走り、頸部屈Ill1部から胴i111にかけて沈線による鉤手文が施される「I緑部内外l面は庶

滅しているが、頸部より下位は磨きで調整されている 48はII径の復元径が19.6cmのX類の鉢11縁

部片である。頸部にくびれを持ち、i立大径は胴部上半にある。全1本に横位の貝殻条痕の痕跡が明Uifに

残る。49・ 50はVIII類の口縁部片である。Ll縁部 l‘―（立が 「く」の字に屈1111しており、 II縁部には3~5

条の横位の沈線が走る。50は表面が1狂きにより調整されている。51は1X類の浅鉢の1_1縁部片である。

わずかに匝立したlコ緑部外而に l条の沈線文が施される。t罪iは1紆きによって調整されている。52~
53はX類の口縁部片である。52は「l縁部が朝舶形に1lllき、内外面が）tiかれている。53は条・1J．りの痕跡が

内外面に残る。54は磨製石斧のガ部片である。小破片だが刃部は蛤ガ状であったと1(E測できる。全面

に顕著な線状の!iJf窮痕跡が認められる。55は安山岩製の掻器である。全体形は半円形の端部につまみ

状の突起が付随する。表而は自然面、衷而は全体が剥翡It『Iiで、転石の峨lj片を剥離腋形していることが

分かる。両面からの細かい打割による剥離調整によってガ部を形成している。56は安山岩製の激石で

ある。やや扁平の球形を呈し、端部に散発的な敲打痕が認められる。57は黙Iliii石製の掻悩である。端

部へ片面からの細かい剥糊lkによ って刃部を成形している0 58は黒II祉石製の小J{I！の掻器として取り上げ

たが、刃部の加工は明確でない。J札なる剥片である可能性もある。

44 
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図15 JI区32東壁土府断面図 （S=1/40) 

② I区

ll区は理学部 1・ 2号館、自然科学研究科 ・理学部総合研究実験棟の東、北・illlに位骰し、南北約

102111、東西約87mの範囲に相当する。多くが幅約 1~ 1.5mの狭い水道 ・ガス配笠施工に関辿するも

ので、他にU字側溝、浸透井戸、検水梢などの施Iー上に係るものなど計51区ある （図3)。本調杏似は

l310調査地．点の中で最も白川から離れた位骰にあり、調査地点の北にそびえる立田111により近い。そ

のため、地表面も標高19.3~19.8m程と他の調究区に比ぺると数十 cm高くなっている，

I区の土層堆租状況 （図14• 15) 

rr区の北京端に位佃するIl8 -l区と II32区の東壁で土！竹断而を確認し、 I. m区と比較すること
で基本上／料を確認した （図14 ・ 15)。基本土陀として 1/1サ （表土）の下に部分的あるいは全而に近世

近代の辿物包含罰である 3 席（暗褐色土/~ ) が、その下に古代の辿物包含席である 4 料 （黒褐色士

陪）が堆柏している。しかし、4/杓以下の堆梢状況は I.m~ v区の調査区と大きく異なる。 I.!IL 

区では古代の辿物包含陪である 4/名を掘り下げると辿構而である 51界（褐色砂／科）が一!iiiに検出され

たが、 1I 区北半では 5 層が認められず 、 代わりに 12/,•̀ ,1 （暗褐色粘質土陪）が4席の匝下に堆柏してい

る状況が確認できた。古代の辿構の検出もrr区北半ではこの12罰の上而でおこなった。JI8 -l区で
は12/i"'Iを人力で全而掘削したが、縄文時代の辿物は出土しなかった。また、 12陪の下に堆秘する13/円

は本調介地点で掘削はおこなわなかったが、 l・./杓壁而に辿物も確認されておらず、従前の調究でも辿

物の,'I，1上事例がない。このことから今同の調壺結呆では12 • 13~は無辿物附であると結論付けたJ 後

の分析で12／けと 13附は火山灰に由米するパプルウォール型火山ガラスが構成物の大半を占めており 、

これがほとんど認められない5附 （褐色砂wi)とは全く ことなる土陪であることが判明 した （本柑 ：

pp.95~ 99)。ただし、 JI4 - 2区付近では 5／何 （褐色砂附）が確認できているため、理学部2号館の

束あたりから南方向の白川右岸にかけては5/Mが広く堆栢していると考えられる。

泌透井戸に関連する施工深炭の深いJIl ~ 4区については、llI1区における縄文時代の辿物包含IM
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1.（黒嬰1ti)ライフラインl印1:（給水成1iii^•,i' ) 1:'liに伴う発掘品l.1'f.(131(），品lft地．I．＇．i)
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図17 m 1区5a陪辿物出土状況図 (S=1/100)

発見以前に訓査が終了しており 、工事側に受け渡している。よってII区南半の5/杓中（褐色砂／習）に

縄文時代の辿物包含IViがあった可能性も捨てきれない。実際、II区の4/杓や古代辿構埋土中からは後

述するように縄文時代の辿物が出上している。また、 II|.)(：に隣接する黒堤南地区9810調査地点でも、

41界や古代辿構埋上中から縄文時代後期～晩期初頭のt器の出土報告がある 。 •注目すべきは JI 区の出

辿物の多くが、本調査の他の調杏区で数多く出土した 1、II類上器をほぼ含まない点である。ある時

期の縄文時代集落の範囲を示している可能性もあり、 その理由の解：明は課題の一つである。

1I区の出土迫物（図16)

59~75はII区の4I科や古代辿構J阻土からの出上逍物である。59~63はVJj乱の「l緑部片である。いず

れも口縁部文様帯に横位に2条の沈線と縄文が施されている。このうち60は口緑部に凹点文が刻まれ

ている。64はIX類のn縁部片である。1_j緑部外而に沈線が横位に 1条走る。65はVil類の口縁部片であ
る。口縁部外面に横位2条の沈線が施される，66・ 67はVil類の胴部片である。胴部上半が沈線によっ

て区画され、区画内が刺突文によって充肌される。68はVl類と息われる胴部片である。胴部外面に横
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位に 2条の沈線が施され、内側に縄文が施されている 破片上部端には四l点文の痕跡があるっ

69は4/fo':から1，l,11-．した安111,('｝製の））．ji製石斧の基部である 打割によって扁平に整形した後に米ll<li/f 

｝村が施されている 70は古代辿構J!I!.jーー中から1lil’．した蛇紋岩製の）をi製石斧である 使lfjによ ってガ部

が大きく欠けている 全体を打割によ ってlllく吼冬形した後、研磨によ って入念にf-1：上げているが、表

而に比べて浪l(liは琲lj離面のIfl1部のためli}f府が充分に行き屈いていない。71は安山岩製の敲石である

川原石を利川しており、知辺と艮辺側の弱い突出部に敲打の痕跡が認められる。72は安山岩製の掻器

である 平面形態は二争初且＝角形状を呈し、この長辺の一辺に細かい剥離調整によ って刃部が設けら

れている_,73は安山岩製の打製行斧の半欠品である Il1iiIiiは庶耗した自然面であり 、扁平な白然れの

縁辺部を打割し、両辺中央には扶りを設けている 74は ．75は安山岩製の石鏃である いずれも凹基

式で、刃部には細かい華ll離調整が認められる ，

③ 皿区

Ill区は、理学部2号館の1t-i束からJ:，ll'.学部4り館の東側の緑地や道路部分、南北約71m、東西約51m

の範間に相当するL,il,¥J在区は輻 l-1.5mの水道 ・ガス配管に1樹連する施工の他に、ゴミ附き場設・i悦、

低木梢栽、＇心柱 、 U 吋：側溝、 i父透 J |―•I i 、 アスファルト舗装などの施工に係る計41区である ( |~13 ),

このうちllll ~ 4区は、泌追JI・・Iiとこれを繋ぐ雨水竹の施」一．に係る調査区であり 、施工深度が深いこ

とから縄文l1芽代の辿跡の発見の契機となった心 しかし、施工深度の深い皿1~5区のうち、縄文時代

辿物の発見以前にすでに調1tを終えていた[l15区は古代の追梢の調壺に留まった。また、 ID3・ 41£ 

は、 Ul2区で7Mの検出以前に l―*4li側に受け渡してしま ったため、 5b I屈までで調査を終えている。

m 1区の追物出土状況 （図17~20)

ill l区は束両約5.3m、南北約5.2mの）j形の調布似で、北方向へ南北約4.5m、輻l.3mの調査区が付

随する (|叉117)。甚本土｝悦として表」：、近III：・近代の辿物包含附である 3}将 （暗褐色土｝l"i)、古代の辿

物包含屁である 41¥，1(．ll.l;褐色 j:liり）が堆枡しており 、その下に5席 （褐色砂陪）が堆梢する。Illl区

には調創えI)l.j側に 4}1'り上I(liで近111:の溝が検出できた (JXl18)。溝は古代の辿構面でも検出でき、近恨

の溝は古代の溝を一部り）る形で設けられていたことが分かった。この古代の溝埋土の掘削中、溝の掘

方にあたる 511'1 （掲色砂111 ) 中 に縄文 —i沿約が食い込んだ状態で出 ：I : した （図 18-26 ・ 27附）、熊本ナ

学構内辿跡馬髪南地区の従1i1iの調1tでは、 4こl,..1は基本的に辿物の出士しない地山として捉えられてき

た。ただし、これまで白川布作の9911調査地，1位と0938調在地点において褐色砂府中から縄文土器が得

られた例があった （小r.111・大坪編201]、人坪紺2014) その調究成果を鑑みて、担当者は皿 lIfの5

陪について全体を掘り下げることとした，、 すると 5}(1の中でもやや赤みがかった5a陪 （赤褐色砂

屁）から少絨の縄文土器が出土した （図17、|''<119-8 ・ 9)。またその下に堆秘するやや緑がかった

5 b/fl（緑褐色砂附）からは大愉の縄文士器と少れしの石器や十製品が全面に出土したのである （図19

-10 ・ 11、図20)しこの調査区の成呆を契機として以降は、施下深度の深い調査区のうち 5府の掘削

が必要な調査区については全て掘削を実施し、縄文時代の追物を取り上げている。

m 1区の5a}けでは小コンテナ ltfi分ほどの縄文上器が出土した 調査区全体に散発的な分布を示

しており、出七レペルは椋泊;18.l ~ 18.4 111の中にほぼおさまる （図17)c一方、 5b附では大コンテナ

3箱分ほどの縄文土器と石器、士製品がII,1」-.した辿物を上下2回に分けて取り上げており 、5b li4 

上位では調在区の中央から南よりに出 1こしていたが、5b府下位では北側にも広く分布し、特に泄lィt

区中央部やや北側に染中を見せた（図20) 出上レベルは標邸約17.8~18.2mで、標高18.0mにJ,1バも上

器が集中しており、 5 bl•:1 の I吋こ堆栢する l l /rヽ‘i (}火オ リープ褐色砂／円）に近づくにつれて辿物が減少
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1. （黒嬰南）ラ イ フライン再生（給水設備等）工'liに伴う発掘調査 (13 10調在地、9•Ii )

ー LH=19.OOm 

―’ ::::::f —• -
三l＿全ー•一一5

仮＿＿ニ

0
.
 

2m 

IM: Jと上、砕石。

2・3屑：現代配骨埋J:。

4)(,j :研褐色土 (lluoI OYR3/3) 暗掲色上~ (:lk1),近世 ・近代の政物包含附．

5ki：暗褐色上 (lluctoYR:l/4) 近世以砕の上坑Jり！土。4府より色謁やや191るい

6/,'I: 研褐色I~ (lluc I OYll3/3) 近世溝埋上。炭小）「、褐色泣+が混じる。

喝：暗褐色土 (HueI OYIIJ/:l) 近世溝坪上。炭小）,・.褐色拉が混じる。

8妍：暗褐色上 (llucI OYR3/3) 近lltf/,¥埋上．渇色プロック小片混じる0

喝：哨褐色土 (lluolOYll3/3)近世i茄）qu:．炭小片．渇色粒が多船こ況じる。
!Ok,', :昭褐色土 (lluoI OYH3/3)近lI廿悴l'I¥l:。炭小｝1、褐色粒がごく少filiRじる．
II附：暗褐色J:(l!uc I OYR3/3)近世沼雌上。炭小）「、渇色粒が少欣混じる．

12/M：暗褐色l:(lluol0¥'113/3)近世溝111！土。暗褐色士とーヒ体に褐色位が混じる。出磁器や鉄釘が出上、、
13防：暗褐色土 (llue10YR3/3)近Iti,'I/jII!Jる暗褐色i：を主体に褐色位と赤褐色拉が況じる．

暉： 1.¥1褐色士 (lluoI OYR2/2) 限褐色l:M(4/0) 古代の辺物包含m.:，＼し褐色土主体に暗褐色上が斑に人る。
15附： ！．＼i氾色土 (llue!OYll2/2) 古代i/Iij9［上．赤褐色柁や炭91井が混じる。

16灼：黒褐色上 (lluoI OYR2/2) 占代溝埋上．r位に褐色粒が混じる。
17粕 ：／lし渇色上（lluelOY皿／3) 古代溝埋上．／l¥褐色土主体に褐色Kが斑に人る，

18附：暗褐色上 (lluelOYR:l/•I) 古代i貨雌士。暗褐色上とt体に渇色プロ ックが人る
19削 ：賠褐色上 (IIuo10¥'113/4) 古代溝EIし1'→ 渇色プロックが主ftである。

20/(1 : 硝渇色土 (lluolOYl!J/•I) 占fti//i埋 I:.褐色と船渇色 l:が斑に混じる．

21M :研褐色上 (lluol0YR3/3) 占代溝地上。須，也沿）ヤIll上，少れの炭It混じる。

2加 ：暗褐色上 OluolOYR3/3) 古代i距用に褐色位多くiltじる。27倍山来のプロック少爪人る．

23k'i :暗褐色上（lluoI OYR3/:l) 古代溝Jりしl:.褐色．黒褐色1/)粒が混じる。

2,1附：．，！！褐色上 (lhwI OYl12/2) 古代(t居埋土口渇色上と！，¥！褐色ヒが1足にjf,lじる．

25/M :暗氾色l:(lluo I OYR3/3) 占代（上居カマド粘I.:.I勺＜．粘代強い．

2（初 ・褐色砂 (ll110I OYIM/6) 赤渇色砂柑 (599Wi)．わずかに県褐色上が斑に人る。縄文時代の追物包含A.；1。

27/rl :にぷい貨褐色砂 (lluo!OYR4/3) U褐色砂/rl(5b/M), 26/clよりややtKがかった色調．混じりが少ない。縄文時代の選物包含M,
28妍 ：褐色土 (lluoIOYR,i/ •1) 灰オリープ褐色砂附 (11/tl),J:1liil:t1,Mから1/)n人により凹凸が）i:しい。無追物hi.

図18 m 1区近世・古代溝東西ベルト北壁土層断面図 (S=1/400)

l!i'i : }<上、砕石。

2灼：灰災褐色I:(lluclOYRヽ1/2) 暗褐色」こKi(3附） ＂近枇から近代の追物包

i—— LH=1 9. 00m 含k•1。 炭化物小）i\ 褐色位が枇じる，

珈： ／，¥！粕色J.:(Bue I 0¥'113/2) ！，し＼渇色l:M(-lhv/) 占代の追物包含k-i 凶褐
色砂粒が少ti];混じる

1/!1:黒氾色J.: (lluじ!OYl!3/2) 占代溝埋J:./.U褐色上を」：休とし、褐色上が

10
-11 

斑に人る。

碑 ：渇色J;(flue 7. 5YIM/4) 出UE),'1JI見上，褐色砂が少依混じる。

叫：渇色J:（lluu7.5¥’RI/6) ，＇；代似If埋上。渇色砂が斑に混じる。

喝：明褐色砂'i'tJこ (IIし9(•7.5YR5/6) 占代住）~f!lil）i埋•I:． 褐色砂をJ休とし！！し

渇色 1；が斑に人な

渇色砂 (1/ucI OYK,f/6)赤応色砂厨 (5a灼） 下位に少／Kの砂役`プロック

デ.I 
•「
I 
”― 
, ul=18.00m 
, 8じi

12 

゜

が入る。

叫：にぶし、褐色砂 Olue7.o\'R5/ •1) 赤褐色砂附 (5a)iii)。掲色砂質プロック
と渇色砂で情成される。澗文時代U)辺物出上。

IIJM :オリープ放色砂 Oluc5Y6/4) HIil色砂削 (5bf0)。砂i'i1.-f組かい 砂
質プロックがやや混じる，縄文時代が大fKに辿物IllJ:

ll杓： ．，t！渇色砂 (lluoI OYR3/2) 緑褐色砂N(5bk4)，砂竹プロックが多!,¥

に混じる．12M」：面のniみに沈み込む。縄文時代の磁物少杖IIIJ:.

12/;ii :オリープ黄色上 (llucS¥'G/4) 必沿色 l:h'i(I 1/0)，しまりが強く ．粘
Im 牲がやや1飢、 無辺物刑

図19 皿1区北壁東側土層断面図 (8=1/40)
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l. W邁紐j) ライフラインIWI:（新：水，没Wì，序） l”→'liに伴う発hlh闘1E(1310，凋ft地点）

していく傾向があった。こ

れは I37区の出土状況とも

よく似ている ．土器の接合

状況をみると、調査区内の

ごく狭い範囲で接合するtt
料もあるが、5m以上離れ

た I37 ・ 38区の5bl~ と接

合する狩料もある。遠い位

骰ではm2区7附出土土器

と接合する例もあった。た

だし、土器はいずれもL怜耗

がほとんど認められず、］0

cmを超えるような大型土器

片も多いことから、水の影

牌で流されて集栢したのではなく、 1史）ll後の道具を人為的に廃梨した状況であると想定できる。また

本調査区では土器、石器、土製品が出士したが、骨などの動物辿体は検出されなかった。

m 1区の出土迫物（図21~26) 

76~81は、5a J杓から出土した土器の口縁部および胴部である（図21)。76、77はIa類の波状「I

縁の口縁部片である。II縁部上端に沿うように横位に3条の沈線が走り 、その下に斜位の沈線が辿続

して施されている。77は口縁部上端がやや肥原し、そこに柚位沈線文が巡る。78はIa類の口縁部片

である。肥躯した1て1縁部に縦位の短沈線文を連続的に施している。接合はしなかったが、5b /~7i の84

と同一個体と思われる。79はII類の胴部片である。胴部に刻目突帯文が1条巡る大型の深鉢である。

80はm類の「l縁部片である。やや肥l嬰した口縁部上端へ縄文を施し、波頂部に向けて横位1条の沈線
文と辿続した弧文が並ぶ。頸部には縦位の沈線の端部が見受けられる。口縁上端施文部には赤色頻料

が付滸している。81はlV類の顆脊II片である。顕部外而に沈線によって鉤手文が施される。

82~98は、 5b IMから出士した I類の土器である （図22)。82~94はIa類の深鉢または鉢の口縁

部片である。82~84は11緑部の一部が突出しだiI支状口縁である。82は口唇部に刻目文を施し、口縁部

上位に斜位の沈線を、下位に横位2条の沈線を施し文様を構成する。83は波頂部口唇部に亥IJl'=I文を入

れ、中央では斜位の短沈線により綾杉文が施される。その両端に口縁部と平行するよう横位の沈線文

が複数走る。84は肥l収した口縁部に縦位の短沈線文が施されているC 85~93は平口縁である n 85は短

沈線により綾杉文が施され、その端に横位の沈線文が巡っており、文様構成が83と類似する-86はや

や1駁みを幣びた口縁部に縦位と斜位の沈線による文様が施されている。内面には明瞭に貝殻条痕が残

る。87も86と類似した構成の沈線文を持つ。88は口縁部上端に横位の沈線文、下に縦位の沈線文が施

されている。89~91は17縁部に柚位の沈線が数条巡る。92、93は口縁部に斜位の沈線が連親して施さ

れている。94は17縁下部から頸部にかけての破片で斜位の沈線が連続して施されている。95は「l緑部

に横位の1条の沈線が走る。96~98はIb類の口縁部片である。96・ 97は口縁部が広く開いており、

鉢あるいは浅鉾と1iii測される。96は口縁部上端やや下に 1条の刻目突幣文が走るc 97は口縁部と胴部

の挽に亥ljl~I 突帝文が走る。 また口縁部の一部が注口のように広がる部分があるが明確でない。 98は 1

あるいは2単位の波11辻LI縁を持つ深鉢である。口縁部は広がっており 、頸部がややくびれ、内而には

稜線を持つ。17縁祁から波l11部に沿って柚位l条の刻目突帯文が走る。刻目突帯文の下位にあたる頸
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図22 皿1区5b層出土土器実測図 1

20cm 

(S=1/4) 

祁付近には指オサエの痕跡が明瞭に残る。99~109は5b lfわから出」．．した rl類のII緑部である(|郊123)。

99~103はII緑部の一部が突出する波状Ll縁である。波li1部のII柑部と 11縁・j,f|i内面に刺突文が施され

ることを大きな4印徴とする，， また、口縁部上端には刺突文が施され、やや空白をはさみ亥lll1突僻文が

1条施されている。iI支li1部ではこの亥ll11突俯文が縦位あるいは斜位に ,._)jへ向かって 2条ないし 1条

伸びている 波lrii1|iの形状は様々で］01や103のよう に三角形状のもの、99やLO2のように台形状に立

ち 上がるもの、10(）のように二股に分かれるもの等がある、103は111i1部に1111転穿孔によ って孔が設けら

れている"10,1 ~ 109は‘I午！縁の破片であるe いずれの士器も11緑部に刺突文、その卜・に刻II突帝文を

府する 104は刺突文を斜位に2条施して＼I字状の文様を持つ 105はII緑i,；|i|．．端に刺突文と柚位2条

の沈線文とを組み合わせている 106はII類の大型の深鉢である I I緑部の残りが少なかったが、胴

部で1―l径復）じを試みたところ、直径37.2cmの大型品であったことが分かった 本夜料はLl緑部上端

に平行して 2条の沈線が走り、その Fにやや間をおいて亥I]IJ突;;i；:文が施されている 105の例などか

ら、「l緑部上端には非ll突文が施されることがあった可能性もある 109はn類の液状II緑の一部と思、
われる I I緑部t．端への刺突文と刻1-I突帯文とが並ぶ 110~ 114はIb類あるいはll類のII緑部と思

われる。115~118はIll類の「I緑部あるいは胴部片である 115は11緑部からII辱部にかけて縄文を施

した後、対向弧文と1リ文、沈線文を施している。また、対1句弧文の中央には1111転穿孔が設けられ、文

様の展胤が「l唇部と対応している。116は胴部片で、向きは不明確だったが図化した。縄文と沈線文
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図24 m 1区5b府出土土器実測図3 (S=1/4) 

が施されている ll7. ll8も沈線文によ って文様1/1価され、その内側に縄文が施されている 0 119-

121、123-126はX類の「l緑部片である＾122はV類の11縁部～胴部片である。口縁部と思われる」こif|；

と内面全体に貝殻条痕が明瞭に残る 194~l4]は縄文土器の底部破片である （図24)たそのほとんど

がくびれた平底で、底部外血には木業痕や鯨椎骨の｝ー[1ばらしきものが見受けられるc 141は鉢あるは

浅鉢の底部で、全体がIi'/かれている

142~ 146は土器片転）ll錘である ( 「‘~125) 。 」•器の破片を長）i形あるいは隅丸方形に机 <Ti)f崩整形し 、

その各短辺に線刻状の4)tりを設けている この扶りを）llいて紐などで緊縛し、漁網錘など錘として使

用したと考えられる。l47~]49は安1J1料製の(;i女石である いずれも河原で採れるような庶耗した自然

石を使用しており、小II部分に敲打痕が残る 150は安山岩製の石錘であるっ扁平な隅丸台形の自然

石の小口部分を打割して4)い）を設けている"151は砂岩製の砥石である。全体形は不明だが、剥離し

た部分も含めて多而的に使川 しており 、一部ILi然のIl「h'り面が残る。l52は開曜石の剥片である。153・ 

154は黒曜石の掻器である n いずれも良質な黒曜石を使lllし、扁平な形状に整え、緑辺部に辿続的な

剥離調整によ ってガ部を設けている。164は蛇紋切製の1紆製石斧の刃部である（図26-164)。線状痕
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図26 皿1区出土追物実測図 (S=1/2・ S=1/4) 
撹乱： 158・ 163 先行トレンチ： l6l 古代逍構j~!. I:: 155~ 157 ・ 159 ・ 160 ・ 162 5 b if•1 : 164 

が明瞭に残り、刃部形態は蛤刃状を呈するとみられるが、破片のため詳細は不明である。

155~ 163はml区の撹乱、古代辿構埋土な どから出土した土器と石僻である （図26)。このう ち155

~160は口縁部片である。155はIa類の口縁部で、縦位の短沈線を連続的に施し、その下に横位1条

の沈線文が施される。156は口唇部に刻□文が入り、口縁部上端に柚位1条の沈線、その下に縦位の
短沈線文がほどこされる。157は波状口縁で、ll1部口唇部に刺突文が入り 、口縁部辺に沿って数条の

沈線文が施されている。158はI類の口縁部で、 I―I縁部上端に2条の沈線文と、縦位の刻口突幣文が

施される。159・ 160はX類の17縁部片、 161・ 162は底部片である。163は安山岩製の石鏃である。長

さ2cmの小形品でややレンズ状に内湾する平基式である。

皿2区の逍物出土状況 （図27・ 28) 

I[ 2区はIll1区とm3区の投透井戸を接続するための排水岱を設附するための工事に係る調査区で

ある （固27)。幅1.2~1.4m、長さ約17.5mの東西に長い調壺区で、施工深度は地表面から約2.2111と深

かった。調査区の北側には皿 l区に続く近世構が走っており、掘方は12陀 （灰オリープ褐色砂！F'））ま

で遥していたため、縄文時代の辿物包含）罹である5,r,:（褐色砂）科）はほぽ残っていなかった。一方、

中央から南側では一部古代辿構埋土に切られていたものの5)呂が良好な状態で堆栢していた。lUl区

において 5附より縄文時代辿物が出上することがすでに判明していたため、本調究区南半についても

古代辿構の調究終了後、 5)図の掘削を開始した （囮28-19~22)。すると予想に反し、本調脊区では

本跨からの縄文時代辿物が一点も出土しなかったn そして、 5b層の直1ヽ．にはスコップが刺さらない

程非常に硬い灰色砂陪 (6層）が一面に検出された （図28-23)。このI界は熊本県内の埋蔵文化財行

政において地山とされてきた陪で、本土府より下位に文化陀は存在しないとされており、 大学構内辿

跡でも調壺事例がなかった。

調究担当者は、本調引沖区の土）門の堆栢状況が、 m1区で5b 陪の直下に灰オリ ープ褐色砂/~ (11 

屁）が堆梢する状況と楳なっていたことを理山に、上）邑の把握のため、この6陪を調査区東側半分の

み深堀りすることにした。すると、この硬質砂陪の直下の7粉 （患褐色砂陪）から縄文時代後期前菜

の土器と石器が出土したのである。硬質砂層の上而は椋翡約18.0mでほぼ水平であったが、7陪とそ

の漸移料は調査区の北端で標高約18.0m、南端では椋邸約17.0mと下がり、白IIl方向に向けてゆるや
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I. （黒髪Iトi ) ラ イフラ（ン 11f1i'. （給水改fiii：炉上‘)tに伴う発掘；)l,]11'(1310逍在地．I•Ir. ）

かに傾斜しながら堆梢していた （図28-24~27)07陪の追物包含I名を全て掘削した後、調在区南半

でnIl柊：0）披 Iご附にあたるl:)とオ リープ褐色砂陪 (11罰）の堆梢の続きを確認するため、 ヒ）科確認而で

ある調在区東半を掘削しt..:..,結果、 11陪は調査区南端から6.3mの位i在で7)けの下に堆梢する 9)名 ():)て

色砂礫）汁）によって大きく削られていることが確認できた （図28-35)。9)惰は非常にしまりの弱い

サラサラの砂礫罰で、川底の砂のような質感である。1、2.'!［の上器片や朴犬竹片が混じるが、その土

質からも辿物包含陪とは考えにくく、辿物は上下からの混ざり込みと考えられる。」灌袷の接合状況を

みると、本揺噴区7)杓出土土器と III1区5b層の出土土器の接合例が認められた 両土l科のヒ下関係

を錯みるに、 Ill1 Ifの5bMは7/習の堆栢時期とほぼ同時期か、あるいはやや先行すると考えるぺき

である． 4ゞ内の総括で土）！りの堆梢と辿跡の形成過程に1具］する兄解を示している （本：，り： pp.90~95)。

本調1t区の調介によって、従米は地山と考えられてきた硬質砂罰の下にも辿物包含！i，1が存在すること

が明らかとなった。また、本調ft区からNl4区にかけて91円（灰色砂裸）f,1）が堆梢することから、白

川により近い位ii/［では洪水や冠水により土や砂の堆稲や削平が活発であったことが明確となり、本調

1f|区hlil辺は、白川の川111晶が洪水により拡幅し、一時期川の底に沈んでいたか、あるいは支流が流れて

いたと拙測された。

皿2区の出土逍物（図29)

165~ 181はIII2区の7附および9罰の出土辿物である (I部129),,165はIa類のLI緑部である。LI縁

部は頻部から弱く外反しており、その部分に施文される＾「l縁部には刺突文に近い短沈線で綾杉文が

施され、その両端には沈線文が数条巡っている。166はII類のl」緑斉II)ヤである,11附］部からLI緑部にか

けてやや強く外反しており、口唇部は平坦而を形成する。「l縁部上端に糸Illかい辿読刺突文が施され、

やや間をおいて麦lj[I突僻文が横（立に巡る。167はII類らしきl_1縁部片である I I唇部に刺突文と口縁

部外l(jjに刺突文が施されている。168~172はX類の深鉢あるいは鉢のII縁部であるv 173はX類の机

製の浅鉢である 7/Mより破片がまとまって出土しており、復元すると全（本形が複Jじできる1ft料と

なった 内外而に横方向の条痕が走り、内面ではこれと直行するように縦位のli,iきが、外而では横位

と斜位の）f註きが施されている ~ 174~177は縄文土器の底部片である。174~176はくびれた平底で底部

外而に木築痕や鯨iii滑痕らしき圧痕が確認できる。177ぱ机製上器の底部で、底部に高台がつき底而

が持ち tがる。内外而とも脚部から底部にかけて机い磨きが施されている。この他、V11区7荊と接

合した狩料として 9Kiりから出士したII類の土器〇縁部片があるが、VJl区で所見を述べる（図52-

287)。178は玄武岩の剥片である。長辺を連続的に剥離させ調整しているが、未成品で甘闘種は不明で

ある。179は如l岩製の石鏃未｝成品である。180は杓円形の凹石の半欠1111＼で、中央部に顕呼なI'「1部が認

められた。181は不定形の自然石の一端に研磨而のある石器で、）藉石の一種と考えられる。

皿3・4区の追物出土状況（図30~32)

ill 3 I凶ば役透井戸の設ii7i:に伴う5X 5.5m程の方形の調究区である。m4 Iメは以透井戸同士を接続す
る排水管の設iiItに伴う、幅1.2~1.5m、長さ11.5mの南北に長い調査区である （図30)。両調査区はIlI

l区にやや先行して調査しており、近代や古代の辿構が検出された。占代辿構の調査終［後、褐色砂

）f1の縄文時代辿物蝕含府について調究を実施した。いずれの調究区でも 5bi¥"1（緑褐色砂lf1)中から

数点の縄文上器が散発的に出土するのみで、皿 l区ほどの土器の集中はなかった （図31・ 32)，施工

深度が2.2m程と深いため、本来ならば硬質砂陪の下に堆積する縄文11一炉代後期前業の辿物包含）門であ

る7)竹（黒褐色／i少）1'1）まで掘削するべきだったが、Ill2区で7府を惚識する以前に工事へ受け渡して

しまったため、本調究区については一部縄文時代の追物包含陪が破壊されてしまった可能性がある

また、1IT4区の南に隣接するill5区でも IIIl区における縄文時代辿物の発兄以前に調1tを終了してい

60 
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l.（黒嬰,ti)ライフライン1Wl:（給水設備等） 1：1tに伴う発掘，淵4き(l3l0，凋1t地点）
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図30 llI 3 ・ 4区5b庖迫物出土状況図 ($=1/100)
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図31 皿3区東壁土層断面図 (S=1/40)
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図32 皿4区東壁土府断面図 (S=1/40)

たため、褐色(i少9「'1以下の調介ミぱ夫施できていないJ

皿3 ・4区および皿区の出土迎物（図33)

182~ 194はIllIヌで収り上げた縄文時代の辿物である （図33)。このうち182~ 184はIll3 ・4区の 5

b lv1から11,It．した土杓怜片であるa 182は1V類の口縁部である。LI唇部と Ll縁{ti¥外i(iiにそれぞれ柚位の
沈線文が施される。183は机製深鉢のI-1縁部），1・で、口唇部に半管，‘|犬の押引き文が認められる。184はIX

類の浅鉢のII縁祁からllIlllii1iにかけての（成片である。185~194は、 3 .4 9円、近世や古代の辿構J」I!+.1|I

から出土した縄文時代の土器、石器である。185~ 188はVil• VIl. x類の土器口縁部片と類部から胴部
片である。189~ 191は土器の底祁であるo 189と190はくびれた平底で底部外而に木菜：｝氏が認められる n

192は安山岩製の石鏃で払部は剥離調整によって大きく扶られている。193は安山・岩製の1111石の破片で
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図33 皿区出土過物実測図 (S=1/2• 1/3 • 1/4) 
111 J 区近lit辿構J!I( 」•→ . l88 If! 3 I-<: 5 b /1'•1 : I 84 Ill 4区5b li'1 : 182 ・ 183 lil 6区古代辿構埋土： 185 JU 8ll4 li1: 186 ・ 187 
fll 9区古代辿構J.!]!.1: ： 194 nl ]31ふ古代辿構J阻I::189 ・ 190 Ill23区31杓： 192 皿25区4陪 ：l93 皿25区古代逍i／籾ll」―.： 194 

ある。194は安山岩製の敲石で、平而が台形、断面形態が歪んだ楕円形を呈する。全而に明瞭な敲打

痕が残っており、端部の人きな剥離のため蚊終的に廃梨されたと考えられる。

④ N区

JV区は、理学部3 .4号館の追路および緑地部分、南北30m、東西90mの範囲に相当する。調査区

は幅l-l.5mの水道 ・ガス配管に1月辿する施工の他に、点検口、検水槽、U字側溝、没透井戸、アス

ファルト舗装、イ ンターロ ッキング舗装などの施工に関連するもので、計41の調査区に分かれる （図

3)。このうち縄文の調査を実施したのはIV14区と IV30-2区の2カ所である。IV2~8区の没透井

戸とこれを接続する排水竹に係る調壺区は施工深度が深く縄文時代の追物包含陪に達する可能性が高

かった。しかし、Illl区の縄文時代の辿物包含府発見以前に古代の追構の調査を終了しており 、すで

に工事業者へ受け渡していたため、これらの調査区については縄文時代の文化席の一部が破壊された

可能性が沿jい。ここでは重要な成呆があったIV14区の出土状況と辿物について記す。

N14区の迎物出土状況（図34~38)

IV 14区は検水槽を設1悦するための事前調壺を目的としており、掘削範囲は東西6m、南北5.5111と

本調査地、1位でも広く、施こじ深度は3.3111と最も深かった。そのため当初から調査区周囲に矢板を打ち、

調ftと工事の安全を確保した。本調杏区の1}f.j始時点でIlJl区およびVll区の調強が終了していたため、
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図34 N14区5b陪逍物出土状況図 (S=1/80) 

古代辿構の掘j'jlj終 J'後、少なくとも褐色砂附 (5附）と黒褐色砂11"1(7 /f1)の調ftが必要と想定され

ていた ， il,ijfjミでは 1;,,,] 間が矢板で1·ft1 まれているため 、 調査区中央に東西ペルトを設け 、 1•J名を記録、 確

認しながら掘削を実施した。また。本調査区の北i!！ilには共同溝が走っており、その掘方により施工深

度である地表 1-:-3.3111まで1位乱していたJ この掘方の南壁を利11lして：I:I情を把梱しながら掘削を実施

することができた。

が1hl杏区では古代の辿構を 5aIF1 （赤褐色砂席）の上面で検出した （l`各135-7 Wi)。古代の辿構の

調引ミの後、5a II'りを掘り下げたところ、標翡約17.8mから緑がかった5b l1，1 （緑褐色{i少／ri)へと変化

し 、 本11"1 から少•;，しながら 1沿枯や石梱が出土した（図35-l0附）。llll区では5b /1••i から縄文土器が大

拡に1,1,1」．．したが、本謂膚区ではlli3. 4区と同様に少批の辿物が散発的に11,1」；するのみであった。ま

た、5b I料の辿物／1'i上レベルは調壺区北fl!IIから南11.！ll、つまり 1打川の方に向かってやや頻斜しているこ

とが分かる(|又134(i) さらに 5b}rt (I区135-111門）を掘り下げていくと部分的に硬質の砂附 （図35

-12 ・ 1 31\'•1 ) が堆梢する一方、 調介区北側の土色のみが徐々に賠くなり、縄文時代後期前菜の土器が

iili的に出I・.した，当初、この北と南の土色の違いが竪穴建物などの辿構の存在を示している可能性が

あ ったため•I別重に調ftを進めたが、後に南北方向へ先行トレンチ入れて確諮したところ、辿構でなく

南側に向かう傾斜によるものと判明した3 結果として、本調杏似では5b lf91の町立に6陪 （／火色硬質

砂lr1、11135-1 21~1 ) が薄く部分的に堆栢しており、 5 b I界の下に辿統的に7/1•1 （黒褐色砂／杓、 1~135-

14/fり）が堆栢している状況が明らかとなった 調究では、 5b g1と7IMの漸移lf,1である k(1図35-11

悩）の中位から 1：器が出」．．し始めたが、現地では両1;;1を明確に区別しながら辿物を取り上げることが

できなかった。本報位では11t,jlr-1 の出土辿物を 71蜀の出上辿物として報内する 。 本調杏区では 71~から

5 blNまでのJit利't時期が連続的であったことが示されており、本辿跡における 5bMの堆梢時期と形

成過程について名える上で厠要なデータとなった。
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1. （!．1遵さWi) ライフライン11Vi,（給水改iiii等） 1:111に伴う発掘，翡ft(1310,―↓,lft地点）
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IRlrl: iffオリープ褐色砂(llu1•2.5¥':I':i) 

19料：オリープ＇，!し色砂 (llu,,7. 5¥'3 I) 

20\•I :オリープ＇I!色砂 (llu,,7. 51'3 I) 

21M:ナリープ＇I＼色紗 (llue5Y3/2) 
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掲色砂M (f>a/d), 1r.じり気少ない．四物111J.:せず．

粒氾色砂hi(51)h1) 縄文時代辺物／i1J.:州"

U褐色砂M (f>h≫IJとIi.＼褐色砂/iii(7 JI,!) U)漸移M． 縄文時代jg物出j:h•i
比色硬1t砂M (6M)か 砂ttプロックで情成される．部分的に堆t，1する。

IIと11U)IIIIK1 

Il.＼褐色砂~ (7/l"i) fi""'1,t(/)白位と1及化物）r祝じる，縄文時代灯物人屈111J.:Ki0
廿灰色硬tt砂Jpj(8/ff) 熙遺物層

,,,.,火色l[t1砂M (8/tl) 悪遺物/l"i,」:Iiiiにやや人さめの砂位堆門
,','Iii.色硬れ砂附 (8M)＾無山4））屠，

断rfli位Ir/

妙t1プロ ックIlいじる 熙直物柑

IY-31 J;.で仄色砂>'1'1!4(9層） ． し主りの弱いサラサラの砂119.無il'l物屈
しよりの利いサラサラの砂凡熊過物暦

砂廿プ9凸ノク1昆じるK 懇遺物屈

しい）のか）いサラサラ砂)(,l 0.5-5年の暉饂じる．熙追物屈

ゅnプロ 9 ク lli じる． •ill物射

22層に項似．9.l:り1i砂1りを多く含む“!!!i1'1物屈
サラサラの砂M E砂利を少q含む 熙遺杓層

サラサラの砂ki F位に枯 l:が沈mする．摂遺わけ
サラサラの砂析 30より砂閃多く況じる．無遺物ki.

サラサラの砂Ni 軽 (i少は含む，無心物州

サラサラの砂村 砂質プロ ックill.じる，熙辺物厨

サラサラ0)砂111.31 lりやや砂尼多く混じる．男辺物凡
サラサラの砂H 懇jn物M
オリープ！！し色帖費砂le/(10層） ．縄文町1til'14況uI:崩．
・j,｝ープ！！＼色1胡t砂lilt(10,-1），縄文8}{tin物出上/ti,
サウサラの砂射 沿色砂斑に人る．煕i1'l物M,
サラサラの砂hi 煕心物hi

図35 N14区東西ペルト北壁土層断面図 (S=1/50)
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図37 N14区10阿氾物出土状況図 (S=1/80)
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図38 N14区5・ 7 ・ 10府出土迂物垂直分布図 (S=1/50)

7 11'1は調壺区の北半から南側には緩く 、南西側に向けて強く頻斜していた。 7)竹直下には8陪 （青

灰色硬質砂1,：4)が堆梢しており 、この爵の上面が白川に向かってドがる傾斜部を形成していることが

分かった (|又136傾斜部）。 この傾斜はVll区南西端でも確認されている。7IMからは縄文時代後期前

業の七器、石器、土製品、動物骨が出土しており 、特に調査区南西隅の傾斜部には辿物が密集してい

る様子が見受けられた。調査区北側では川原石やその剥片なども多く出土しており 、現地で石囲炉な

ど辿構のイil!！しも検証したが、明確な辿構は見受けられなかった。上器片の多くが完形に近い状態まで

復元できないことからも 、その多くがすでに破損した状態で調杏区周辺に廃菓されたものと考えられ

る。」；器の接合状況をみても 、北から南あるいは南西側に接合する土器片が散見され、一部の土器片

が廃梨後に傾斜部へ流れ込んだ、あるいは捨て場として傾斜部を利川したと1(i；測できる。また、注目
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図39 N14区5b陪出土迫物実測図 (8=1/2・ 8=1/4) 

すぺきは 1•器）＇戸転川錘の出 上位 iiりである 。 本調査区からは士器片転）l l錘が 8/.(,'I', 1-.している。これら

は各短辺に快りが設けられており 、紐などでお互いを緊縛して使川したと考えられる 8.I.’:［中4点は

現地で出t（立iiりを記録できており 、その全てが調査区西側、i頃斜部のやや北側の20cml川）iの範囲に集

中して出土した (I文136-248~250・ 252)。この出土・状況は偶然とは行い難＜ 、 1:器）t転IIl錘が紐で緊

縛されたか、あるいはまとめて廃梨された状況を示す。

7)料の調在終［後、北側の投乱掘方壁面において、さらに下）丙から1灌恰片が出 I・.したことを受け、

調壺区北東開に lmxlmの先行トレンチを入れ、縄文 t}店の行無を改めて確認した。81¥、1の下位に

は川底砂に似た9/iサ （灰色砂礫膀）が60cm程堆栢しており、中央の束西ベルトを残しながら調杏区

全体を掘り下げたところ 、 さらにその下の10)名（オリープ黙色粘質砂l1'1) から少•}，しながらも上器や石

器、動物竹などの辿物が出十．した。これにより、本調査区では3つの縄文II.『代の追物包含）竹の存在が

明らかとなった。全十．）t1の縄文時代戦物の匪直分布を図38にぷした＿5 k‘,1、7l,：・1（漸移！杓含む）、10

／約の辿物の出 I:レベルには一定の空白があり 、いずれも北からjy.jへ傾斜する形で堆梢する状況が確認

できた。全」ご!悴|illの上器片接合作業を実施したが、各土1,1内でのみ十．器片が接合したことからも 、本

調ft|かの I・．悩は 1.:.|、・ヘの辿物の混ざり込みがほぼなく 、安定した堆梢状況を保って Vヽ たと1(（ti!！Ijされる。

l0)r{iの辿物収り上げ後、施」―-．．深度（標邸15.8m)までさらに一部を11叫りドげたが、911,‘,1に類似した砂

礫）料が堆梢するのみで土器）いなどは出土しなかったため、調4渇を終了したc

本調イ油＜．．では明確な辿構が検出されなかったものの、3つの辿物但含li,1が検出された。初期には）II

に1iりかってなだらかな勾配を持つ河岸段丘の平坦而が形成されており、その I．．に」灌片や動物骨を廃梨

しており 、当該調杏1ズが生活阻に含まれていたと批測できる。10)（りのil[|-.に堆梢する川底の(i少陛にも

似た91,：1は、 m21iでは基盤陪の一つである11}罰を削るようにして堆梢している 9/i、1は皿 2区、IV
14区、 V11 I!-:、V13区で確認されており 、附（立的にもレベル的にも対l心していることが分かる （図

4) 縄文II寺代後期のあるIIが期に大雨の影牌で白川が氾濫し、すでに形成されていたiIIfi壮段丘を削り

つつ堆梢し、一時期の間、m2区からIV14区の付近まで、白川の本流の一部となったか、あるいは支
流が形成され川底になっていたとみられる。その後、水が引いていく過程で、忽斜1(1i(81,1i上而）が形

成されたc 辿物の•：代からも 71約1の段階においては 、 店住空間は本調釦夕；からそう辿くない位1iりにあっ

たと椎測できる,., 7 1,1ド面で検出した傾斜部から傾斜部手前にかけての辿物の染中部は、1，叶仕域の周

縁であり傾斜部でもある本調壺区）月辺に日常の生活迎具を廃痰したことで形成されたと考えられる。

詳細な辿跡の形成過程ついては総括に譲りたい (pp.104~109) 
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図40 N14区7屈出土土器実測図 1(S=1/4) 

N14区の出土迫物（図39~45)

195~ 199は、Nl4区5b J名の出士辿物である （l区139) 195、197はW類の鉢あるいは浅鉢の破片で

ある。195は口唇部に1条の沈線文が、口緑部には刺突文が施される。197はII緑部から胴部にかけて

の府料で、頸部と胴部の税に強い稜が走る。口唇部には刺突文の2条の沈線が、）桐部外面 l・・半には縄

文が部分的に施されている。196は小型の鉢の底部片で、全体にlifきが人り 、平底を昆する C 199は安

山岩製の石Jlllの半欠品である。製品中央には明瞭な敲打：／jiが残る

200~233は、Nl4区7／界の出土上器である （図40・ 41)。200-207は Ia類の17縁部片である 200 

は波頂部に向かって口縁部がやや膨らむ波状口縁で、頂部中央に刺突文が2段分、その端部から数条

の沈線が横位に巡っている。さらに、くびれた頸部から胴部上半にかけては沈線による斜位の格子文

が施されており 、その下端に刺突文が横位に並ぶ。201は波状Ll縁のLI縁部片である。やや1駁みを持

つ口緑部の上端に斜位の短沈線が辿なり 、その下に短沈線とは逆方向の斜位の沈線文が連続して施さ

れる。202は口縁部端部に細沈線が2条走り 、その下に長さの異なる縦位の沈線が交互に施されてい

る。他と比較してやや器壁が薄い特徴がある。203は粘土を張り付け1豆みを持たせた11縁部に 2条の

沈線を走らせ、頚部から ドには縦位の沈線が施される 204はゆる＜外笥するII緑部に刺突文と斜位、

横位の沈線による文様が施されている。205はややl)、Ji窃する 「1縁部に横位と斜他の沈線が施されてい

る。207は朝顔状に開く口縁部に単沈線によって文様が施されている。208は頸部から胴部にかけての

土器片で、口縁部が上端から広がるとみられる。頸部近くに命1位の短沈線が連続的に施され、その Iマ
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図41 W14区7層出土土器実測図2 (S=1/4) 

に刻1=1突術文が1条巡る 刻日は二枚貝の復縁部を使用している,,209、21(）は Ib類の深鉢の口縁部

から1l|iilifIII一半の（波片である 頸部がややくびれており 、内外1f1iにゆるい稜線を持つ I I緑部は緩く広

がり 、波頂部ではやや内約する特徴があるJ 口縁部」．．端に2列の刺突文が並び、II唇部には短い沈線

が1ないし2条施されている。
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211~216は11類の口縁部あるいは胴部片である(|翌141)。211は波状LI緑の深鉢である。類部が緩く

くびれ、口縁部がやや内符しながら立ち上がる。波l[i部内而のLI唇部には刺突文が施され、 II緑if|iに

は2列のl.'.!.I点文とその下に刻目突僻文が施され、彼頂i,il1に向けて刻11突幣文が斜めに伸び交狡する。

212は深鉢の胴部下半である。llInl部には刻目突術文が横位に 1条施されている。213・ 216は口縁部片

で、上端に刺突文が施され、やや間をあけて刻1=1突幣文が横位に 1条走る。214は波頂部片で、内而

と口縁部上端に刺突文が施される。II縁部下位には亥Iln突幣文が1条施され、 l―n部ではこれが三fiJ形
状に張り付けられている。215は口縁部から胴部の府料である。波泊部は小型の台形状を早し、その

n唇部と内面に刺突文が施される 。 日縁部 1-•端には刺突文が並び、 やや間をあけて刻目突幣文が 1 条

並列する。波頂部では刻l]突幣文が縦位に伸びるが、やや粗雑に張り付けられている。217はIb類

の鉢と思われる。口縁部上端やや下に刻且突哨文が1条走る。218はLI緑部片で、 1.J緑部上端に 2股

に分かれたエ具で刺突文が施されている 。 219、 220は1V類の胴脊II片である。 219は球形に近い胴部 1;•

半に縄文が施され、沈線文によって区画されている。220も胴部下半の一部と息われる 純文が施さ

れ、沈線文によって区画されている，文様内fIIIlには赤色額料が付殆していた。221-223はX類のn緑
部である。いずれも条痕後ナデによって調整された非ll製土器である。224は小型の深鉢の1_1縁部から

胴部である。口縁部はバケツ状に広がっており 、口唇部には刺突文がほどこされ、それにより LI縁部

上辺が波打つ。225~233は土器底部片である。225~230はくぴれた平底の破片とみられ、このうち

230は木業痕が認められた。231はギ底で胴部に向けて器壁が広く広がる。232・ 233は翡台を持ち、底

がやや立ち上がる。233は表面が部分的に剥離した机製土器である。

234 ~ 246 ・ 263はIV14区の7附から出土した石器である （l図42・ 43 ・ 46-263)。234-242は安山料

製の敲石である。238以外はいずれも手になじみやすい形状をした川｝瓜石を用いており、対象物の7‘.

に台石を附くなどし、敲くことでできた敲打痕が残っている 形態は長い棒状のものと、桁円形状に

近いものがあり 、多くの場合、小口に敲打痕が認められる。234は1訴面が隅丸方形状を里する長い1奉

状の安山岩を用いている。 両端部と長辺の一部に明瞭な敲打・1J.iが認められる ．） 235は扁半のt•i11 j形に

近い安山岩を用いている。両端部の広い範囲と、端部から側面にかけて幣状に敲打痕が認められる

236は断面が隅丸方形を呈する長い棒状の安山岩を）llいている。両端部に顕著な敲打痕が認められる

237は面長の自然石を用いており 、片側端部に顕著な敲打痕が認められる。238は敲石、あるいは（；i女石

を用いる際の台人石として用いた後、敲石として川いられた石器と考えられる。半liri形態は扁平な桁

円形を呈し、全体がやや風化した安山岩と息われる自然石を川いている。その片『fj中央には敲打痕が

顕著に認められ、縁辺部にも幣状に敲打痕が残っている 239は小型の安山岩を川いており、両端部

に細かい敲打痕が確認できる 240は平面形態が楕円形を呈する扁平な「1然石を）llいている ）目側端

部に敲打痕が残り、裂而は一部剥離している 241はやや扁‘lLな球状の自然石を）l］いている。両端部

に敲打痕が残っており 、片側は敲打痕跡が著しい。242は240と近い扁平球形の安山岩を川いており 、

片側端部に明瞭な敲打痕跡が残っている0 243、244は安山岩製の廂石である。243は片I[i端辺に明瞭

な研磨面があり 、その裂側に不明瞭な磨痕が認められた。244は片側に 1而、反対の而に2面の｝杵痕

が確認できたe いずれも具（本的な使川IIl途は不明である。245・ 246は（i少岩製の砥石である 245は、

片而に自然の剥離而が残っているが、もう片而は全而を研いだことによ って平坦面を形成し、その1ii

には幅約 1cm程の溝状痕が2条並ぶ。また、残存している縁辺部も使用によって平坦面を形成してい

る。246は片側がすぽまり 、片側が広がった略三角形の砥石である。前者の頂部が敲打によってやや

欠けているc 全体に研磨の使）Tl痕跡がある。263は玄武岩の剥片である。緑辺部を剥離することで全

休を成形しているが、細かい剥離調整などは認められない。掻器の未製品の可能性があるC・
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図44 N14区7層出土土製品実測図 (S=1/2)

247~254はIV14 l!i. 7 /1'1から出土した上器片転）廿錘である（l又144) 小 /~I！の L:器片を liJf)料し平面形態

を略艮）j形に1登えている 法絨は長さ3.25~4.Scm、幅l.9~2.4cmにおさまり、その両短辺にV字4)＜

の扶りを各 lつ設けている。この扶りに紐をかけ、緊縛するなどし、漁榜川の網の錘などに川いたと

考えられる 247-249は長辺中心に欠けや傷が入るものもあり 、あるいは I・字状に紐を緊縛したと推

定される 252~254は表面に沈線文や縄文が残ってお り、253には赤色頻料が付杓 していた これら

はIa類あるいはIn類の上器片を再利用したものと考えられる IV 14区でII,1,-.した 1沿炸片転）11錘のう

ち、 248~250、252の4.1位は現地で出土位四を記録できており、これらが晶lft1£南l’りの傾斜部上端20

cmll・り方の範I・／t|から出上したことが確認できた。現地でJ.ill納上坑など逍構は確認できなかったが、まと

めて廃菓されたか、紐などで縛られた状態で廃梨されたことが」i(；測できる ,~．器片転用錘は九州地域

でも出土例が稀だが、大学構内逍跡では9911調脊地点で発見されている
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図45 N14区10屑出土土器実測図 (S=1/4)

255~259は］＼f141メ：10/Mから出土した土器片である（図45)。255はIb類と思われる深鉢土器の口縁

部から胴祁であふくびれた頸部を持ち、口縁部がやや内消しながら外側に広がっている。LI唇部に

は刺突文が打たれ、 LI縁上端部が鋸1切状に波打つ。 また頸部付近には横位に俯状のl~ Iみが認められ、

刻11突幣などの粘上紐が付滸していたものが焼成の段階ではがれた痕跡と考えられる。256はX類の

口縁部である.,257~260は土器底部片で、258はくびれた平底で、脚部外而に下から上方向への削り

が認められふ 257は底部外面の一部に細かい単位の凹みが認められる。259は平底で、胴祁に向かっ

て器壁が広がっている。

N区の出土迫物（図46)

260~262、264~281はIV14区以外の調査区から出土した縄文時代関連の追物である (|図146)。この

うち273・ 274 ・ 276 ・ 281はIV30-2区の5a陪から出土した土器である。273は1I類の波頂部片と思

われ、刺突文が内外而に施される。274はVI類の口縁部片で、断而三角形状のu縁端部外而に縄文と
2条の沈線が施される。276はllllあるいは台付I1l1の破片で、LI縁部内而に縄文が施される。281は台石

の破片で、片llllに1111部が、反対側は長期間の使用によるとみられる間接的な）藉痕が認められた。275

は1V291凶5a INより 出土した1X類の口縁部片である。

上記4、9!,＇：以外はいずれも］V区の批乱 (l附）、3陪、4陪、古代辿朴Ii.Jill上などから出」こした辿物で

ある。260~262はIV14区4/¥11から出土した。260は口縁部片で、端部に3条の沈線が走る。261は1X類

の口縁部から頸部にかけてで、表而全体が磨きによって調整されている。262は1X類のll|ITj部下半で、

表血全体が崩かれている。264は1V3区31円の出土で、山形押捌文土悩の胴部片である。265はlVlllK

3/f,1の出上で、 T a類の彼頂部片である。1頁部は2股に分かれ、口緑部に並行して沈線文が2条巡る

と息われる。266・ 267はIV21凶41円の出土で、 1X類の口縁部である。「1縁部が大きく外側に広がり、

267は11緑部外1r1iに2条の沈線が施されている。268はIV4区4陪で出土したX類のLI緑部）ヤである J`

269はIV51~~ 4 1,1で出土したVl1類の口縁部片である←「く」の字に立ち上がる口緑部外側に2条の沈線

が施されている。270はIV3区4附で出土した胴部片である 胴部が膨らみ断面が三角形の高い刻目

突幣文で、 Il類十．器とはその様相が異なる。271はlV6区古代辿構期 1：出上のX類土器胴部である-

272はIV10-2区41,1出土で、X類土器胴部である。
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図46 N区出土追物実測図 (S=1/2・ 1/3 ・ 1/4) 

lVl4区7l\'•1 : 263 IV29I><―.5 a /1・・1 : 275 1¥130-2 ll 5 a l1'1 : 273 ・ 274 ・ 276 ・ 281 N 14区4/[~ : 260~262 JV l区411'1: 279 
I¥12区4/(1 : 266 ・ 267 IV 3 I人―.3l1'1 : 264 IV 3 IX: 4 IM : 270 IV 3 j-:<：古代辿構埋士 ：280 IV 5区4l1'1 : 269 

IV 6 It：古代辿構狸士 ：271 IV 7|メ:3/1'1 : 278 IV 7 I,(4 /1'1 : 268 IV I l Iを撹乱： 277 IVll区3/~1 : 265 IV 10-2 Ii,1 l1•1 : 272 
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図47 V11区7層迫物出土状況図 (S=1/200)

⑤
 
V区

V区は、本調査地、1ば南東にあたり、自然科学研究科研究棟 ・実験棟の東から南にかけての追路およ

び緑地部分、南北87111、東西l07mの範囲に相当するJ 調森区は1|liil~l.5mの水道 ・ガス配管に関辿

する施工の他、U字側溝、投透）1戸、アスファルト舗装などの施工に関辿するもので、 1汁33の調査l区

に分かれる （図3)。このうち縄文の調査を尖施したのはVll区と V13区の 2カ所である ，V1~10区

の浸透井戸とこれを接合する排水管に係る調究区は施「．深／虻が深く縄文時代の辿物包含/Mに逹する可

能性があった。 しかし、これらの調査区はIII1区の縄文時代の辿物包含！悦発見以前に古代の辿構の調

究を終了しており 、すでに工事業者へ受け渡していた。V9liの南側から白川方而に向かっては現代

埋土が駆＜堆栢していたため、Vl~Sについては地表下l.5m程まで煎機によって掘削し、その下

に近世や古代の辿物包含肘を確認している。他の調壺区とは堆梢状況が大き くり［なるため縄文時代の

包含倍が存在しないか、あるいは到達しなかった可能性も捨てきれない。ただし、 VLOI区については

縄文時代の文化附iの一部が破壊された可能性が翡い。また、 Vll区では6/1，1（灰色硬質砂IM)のドか

ら土坑函と配石蒻とこれに伴う縄文人骨が発見された。縄文人骨の発見は、本調究地、1,',1：を内包する！且

髪町追跡群でも初めてのことで、最も煎要な成果といえる。ここでは重！災な成呆があったVll区と V

13区の辿構と辿物出土状況と辿物について記す。

V11区の調査経過と出土状況 （図47~51)

vu区は旧5区と VlO区の没透井戸同士を接続する排水符の設iitiをn的としており 、掘削範間は幅
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図48 V11区拡張区北西壁土府断面図 (8=1/50)

約1.5m、長さ約25mの北東 ・南西方向に長い，凋在区である（l又147)。）j征l．．深／文は2.2~2.4mと深かっ

たが、当初は古代の辿構の掘削後に工事側へ受け渡す予定だった。 しかし、Illl・2区の調壺成呆に

より 、Vll区でも少なくとも 5lr4 （褐色砂l"1)と7)1,1（巣褐色砂）＇， '1)の調介が必要と想定された。川

3・4区では調究而栢に対して士喘片が放点であったこと から、白川に近い怜jilllでは51,:,1の辿物包含

附の辿物内蔵拡が少ないと想定し、本調杏区については51,.、1を重機にて掘削しながら』飢1t員が:［甘揺の

有無を確認したが、辿物は得られなかった。また、5111のjl'［下に堆栢していた61I、4(/1託色硬質砂If’1)

についても 、皿 2区の調在で無辿物）悦であることが確認できていたため、町蔑による1J:1li'iりをおこなっ

た。6陪を除去すると 、 F位から 7)円 （黒褐色砂l,；,'))が検出されたため、調究1/北束端を掘り下げた

ところ 、 籾塙約17.00m で縄文時代後期前染の土器） ＇l•ゃ石悩が出」：した ( l'XIL18-23) u 

71将の掘削に入ると 、調布1凶中央付近に10-30cm程の大き さの川）！；［1iが列状に並んだ状態で検出さ

れた。また、さらにそのlm程南西側では11I|i乳類の四lj必廿が検出され、他の調杏柊．と様相が異なった。

この四肢骨が人間の骨である可能性を考え、‘序真を4蔽影し、形質人類学者に確泌したところ、人ヽけで

あるとの解答を頂いた。1'}は非常にもろく、検出した時Iりからすでに風化し始めていたため旱忠に収
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り上げる必要があった。そこで、土井ヶ祇辿跡 ・人類学ミュージアムの松下孝幸氏とNPO法人 ・人

類学研究機構の松下兵実氏に依頼し、他の調1'tと並行しながら人骨および硲の調査を実施した。

STOlと名付けたこの蒻の人骨は上半身が調査区外に広がることが分かったため、人骨と羞は全体を調

査するために熊本市文化振輿課にLIIii'i、許可を取り、 2X2mの拡張区を調査区北西側に設けた。拡

張区では古代の辿構調壺後、 5/(,'iから 6府を人力で掘削し、 7肘上面で土坑墓の平而プランを確認し

た。人骨の出土状況と土坑墓の記録を実施した上で、人骨を取り上げた。一方、 STOl人骨の調査中、

その約lm北東側に検出された配石の内側にも人骨らしき四肢骨が検出され、こちらも蒻であること

が確認された。本硲をST02と名付け、その調杏のために拡張区をさらに2.6111北米方向に広げた。こ

ちらも 5、6陪を人力掘削し、7陪上面で配石函の平而プランを検出、 人骨と配石磁を実測と三次元

計測によって記録した上で人骨を取り上げている。また、 ST02の西側には拡張区の壁にかかる形で

半円形の平面プランと人骨の四肢骨の一部が検出された。この硲を ST03と名付けたが、施工範囲I外

であったため調査は実施しなかった。磁は4x2.5mの狭い範囲に3基存在することから、蒻は単体

で営まれたのではなく 、磁域という空間として利川されていたと考えられる。出土状況から硲は北東

側や南西側には広がらないが、北西側あるいは南側に広がる可能性がある。

ここで蒻の形成1時期に関連して調査時の粛要な見解を記しておきたい。各硲は縄文時代後期前業の

辿物包含陪である 7府を掘りこんでいることが平而ゃ土／名断面で確認できた。また、T類やII類の土

器の一部が7陪に食い込むことを土屁断面上で確認している。そのためIi1位学的には711,91の形成以後

に硲が形成されたと想定されるべきである しかし、現地で確認した土器の出土、状況からすると 71悦

の土器の堆梢時期と磁の形成時期に大きな差はないと判断できる。なぜなら 7lr,'1として取り上げた辿

物の多くは、 7陪 （図48の231悦）の中でも上位あるいは61科 （灰色硬質(i少府 ：図48のl6/r1)と7/悦と

の罰理面で検出されたためである。この土器の出土状況から 7附は当時の地表而を形成していた土1悦

と考えられ、その地表面には辿続的に土器などが廃梨あるいは設附され、砂粒の移動などで薄く包ま

れていたと想定できる。そこに 6／界が短時間で堆梢し、全体をパックしたために本調査区のような堆

梢状況を形成した。後述するが、 61粋はある時期に白川が氾濫して冠水し、水が引いた後に残った堆

梢砂である可能性が極めて翡い （本；1l':pp.90~95)。現地における辿物の出土状況から、 7Ir')で取り

上げた迫物の多くは硲の形成時期とあまり時期幅がない、または一部辿物についてはほぽ同11抒期であ

ると判断した。また、硲の周囲にはm類の土器がまとまって出十．している （図49-301、302、305)
他の調査区と比べてもVll区の北半では皿類が多く出土しており、蒻域の周辺にこうした縄文の施さ

れる鉢がまとまって出土する傾向は偶然とは考えにくい。 これらも 711'°1の上而で検出され、 61~1 に

パソクされていたことから、副葬品とは断定できないが臨と関辿している可能性を考慇しておくべき

である。

調壺終了後、このST02の配石臨については大学の施設担当者と工事業者との協議をおこない、エ

事の設計変更によって現地で保存することができた。今阿の調森で洞窟でも貝塚でもない平野部に人

骨が残っていた理由として硬質砂屁の影号限が考えられたc 人骨を取り上げた松下孝幸氏による と硬質

砂附が駆＜堆秘していた箇所は人骨の残りが良い状況があったという。ST03人骨の他にも人骨が残

存している可能性があり 、すでに調査区内の硬質砂li!iを完掘していたため、人骨を保存する[|的で調

査区周辺に石灰を散布した上で埋め戻しをおこなったc

このほか、本調査区南西端から 5m程の位低で、 7/f7の掘削途中で幅約1.6mの硬化面を検出した

（図47硬化而）。しかし、土附断面では明確に確認できず、8lr1（守灰色硬質砂lfイ）上面が検出されて

いた可能性が否定できない。また、 7W1の掘削途中で調査区南西端において色調の異なる土陪の堆栢
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図50 V11区 ST02配石墓実測図 (S=1/25)
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II リ！髪lti地いの，,I,'，)ft

を確腔した 7 9円の下部にあたると思われ、やや色調が明る＜ 、上壌を飾ったところ 5mm以ドの細か

い動物竹片を抽出できた 本土/1りを掘削すると、下/Mにあたる 8Jf’t|・-iiliが白川方向に1｛りかって傾斜し

ており 、その傾斜部に堆栢した Lであることが判明した （図47傾斜部），この傾斜部は[V14区でも検

出できており、河岸段丘の緑辺である可能性が翡い

ST01 

STOlは検出面で縦188cm、IllhillOcm以上、深さが25cmの土坑磁である （図49・ 511,~) 土坑墓は 7

層を切る形で掘りこまれており 、拡張区において 7)Ìi上面で平ritiプランを検出することができた、平

面形態は桁円形で、浅いレンズ状の掘方を品する。ただし、砒形成から 6}習の堆梢までの間に撹乱を

受けていることが土！円によって確認でき、 1：坑沿数の1辛if!!IIは平而プランを明確にすることができなかっ

た。磁埋土中には扁平な1「J礫が数点出土しているが、硲との関係性は不明である このうち人骨頭部

に隣接して検出された角礫は人骨そのものが9以位附から大きく動いていないことから、被葬者埋葬時

点で辿くない位i性に配附されていた可能性がi:jい 人骨の詳細については松下孝乎 ・真実両氏の報告

があるので、ここでは概略のみ述べる。人骨の埋葬姿勢は仰臥Iili}］支葬で、頭位は西向きである 男性．

の壮年で、人骨の辿存状態は良好ではない。9応條の一部、 卜顎骨、両腕、両大腿骨とん側下腿が検1,1,1

されたが、'(iff!I]下腿が梢失しており 、右前ll宛が 1‘'半身に近い位iiりにあるなど埋葬時の状態を保ってい

ない骨がある 。 この点は土坑硲の南側が似乱 さ れていることと i夜令性が取れる (., 」•坑蒻の埋土中から

は数点の上器）iが出土したが、墓に関連するものかは4＜明である (I如149-301 ・ 302) あるいは墓の

掘削時や埋土の埋め戻しII寺に 71f4から混入した II［能性•：もある 。 また、 1：坑埋土を現地でlllInメッシュ

の飾で振るったが、その他辿物は検出されず、 hiIl診ド品は持っていなかった。

ST02 

ST02は検出而で縦175cm、1111,¥125cm、深さが28cmの上坑を持つnMi硲である (I又1'19・ 50 ・ 51右），

土誇断面で確認すると土坑輻160cmが見込まれた（， 1．．坑は 7)f1を切る形で掘りこまれており、 7l¥'1 

上而で'|勺f1iプランを検出することができた。平1(1i形態は東西に1もIlIIを持つ楕円形で、 1．．坑北西側でや

や膨らみ、STOl上坑邸に比べて深いレンズ状の枷切を持つ。土坑／hll)l1には安山内をt1本とした10cm

から30cm程の川原石が21~23程度、土坑掘方緑辺へ桁円形に配iiftされている。石は腋然と栢まれたJ易

所と隙間が空いているところがあるが、ほぽ詞レベルに栢まれており、原位附から大きくは動いてい

ないことが分かる。土坑埋 I-．は2/［りに分かれており、上坑を掘削してから被葬者をjII!，非し、一度埋め

戻し、被葬者を囲うように石を配附した後、さらに士を被せたか，徐々に凹みに砂が堆栢したとすii:ijllj

される。Jvi'}の詳細については松下孝幸 ・具実両氏の報告があるので、こ こでは概略のみ述べる。人

骨のJ且拌姿勢は仰臥で、大腿i'i・が大きく開いた）ili)j支葬、頭位は西1i1Jきである。女性の；II：年で、人骨の

辿存状態は良好ではなし‘一頭盗、両側銀骨、 j1l1jI・，腕竹、両大）］退骨などが検出されており、埋葬当時の

状態をほぼ保っていると考えられる 。 埋土中からは数点の土器）iが出 I·. したが ( 1·~149-290) 、墓に関

辿するものかは不明で、71f’1からのijもざり込みのIl［能性も拾てきれない。ただし、先述の通り 、墓周

囲から出上しているIll類こl沿；｝は磁と関連する II［能性がある また、 上坑埋土、人‘ti・足元近くにイノシ

シの下顎部）「が検出されたが、こちらも1如］辿性は小明である 」：坑JIit上の土を 101111メッシュの前iで全

て振るったが、その他辿物は検出されず、 /i{lj葬品は持っていなかった

V11区の出土逍物（図52• 53) 

282~309はVll区7lr1で出 I・.した土器片である（図52・ 53)0 282-285はIa類のI-1縁部あるいは

胴部片である。282は胴部がやや膨らみ、類部で強くくびれ、 II縁部が外反する。1|l:政部には4条の

沈線が横位に施されている 283は波状Ll緑の一部で、頸部はやや くびれ、口縁祁がゆる＜立ち上が
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る。口緑部から頸部にかけて斜位と横位の沈線と刺突文によ って文様が構成される 11唇部にも刻目

文が認められる 284は短沈線が2列、連紬して施されている 285は口縁部から）l|吋部下半にかけての

骰料であふ器壁が胴部からバケッ状に広がり 、口縁部で直 ÌLぎみに立ち上がる I I緑部から胴部上

半にかけて、命1位と横位の沈線によって文様が施されている。286はIb類の波頂部である。口縁部

はやや内約しながら立ち上がり、上端に駆みを持つ。この部分と頭部に刺突文が施されている。287

~290はIl類の11緑部あるいは胴部片である,287は器壁が）l|粒・|；から1_l縁部へわずかに広がりながら立

ち上がる。台形状のわずかな膨らみを持つt}支状「I縁で、「1唇部と妓頂部内面に刺突文が施される。ま

た、口縁部に並行して刺突文が横位に 1条、やや間をあけて刻11突僻文が並列する この亥lj11突術文

ぱil支頂部で縦位2条に伸びており 、横位の亥ljI―1突帯文と異なり 、突幣の左右に刻Hを入れているc さ

らに刻目突幣文の伯下に 1条、やや間をあけて 1条の刺突文が施されている。本狩料は、lll2区9陪

の士器片との接合ft料である。 288・ 289はいずれも 口縁部片で、II縁部の上端に柚位に ．L条の刺突文

が施され、やや間をあけてもう 1条刺突文が並列する。290は11緑部から胴部下半にかけての土器片

である。胴部から17緑部がバケッ状に広がりながら立ち上がる 11縁部の上端には横位に 1条の刺突

文が施され、その下に刻□突術文が施される また本骰料には縦位に 1条の沈線が走ってお り、この

85 
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部分を波頂部として図而を複元した。291~293はX類の11緑部である。このう ち291はII縁部がやや

膨らむ。294はJI]しあるいは鉢などに付随する把手と息われる。形態はV字形を呈し、沈線文と刺突文

によって装飾されている。295~300は土器底部である。295~ 298 ・ 300はくびれた平底で、底部外面

には木葉痕が残る。299は断面の位骰によりくびれたギ底である。301~309は1V類である＾このうち

301と302は墓の周辺から出 t.している。301は胴剖1から頸部にかけて緩くくびれ、 II緑部にむかって

やや外湾する。文様幣がLI縁部と胴部に分かれており、やや肥｝騒した口緑部全体に縄文が施され、ロ

縁部に沿って横位1条の沈線文が走り、波頂部付近では対向弧文が並び、中央に孔を穿つような深い

円文が施される。また、 Jl[ii]部には沈線によって鉤手文が施されており、その文様内側に縄文を施そう

としているが、部分的に外側にも飛び出している。沈線施文後に縄文を充坦しており、はみ出した縄

文を庖り消したような痕跡は認められない。302はlllij;i|；下半から底部にかけてのft料である。底部は

やや丸みを幣びた平底で、怜怜墜が胴部上半に向かって大きく広がる。）l何部下半に沈線による区画が設

けられその内側に縄文が施されている。また、文様区両内には赤色頗料が付豹している。303は口縁

から底部までが残存する狩料である。底部は平底で、 11縁部にむけて胴部がバケッ状に広がり、上端

でやや内湾ぎみに傾< |l縁部の文様構成は301と類似しており沈線で区画された口縁部上端に縄文

が施され、口縁部に並行する横位1条の沈線文と対1句弧文に近い短沈線が施される。文様を区画する

横位の沈線は波l11部の位附で胴部に向けて鉤状に展liilしており、その内側に縄文を施すが、文様区画

外に縄文がはみ出しており、 J岱り消された痕跡がない（9 -i皮頂部を中心に左右胴部には沈線文と凹点文

によって縦方向に区画が設けられ、その内側にも縄文が施されている。また、底部付近にも沈線が横

位に 1条巡っているとみられる。文様区画外の）lril部の空lJIは細かい磨きが施されている。304は口縁

部にやや膨らみを持ち、沈線文と刻目によって装飾を施している。305~309はIV類口縁音11あるいはll|可

部片である。沈線によって文様区画がなされ、その内ifiiに縄文が施されるものと、これに加えて赤色

頗科が付箔するものがある。310は土器片転用錘である，本調査地点の骰料の中では小刑だが、縁辺

全体を祖く研磨することで整形しており 、短辺に扶りを設けている。

V13区の出土状況と出土逍物（図54• 55) 

V 13区はヘリウム棟の南西i[lILu字側溝の排水を没透井戸の排水管につなげるための排水管の施工
に係る工事で調究を尖施した。幅 lm、長さ8.3mの束両に延びる調査区で、施工深炭が2.2mと深い

ため古代包含／科である 4 ),,•,1 （馬褐 色砂／僭）の掘削後、 5/11（褐色砂熙）と 7/f1（黒褐色砂／存））の掘削

をおこなった (I区154・ 55)。5I0:-1では辿物が出土せず、7/Mでは数点の土器片と1i甘枯が出土している。

本調査区では基本土It4は、 1 I＼芍 （表土）の下に昭和28年の白川大水害による灰白色{i少附 (2I杓）、暗

褐色土居 (3翔）、黙褐色上/fl(4陀）、褐色砂l円（59「'1)、灰色硬質砂陪 (61科）、71名 （黒褐色砂

陪）、そして9附 （灰色砂礫培）のIIIliに堆秘している 本調査区ではこのように基本土l竹が明確に堆

栢していたため、上壌サンプリングを実施しており、後の分析に活用した。

311はIb類の士器片である。辿続刺突文が2列並んで施されている。312は安山岩製の1科石で敲石

に二次利用したとみられる。扁平な円形で、縁辺に;m=状に敲打痕が広がっている。

V31区の土層堆和状況 （図56)

V31区は南地区学生会館の南東端に位附しており、本調査地点で最も白川に近い楊所に設けられた

調査区である（図56)。調査で縄文時代の辿物包含k・1は確認できなかったが、1何位に関して巫要な情

報が得られたため記載しておきたい。本調壺区やVIえ1~ 8の土附は地表下約1.5~2 mまで現代の

盛土 (l層）が堆栢していた。盛土内からは近代瓦やガラス片など塵芥が多く認められることから、

明治41年の熊本邸等丁業学校設立以降に、ゴミ捨て楊として利用されたか、あるいは焼夷弾などが出
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図55 V13区西側北壁土屑断面図 (S=1/40)

上するため戦後になって整地されたとみられる 近代盛土の下位には、近JII:・近代の辿物包含陪であ

る31~'1 (II存褐色土）と古代の追物包含lf’1である4料 （黒褐色土）が堆秘しており 、I ~IV区やV区の

北側の調在区と比較しても川に向けて深く落ち込んでいることが分かる。その下には5b陪 （緑褐色

砂lr1)、そして6陪 （灰色硬質砂/M)がJiHj'iしており、こちらも他揺l1t区と比ぺて数 l・cm低いレベ

ルで検出された。本調査区の5b lf-1からは辿物は出士しなかったが、北側に隣接する＼11区では5b 

lf1からl¥I類の土器口縁部片が1点出上している （図57-317)。1V14区でも 5b /r1から1¥I類の土器片が
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図56 V31区北側北東壁土層断面図 (S=1/40)

確認されており、明確ではないが両土陪が対応していると考えられる。この調査区の成呆によって、

白川に近い位1性では基本土界に大きな変化はないが、より低位の河岸段」王が存在しており 、川に向け

て地形が大きく 下がっていたことが判明した。

V区の出土迫物（図57)

313~324は、VllI：{と Vl3区以外のV区調壺区から出土した辿物である。このうち317はV1区の

5府で取り上げたW類のLI縁部から胴部である。口唇部には2条の沈線文が走り 、胴部には沈線に

よって鉤手文が施されている。313はV20区4府の出上した Ia類の口縁部である。口縁部に3条の

沈線が施されている。314はV区の出土地不明品である Il類の波頂部で、Ll唇部、口縁部内外、に

刺突文が、i`如11部に向けて刻目突帯文が施されている。315はV9区4/('1で出土した17縁部片である。

315はlV類の胴部片で球形を呈しており 、数条の沈線文で区画された内側に縄文が施されている。316

はV31区4/f1からの出土で、口縁部が緩やかに広がり 、端部に1厚みをもち、LI唇部上面に刺突文が施

される。318はV21区4lr1からの出土で、lX類の11緑部である。強く粥1111した頸部から口縁部が大き

く外反し、端部で「く 」の字に立ち上がる。「I緑部には横位1条の沈線文が入る。319はV9区古代

辿構埋土、 320は V9 区 4 府からの出土品である。 いずれも X頚の口縁部片である 。 321 は V20区 4~

から出土した粗製の土器底部片である。322~324はいずれも近代以降の埋土から出土した。322は黒

曜石で縁辺に細かい剥離によ って刃部を形成しており 、掻器の可能性が考えられる。323はチャート

で、一部の縁辺を剥離調整しており 、掻器あるいは石鏃未製品と思われる。324は安山岩製の剥片で、

縁辺を一部細かく語1J離調整しているが、人為的なものかは定かではない。
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以上、本調究地、1位の I~VIえのうち縄文時代の辿物包含l科および蒻の調査成果について説明してき

た。 全体を慨観すると 、 縄文時代の辿物包含府のうち 5)習 （褐色砂）~ ) では出水式 、 御手洗A式古段

階、鐘崎式、太郎迫式など、縄文時代後期・,ifi菜から後期後業までの土器を主体とした辿物が出土して

いるっただし、I 37 ・ 38区やIll1区の5b/0では縄文時代後期前菜の土器が主（本となって大批に出上

するのに対して、各区の5a 1~1 や lV 141~の 5 b倍からは鐘崎式や太郎迫式が混じるなど、地区によっ

て含まれる辿物に差が生 じている I 37 ・ 381区やill1 I区に堆栢した 5b陪はl旱さ40cm程疫の辿物包含

附に後期前葉を主体としながら長い時間輻の 上器が出 L:.していることから、出水式の段階以降、長期

にわた り、土器廃梨空間として利IIlされていたと椎測されるc 本調査地点は白川の洪水に由来すると

思われる 6111 （硬質砂l,•サ ） がおよんでおらず、比較的上位の河芹段丘面に相当する 。 こ の段丘面上に

居仕域があったとiil.；測でき、今IIllの調壺では検出されなかったが、今後の調壺でも竪穴住居の存在に

注意する必要があるだろう

一報、7/M（黒褐色砂／,,'7)は、縄文時代後期前業の出水式と御手洗A式古段階の土器にほぽ限られ

ており 、6序にパックされていることからも、比較的短期間で形成された辿物包含膀といえる 1V 14 

区やV11区ではこれらの辿物が河Jや段」王の傾斜部にl§紗i註された状況を示しており 、当該時期の日詣活

動の一端を垣1/il見ることができる 1：器片転ITl錘などの特徴的追物がこの時期に存在することは従前

の調査にない新たな成呆と討える。また先述のとおり 、7)屑上而は当時の地表面に相当し、上器の出

土状況からも硲との時期幅はほとんどないと考えられる。
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l.（黒嬰IYi)ライフラインIi}II:.（給水波!iii;が）じl［に伴う発札ll,J/i代 (1310，謁査地．I,＇．［）
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3
 

6
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- 7 
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9 ""'10'11111111・.,..._...11 

゜
5cm 

゜
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図58 1310調査地点出土動物骨
1. 4 ; V l ll4 7 li,1 2 ・ 5 : IV14l,{ 10k'•1 3 : 1Vl4区7Wi: 6 : Ill 2区9/fl 7-11 : Vll区南匝側 7/~傾斜部

(5)動物迫体

本調査ではごく少批の動物辿体が検出されている。動物骨が出土したのはlil2区9/~•',: 、 [Vl4|ヌ.7 

罰 ・ 10/~ 、 V ll区 7/I＇’1で、土を飾にかけて抽出した極小のrt料と 、 現地で土器などと共に取り上げる

ことができた小型の狩料に限られる。小製の狩料の内容はイノシシの下顎骨や牙、四肢骨の端部、 小

動物の骨などが出土している（図58-1 ~ 6)。飾から抽出した府料の中には被熟し、炭化したもの

や白色化したものが見受けられることから （図58-7 ~11)、食料として調理した後に廃棄されたも

のが含まれていると想定できる。その他、多くの獣骨については細片である上に保存状況がよくない

ため同定が困難であった。また、狩料中に魚骨や貝類などは確認できなかった。

(6)放射性炭素年代測定

縄文人骨や辿跡の年代の参考とするため、株式会社地球科学研究所に放射性炭索年代測定の分析を

依頼した。当初、 Vlll区で検出した縄文人骨の骨と歯を分析に出したが、残存状況が悪く、分析可能

なコラーゲンを抽出することができなかった。本調査地点ではVll区7層で取り上げたT-1につい

て年代測定を実施することができた (|il48-23中の炭化物）。 V11区7屁 （黒褐色砂附）は縄文時代

後期前業の辿物包含肘である。上位には6附 （灰色硬質砂陪）が厚く堆梢し、下位には8附 （百灰色

硬質砂附）が認められる。本附からは I、JI、皿類、X類の土器が出土しており、 N~lX類の土器が

出土しておらず、後世に）ゞきな批乱を受けていない安定した膀といえる。

報告内容を図59に提示した。）JI!述器質批分析法による放射性炭素年代測定を実施したところ、T-

lは3690士30BP(2 aの歴年代でBC2195~2175、BC2145~2015、BC1995~1980)の年代値を得る

ことができた。

(7)本調査地点の土壌に関する分析と考察

現熊本平野一幣には、約9万年前の阿麻火山の大哨火によって阿蘇ー 4火砕流堆梢物が広く堆梢し
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図59 放射性炭紫年代測定結果
(t1i;li,1げを縮小転叔）

た。金峰山、立田山や託麻三山などの起伏の）＜きな山地、丘陵を除き、西側へ緩やかな簡斜を持つI上、・

大かつ半坦な平原が広がっていたのである，， 後にこの火砕流堆租物は白川を i:．とし、坪井川や井芹川

などの河川によって没食を受け 、 熊本‘|i•野各地に河i判段丘が形成されたc その後 、 完新世には白川、

緑111などの河川により上流から巡ばれてきた七砂が下流の沿岸部にJii；梢し、;1|！梢平野を形成した。本

調ft地点も含めて、現在の熊本rliの市街地の主要部は臼川とその支流によ って辿ばれた士(i少に由来す

る「自然堤防」上に立地している (l-x.160、新熊本市史す扁経委員会編1998より1）IIII・改変）J

本調1t地点は阿蘇山から有1リliilf-にIii]かって流れる白川下流域のじ岸、 1敗弱に起伏する自然堤防上に

立地している。南に白川、北に立IJI山を望む4ぺ遣跡は、河川作川や風雨、降灰などの自然現象によっ

て」砂の堆梢と浸食が幾度も起きる中、この地を居i:I：地とする縄文時代の人々 によって形成されたヘ

1310調壺地点の発掘調査では各」：li/1において多くの儀良な考古学的データを得た また本調査では、

従前の調究で先史時代の文化）けが仔在しないと考えられてきた土）0(611'・1以ード）から も縄文時代後期

前業の辿物 や磁が検出されるなど、特刑すべき揺l1f.成果が得られている。本調査成果を鑑みるに、 白

川流域の自然堤防の土席の堆梢状況と形成過4位は複雑かつダイナミ ックであり 、今後、熊本大学構内

辿跡のみな らず、熊本市内の埋蔵文化財調介を実施する上で、上）悦認識に関 して允分な議論が必要と

なるだろう そこで本項では、本謳l1f.J恥梵の i旦災な・I流りの性格を明らかにするとともに、基本土lt-1の

理ii）争の腋合性について地質学的分析を収 り人れることで補完することを II(1りとし、土陪または土嬢に

関する調1tや分析を実施した し現代の白川洪水による堆積砂の調1tと、 2日壌のマイクロスコープ

観察である このうち②については熊本大学大学院先端科学研究部の宮緑脊）ミ氏と同学教育学部3年

生の辿人楓太氏に分析を実施して頂き 、地質学的知見を仰いだ
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I. （黒促 1❖i ) ラ f フライン 1印1:．（給水，没{iii 等）上'ltに伴う発拙調査 (13 1(）魂究地点）

鯰:J.1~
I 

.JJ.—.-•;.. 
/．翌

9,＇‘ ヽ
，＇ 
、’
、
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.

―

、‘
、‘
、‘

5 km 

巨］山地 ・丘陵地 □自然堤防
ビ］溶岩台地 Eコ 沖積地ほか
□火砕流台地ほか ［二］ 三角州

Eコ 中・高地河成段丘 仁］ 干拓地
ロ 低位河成段丘

渡這一徳 1998「自然編第二宜第一節 熊本市の地形」『新熊本市 通史鳩』・美濃口雅朗2007「第21;1: 位四と環境」 『大江遺跡群vn ー大江遺筍群第 107

次謂迂区発固関査穀告書ー』熊本市教＂ 委R会 ・国土地理院1978「I:25000沿岸海域土地条件図 熊本」をもとに作成

図60 熊本平野地形分類図 (S=1/200,000) 
（「熊本市の文化財」より一部改変）

① 上河原緑地帯における白川洪水による堆租砂の調査

調査の経緯

熊本大学黒嬰南キャンパスと白川の間に広がる 「上河原緑地帯」は、日常的には野球やサッカー、

応援団の練習などがおこなわれる巡動楊、憩いの場として利用されている（図61左上）。 本緑地幣は

白川の中流域から下流域への移行地に位骰しており、川筋が子飼橋付近で大きく蛇行することから、

大雨により白川が氾濫した際には冠水することが多々あった。2016年6月19日から23日にかけて、阿

蘇方而を中心として熊本県内に大雨が降り、白川が氾濫し、熊本市内や熊本大学埋蔵文化財調査セン

ターでも床」こ没水が発生するなどの被害が生じた。この際、上河原緑地帯の様子を確認したところ、

普段連動場として利用されている緑地幣全体が洪水によって迎ばれた土砂で覆われていたのである

（図61-1)。調壺担当者は1310調在地点において61¥"1（灰色硬質砂陪）が白川により近い調査区にの

み原く堆秘することを確認しており、現代の白川洪水砂の堆秘状況が辿跡の堆積状況と類似している

ことに新日した。追跡で採取したサンプリング土嬢との比較試料を入手することと、砂の堆梢状況の

把握を目的とし、 6J-J 23日に白JII洪水による堆和砂について簡易的な地形測屈と写真記録、土穣サン

プリングを実施することとした。2019年3月現在、これら堆栢砂は一部を残して撤去されている。

調査方法と調査結果

調査では上河原緑地僻へ降 Fする階段泣下段隅に任意の測屈点である「A」を設け、河川に直行す

る形でAから直線距離約33.4mの位附に測砒点「B」を設けた（図61右上）。そして、Aから Bの直

線」→．に幅50cmのトレンチを計6カ所に設定した上で、埋もれた現地表面までの掘削を実施し、堆秘
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ll .[l.!，嬰lti地区の調介

1ーしニ

河川敷

調ft地の(¥‘Li1,’t 訓牡地略l火I
ー大学側 白川側一

Tr I Tr2 Tr3 Tr4 Tr5 Tr6 

A. e-- -o 圭 ・
B 

ーロロロニ 二 □ ⑬レヘル
0 !Om O Im 

L,．99... ．I,....■—、一 L-―
I:黒褐色砂 (10¥'R3/I) 灰色砂を上休とし、褐色砂が混じる。2k'iより褐色砂と灰色砂のfi./M堆団が明確に品められる

2:.'.¥し氾色砂 (IOYR2/2) u'(Fが現地ia面 しまりやや強く 、粘牧なし。 l k1と比校すると渇色砂と灰色砂の互k1堆積が明諒でない。

濶杏地の七府断面（七附 ：S=1/25、地N.面 ：S=1/250) 

I :』'，l森地述j；し（北より） 2 :調牡終了後（南より） 3 : Tr5 ・ 6近影（西より） -I~ 9 : Tr I ~ 6 I.:｝河断面 (jlyより）

図61 現代における白川洪水による堆柏砂の調査
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l.（黒嬰1トi)ライフライン再生 （給水設iiii:,i:) 1:•Itに伴う発拙，J/，] 1r' ( 1 310,JIHf.地、9.’i.)

;巳,_. 9-•9‘•一，ー・＇，．，．．．’-一
調究区全而に厚く堆科する1火色硬質砂附
(VII I~南束唸土肘断面）

3 白川洪水砂に見られる互削

（上河原緑地偕Tr3近影）

5 サラサラの灰色砂礫削

(IU2区東咄9附近影）

2 灰色硬質砂附に兄られる互k1
(III 21~束墜 6h1近影）

4 降雨で流れた排上に見られるHhi
(V 11 l><:6 ・ 7府排上近影）

6 サラサラの灰色砂礫J1vj

(IVl-1 Ii東西ベル ト北墜 9 K•1近影）

図62 1310調査地点における白川洪水に係る堆和附とその関連写真

砂の断面を観察 ・記録した（屈161中央）。河川に最も近い Tr5・ 6付近は、川に向かって流路が幾筋

も仲びていたため、前者は流路の凹部、後者は流路の凸部にトレンチを設定した （反161-3)。洪水

前の地表而は、陸側から川に向かって緩やかに領斜しており 、AとBでは20cmの翡低差があった。

洪水による堆梢砂もほぽこの地形に沿って堆梢しており、被も巡い場所で14cm(Tr 2 ) 、 J.I~ も J昆い

場所で36cm(Tr 6)の砂が堆粘していることを確認できた。また、土1(,1は灰色を主体として褐色砂

が混じる 1陪と、しまりが強く褐色砂と灰色砂が斑に混じり、地表而との漸移lr1に相当する 21科に分

けた。そして、陸側では21門がより1駁く 、川に近くなるにつれて 11f’1が1駁くなるイLfi|fリが認められた。
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u .'I只ど南地区の逍ft

社：：Hすべきは 11罰が褐色砂と灰色砂が互肘となって堆梢していることが確認できた点であるここの褐

色砂と灰色砂はそれぞれ現地でサンプリングを実施し、後の分析に1史illした。

考察

本調査により 、現代のように整備が施された河川でも土砂が一夜にして放十cmも堆栢することが

確認できた。昭和28年6月末に起きた白川大水唐では、熊本市内の1打）1|流域低地ー1府が冠水し、阿蘇

火山に山米する火山灰土を含む土砂が広く堆栢した。熊本大学黒髪南地区では、工学部敷地が一次流

路になり、広い範囲が冠水したという記録が残っている（熊本大学60年史編蘇委員会 ：p178)。構内

の考古学的調査では、黒髪南地区1309誰l在地点において昭和28年の堆梢砂を上IM中に確認することが

でき、細かい粒径の砂が最大で60cm以上の）騒さを持って堆栢していた（山野 ・柴田編2018)。白川

は近世の文献上でも幾度も氾濫していたことが分かっており、古くから調査地ー帝は白川の影葬で頻

繁に冠水していたことを示す。

さて、1310調査地点の6/密（灰色硬質砂附）は縄文時代後期前葉の辿物包含IMやVl]区で出土した

配石磁を悛っていた。本l習は低位：河岸段」了：の一部であるll/密（灰オリープ褐色屁）が怠激に落ち込む

r[[ 2区から白川により近い南側に向けて1駁<JIt秘しており 、¥111区では最大で約70cmの厚みがあっ

た (I又162-1)。一方、白川から遥い 1・ I［区に本土）酔が堆梢していないことも、河川作用によ って

堆梢したことを裏付ける 。 さらに 6)~•1の表面を詳細に観察すると 、 一部では黄色砂と灰色砂が細かい

Jji.位で叩けになっていることが確認できた（図62-2)。この粒子の流れは単．に水平に堆栢している

だけではなく、緩やかに湾削している 今同の上河原緑地帯における調ftでも各トレンチの1陪にお

いて、6附と酷似する堆桔状況が確認できている（図62-3) また、発掘調1t現場でも興味深い現

象を体験した。Vll区で掘り上げた6・ 7)¥'1の排士が降雨で洗われた際、平11程で排七から砂が崩落

し流れ落ちていた。この排土を縦に割り、断而を観察したところ、黄色砂と灰色砂の互陪が認められ

たのである（図62-4)。このことからも 6/Mは水の流れる方向や強弱の影牌を受け、粒径や重さの

恐によって砂粒が分級 ・沈降し、色調の異なるIi少が交互に、しかも短II、Ifliilで堆梢したと椎測できる。

以上の見解により、本辿跡に堆栢している 6)I•,1 は 、 降雨により白川で洪水が発生し 、 河岸段丘の低部

を形成する凹部あるいは平坦而が冠水し、短期間で水が引いた後に残った堆栢{i少l悦であると結論づけ

た。本）杓が硬質化 している狸由については小lリlであるが、単純に土圧の彩押のみとは考えにくい。6

)1,'1の F位に堆栢する追物包含lf,1の7/N（黒褐色砂陪）は硬質化していないからである。逆により上位

に堆積する 5陪（褐色砂附）中にも砂が硬質化したプロックが幣状に確認できることがある。このた

め砂の硬質化は土圧に加え、乾媒などいくつかの条件が整った際に生じる現象と推il!ijされる。また、

9 lr1（灰色砂礫陪、写真62-5 ・ 6) には、水性作用とみられる平行：身どFII•は認められるが、こうした

l［陪は確認できない。本土）悦はしまりがほぽなく 、触るとサラサラとiJけれるし灰色{i少を主体とする比

較的大きい砂粒や円礫も混じることからも 、一定期間、調査地周辺が水路となっていた可能性が考え

られる。Ill2区において6)悦よりさらに白川に近い位1荘から堆梢し始めることからも、一時期の間、

大1:|:iにより白川が増水・拡幅し本流に組み込まれたか、あるいは支流となったとすl(；測できる。

② 1310調査地点の土壌分析

採集方法

1310調査地点において、Il321メ：、 Il[2区、 IV14区、 Vlllス、V13lx-．の5カ所で各土l料の土穣のサン

プリングを実施した（図15・ 28 ・ 55) 辿跡現地でのサンプリングの際は、各土IMの表而を移植ゴテ

で削った後、上下の1習と混ざらぬよう注意し、奥行5~10cm程の土浪を採取し、新品のポリ袋にて
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n 32 I><：束墜 JU 2区東墜

図63 1310調査地点各区の土庖断面写真
（数字は基本土~1~13に対応）

r`~ 

V 13 I:,(：北墜

保笠した。また、各サンプリングを採取する度に移植ゴテを水とキムワイプで拭き取り、コンタミ

ネーションに配應した。時間の都合から全ての土壌の分析を実施できなかったため、上記のうち、II

32区12／M・ 13K3、m2区5a I科 • 6府 ・9陪、Vl3区6陪など本辿跡の土）t1とその堆梢状況を理解す

る上で巫要な試料に限り抽出 ・分析した （図63)。加えて、上述した2016年6月に上河原緑地哨に堆

梢した白川洪水砂のうち、1附の黄色砂および灰色砂も分析している。

試科調製・ 観察方法

試科は、恒温器を使用して80℃で2~3日程度乾媒させた後、ふるいによ って0.25~0.Smm両分を

抽出し、超音波洗浄機を用いて粒子表面に付珀する細粒物質を除去した。この調整した試料をデジタ

ルマイクロスコープ（ライカ DMSlOOO)で観察した。なお、白川右岸グランドで採取した灰色砂に

ついては0.25~0.Smm画分の粒子が少なかったために、0.125~0.25mm画分を観察している。

観察結果

各試料の構成物は、岩片 ・鉱物片 ・ガラス片の 3種類に大別できた（図64)。岩片とは、主に既存

の岩石の石基部分の破片であり 、黄色や赤色を呈するものに分けられ、様々な程l立に風化 ・変質して

いる。鉱物片は、斜長石や輝石、かんらん石などの遊離結品粒子である。また、ガラスは火砕l府火に

よってマグマがほとんど結品化せずに放出されたものであり 、今回の試料中には透明なバプルウォー

ル堕火山ガラスと、IIff褐色 （あるいは黒色）を呈する多而体型の火山ガラスが含まれていた。前者は

約29,000年前の姶良 Tn火山灰 (AT)や約7.300年前の鬼界アカホヤ火山灰 (K-Ah)に由来するガラ

スである （町IJI ・新井2003)と考えられる。一方、後者は阿蘇火山中岳などの灰哨火でもたらされた

玄武岩質安山岩質のガラス粒子 （小野ほか1995)である可能性が硲い。以下に各試料の構成物の相対

砧を提示した。
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11 !.I-＼髪Ifi地区の，凋ft

I II 32-5 12 /(ii (II音褐色粘質上附） 0. 25-0. 50 111111 2 1132-8 I 3荊（褐色上｝Ml o. 25-o. 50 111111 

5 lll2-9下 9/M（灰色砂礫附） 0. 25-0. 50 111111 6 V I 3-1 I a 6 Wi（灰色硬釘砂/¥'1,) 0. 25-0. 50 111111 

7 1‘I川右J-怜！：河原緑地岱（黄色砂） 0. 25-0. 50 llllll 8 白川右）；吐：上河原緑地幣（灰色砂） 0. J-0. 25 mm 

図64 1310調査地点および現代の白川洪水砂層の構成物観察写真
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試料l Il 32-5 12附 （暗褐色粘質土陪） 0.25 -0.50 mm 

斜長石 ＞ガラス（バプルウォール）＞単斜輝石＞ガラス（黒） ＞ガラス （灰）＞岩片 （黄）＞ 

岩片（赤）

試科2 II 32-8 13陪 （褐色土陪） 0.25 -0.50 mm 

斜長石 ＞ガラス （バプルウォール）＞単斜輝石＞ガラス（黒） ＞ガラス （灰）＞岩片 （黄）＞ 

岩片（赤）

試料3 III2-l 5 al罰（赤褐色砂陪） 0.25 -0.50 mm 

岩片（黄） ＞ガラス （焦） ＞斜長石＞岩片（赤） ＞単斜輝石

試料4 皿2-5- 6/将（灰色硬質砂陪） 0.25 -0.50 nun 

岩片 （焚） ＞ガラス（焦） ＞ガラス （バプルウォール）＞岩片 （赤） ＞ 斜•L支l.i

試料5 JIT2-9下 9/F-'i（灰色砂礫陪） 0.25 -0.50 111111 

ガラス（黒） ＞斜長石＞単斜輝石＞岩片 （黄） ＞岩片 （赤）

試料6 V 13-11 a 6附（灰色硬質砂附） 0.25 -0.50 mm 

岩片（黄） ＞ガラス （灰） ＝斜長石＞ガラス（黒） ＞岩片（赤）

※単斜輝石やガラス （バプルウォール）も含む

試料7 白川右岸上河原緑地帯l荊（黄色砂） 0.25 -0.50 mm 

岩片 （黄） ＞岩片（黒）＞斜長石＞ガラス（パプルウォール） ＞岩片 （赤）

試料8 1L1川右岸上河原緑地帯1陪 （灰色砂） 0.1-0.25 mm 

考察

ガラス （黒）＞斜長石 ＞岩片 （黄）＞岩片（赤） ＝かんらん石

※ガラス （バプルウォール）も含む

試料の構成物と七陪の色調を比較すると、基本的には5附 （褐色砂／M)のように褐色あるいは黄色

を呈する上}¥'位の主要な構成物は黄色の岩片であることが確認できる。また、 9屁（灰色砂裸陪）など

灰色や黒褐色を呈する土色の主要な梢成物は黒色あるいは灰色のガラスであることが確認できた。試

料•中で特楳なのは試料 1 ・ 2 (12 ・ 13罰）で、斜長石やバプルウォール捌火山ガラスの相対批が著し

く多く、他の試料とは大きく異なる構成内容を示す。また、現在の白川洪水砂の試料7・8の構成物

の内容については、粒径の差や構成物に若干の相辿はあるものの、辿跡で検出された51悦や6陪とほ

ぼ変わらないことが分かる。

これまで大学構内辿跡の調壺では、 5a附 （赤褐色砂／悦 ：I区163ー中央⑤ a、1旅164-3)と12陪 （暗

褐色粘質土l¥'1: I翌163ー左⑫、図64-1)は明確に区別されておらず、当初はいずれも火山灰の二次堆

積物とされ、地山として認識されていた。本発掘調査では5a I習から縄文時代後期の辿物が出土する

が、 12／怜からは辿物が全く出土しなかったためこれらが異なる土w1である可能性が高まった。今回の

砂粒観察からも、両者の構成物には斜長石やバプルウォール型火山ガラスの相対飲に大きな相違が認

められ、堆和した時期や構成物が異なることが明確となった。12・ 13肘のJi味't年代については、構成

物から約29.000年前の姶良Tn火山灰 (AT)や約7.300年前の鬼界アカホヤ火山灰 (K-Ah)に由来す

ると考えられるが、今後考古学的、地質学的検討を進めていく必要がある。

辿跡に堆梢していた5熟、 6／け、 9陪は、現在の白川の洪水堆梢砂/Mの構造物の内容と大きな違い

がなく 、黄色の岩片あるいは黒色 ・灰色のガラス片、斜長石を主体としている。本分析に加え、辿跡

における堆積状況や土荊の表面観察からも当初想定していた通り、白川からの断続的な砂の供給に

よって堆栢したと考えられる。辿跡に堆秘した基本士陪の中で少なくとも 5~910、あるいは10・ 11 
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II !.［＇；厖,t.i地区の淵ft

lr,1は、本調在地点周辺にみられる白川の 「1]然提防」の上府部分に相判するとみてよい ，黄色の岩片

は白川流域に存在する岩壁が風化なと0)|91然作Jfjによって変質して形成されたものと息われるが、そ

0)，；辟Illについては今後の検討課題である，9

(8)総括

① 調査の成果

1310調究地点の発掘調壺を実施したところ、辿構と して縄文時代後期1Hi菜の3出しの森認を発見した。

また、複数枚の辿物包含li1中から縄文時代後期前業を主とする土甘枯、石器、 「製品などを発見したし

以下にその概要をまとめ、先行研究や報告に触れながらその評価を述べる

募と人骨

V ll 区では縄文時代後期前業の磁と人41•3基が発見された"STOlは 1こ坑硲で、壮年男性が埋葬さ

れていた，ST02は川原石を用いた配石ふこで、；1:1：年女性が埋葬されてし、た。ST03は大腿骨のみが検出

され工事範11FI外のため調査を実施しなかった。これら 3基の磁が2.5X4tnの狭い範囲で検出されたこ

とから 、 一］作は墓域として利）ll されていたと考えられる 。 人骨に蘭llオ作品やがi9•装 ，’II＼はなかったが、周囲

から出」．．した縄文を施した土器 (llliil)がぷとに関辿する可能性がある。人4'｝の分析によると、縄文人

骨のうち ST02は上顎左側切歯に抜l府が認められ、熊本県内の一般的な縄文人に比ぺて低身長できゃ

しゃである特徴が見出せた （本：,11::pp.127-145) 

雌葬人骨は平野部の地表下約 2mで発見された 辿棺、縄文人件が出」；する環境は貝塚や洞穴逍跡

からが圧倒的に多く、平野部には人竹が残存しづらいため本例は極めて買重である （坂本2002),d,

熊本県 Fでは、縄文時代後期前業に時期比定された蒻は他に類例がなく、本辿跡のように明確な配石

蒻も確認されていない。縄文後期前半からは東II本からの影牌で士器ifi}，姜がl,；{}加していくことが知ら

れるが、 それ以前の墓制を知る 1こでも重．災な成呆となった。 また 、 西 II 本の 1;•野部では縄文時代の募

と息わしき士坑が検出されてきたが、j!J!.gド人骨が伴わないため墓と認定できていない例が多い （山田

2002)。今回、 縄文時代後期の人竹が十．坑に伴って発見されたため、 i|iij穴・具塚以外の平野部の確実

な蒻の存在が証明された。こうした紅味でも今同の発見は九川の縄文II芽代の硲制や臨域の前判月につな

がる重要な成果といえる。熊本市内の白川のmriや段I了．．の低位には、こうした辿構が現存している可能
性があり、今後もl判重な調査が必要となるだろう V

土器

オ噂紐地点では、押型文、出水式、 御手洗A式占段階、銃崎式、北久根111第11型式、辛川II式、太

郎迫式、古I¥lI式など縄文時代1,1期 から後期末菜の土器が出土した このうち i:．1本を占めるのは出水

式、御手洗A式古段階の2型式で、縄文時代後期前葉の土器型式に,fll堺する （水ノ江2012: p29)。

本報告1作では前者を I類とし、後者の深鉢を1I類、鉢を開類として報告した。このうち御手洗A式古

段階の深鉢は、口縁部から底部付近まで桜合するものなど優品があり、数拭的にも今後の基準賓料と

なりえん各地区各土1悦から出上した士器を表3と図66・ 67にまとめた，辿跡の王体である I～皿類

を中心に土器の概要を述べたい。

l類に相当する出水式は、鹿児島県出水巾に所在する出水貝塚を標識辿跡とするでいわゆる阿裔系

の流れを組む九州在地の上器で 、 ）』•|西半部に広く分布している 中九）•11では南福-.If式に後続し 、 福

|JJ K 2式とほぽ並行関係にある L．．器型式とされる （水ノ江1993、水ノil:• liii迫2010)~ /JJ,水式は文様

の多様さやft科の多さ、広域に分布する現状から時間的な糸Ill分が見込まれる（水ノ江2010: p32)。

本辿跡からは南福寺式の大きな特徴の一つであるLI縁部への「く」字状の綾杉文や逆s字状の文様が
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表3 1310調査地点の各府出土土器

調究区 /1'1 I II m JV ¥1 

r 37 ・ 38区 5a 11'・1 (1) (l) (1) 

5 b 11°1 4 (7) 2 (5) 

llI l Ii. 5 a Iト1 3 l J (2) l 
5 b 11'1 17 (l) 12 (l) 2 (2) 1 

Ill 2区 7/M I 2 
9 h'1 1 

III 3. 4 I4 5 b h"i I 
LV 141,{ 5 b k̀1 (I) 2 

7倍 J l (2) 7 (2) 2 
1011'1 1 

1V30-2区 5a I杓 I (I) (l) 
Vll区 7陪 4 _(l) 4 (I) ， 
調壺区 I Il l" IV V 
I区 2 (1) 3 (1) 2 3 
II区
lllll 4 (5) (2) 

IVli.. 1 
V区 l l l l 

※報告：IIFに掲載したft料のみを数えた。（ ）内は可能性があるもの。
※卜表は古代辿構J見1:、4/1、1、3}¥',1、批乱の1tt料である。

VI 

VI 

6 

V] VIII lX X 

4 

6 
6 

1 

3 
1 

3 
Vil Vlll IX X 
2 4 1 4 
3 l 2 1 
3 l l 3 
l 4 3 
1 J 2 

施される土悩は認められず、 三角形箆削文を布する鉢が出土しないなど、典型的な南福寺式が混在し

ていないことが分かる。よって、 出水式土器の定義を再以明確にする上でも諏要な狩料が得られたと

考えられる。本報告では沈線文を主体とする Ia類と、刺突文と刻目突帯文が施される Ib類とに分

けている。これらは深鉢であり 、鉢に対応するI釦i'i縄文系統の土器が存在すると思われるが、本報告

では胴部に沈線文で区画された縄文を持つ土器をまとめて皿類としており 、野位的にも明確に抽出す

ることはできなかった。本調究地点各区では御手洗A式古段階に相当するII類土器と同一）何から出土

しており 、両者の；l（;．行倣l係や時期輻を考える上で示唆的である。II類は波頂部の内而に刺突文を施す

点や、口縁部が1駁みを持たず、バケツ状に広がりつつ立ち上がるという点でI頬とは様相が異なる。

一方で、口縁部付近に刻11突閤文を有する点や刺突文を文様の主体とする点ではIb類とより類似性

が窃いといえふまた、後述するII類中にはIV14区7層で出土した211のよう に御手洗A式古段階の

深鉢の文様を呈しながら、胴部上半にくびれを持ち口縁脊ISがやや外湾しながら立ち上がるという出水

式の器形を呈する土器が存在しており 、両者の繋がりをうかがわせる。

御手洗A式は、熊本県合志市に所在する御手洗辿跡を標識辿跡とする。中九州から西北九州を中心

に広 く分布し 、 東北九•J•I•I にも散見される（山野2015) 。 御手洗A式の名称は当初 、 口縁部上端へ爪型

文や刺突文が施される深鉢土器に対して設定されたが、現在では出水式に後続する深鉢と、 縁幣文土

器の流れを受けた縄文を有する鉢とのセットをなす「御手洗A式古段階」として認識されている。そ

の系譜については先行研究の古くから阿尚系の土器に求められる一方、福田K2式などに求める見鮒

もある （西脇1990、水ノ江2008)。本調査地点では各調査区の5b熟や7陀において I・ ill類と同一

倍から出土している。 I371ヌ5b IMで出土した13の士器をはじめ、I¥ll4区7阿の2l5、V11区の287・ 

290など良好な狩科が得られている。先行する土器型式である出水式土器との閣係性は先に述べた通

りであるが、後続するとされる御手洗A式新段階に相当する爪形文の土器は、可能I生のある小破片を

除き本調究地，点では出土していない。また、錨崎式、中九州では御手洗B式に相当するIV類とは共伴
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する状況が認められず、先行研究の通り確かな先後関係が見出せる

Ill 類は御手洗A式古段階の鉢、あるいは小池原 l‘•I\‘1式の新相と呼ばれる土滞の一群 （水ノ ff2010)

に相当する 本辿跡で器形や文様構成がうかがえる1ft料は＼rI I区71(91から出上した30]や303である

これらは器形に大きな苺があるが、沈線で区両された施文部全体にし I~ の縄文を施す ．r'.［や、 Ll縁部

に液頂部あるいは1リ文を中心として対向弧文と沈線文がl1fll:-Jする、1!iが共辿していふまた破片質料の

中には縄文施文部に赤色頻料が付珀するものが確認、されている。4噂国地点においては、これらの）ゞ

型の I．．器片がV11区の北側の臨域周辺に集l|lしていることから、JII鳩ド（義礼に伴う「ハレ」の器であっ

た可能性も杓えられる。東北九州で出土する小池））；［ド／I，9,11l式あるいは十．（）［J|：式と仮称される土器 （水

ノ江2008)や、四国に分布する平城式と文様構成などに類似性があり（山崎2003)、今後その系統や

llt|iflも含めて議論が深まると期待される。

本，il{ll査地，しせの土器はそのほとんどが包含l円中で1|'， I・.したため、 一括性に乏 しいという見方もあるだ

ろう たしかに I37区や皿 l 区出土土器については現地でも約 1••の混じり込みがあり、分肘発掘が不

十分といえる，しかし、 ill2区、 Vll区、IV14区では、 1111/1'1をはさみt器群が出上することや、硬質

プロックのli,1でパックされていることなどから、辿ti/i一括1ft料ほどではないもののその時期輻は短い

と思われる ．t器の割れ口がほぼ麻耗を受けておらず、 10cmを超える）⑳狂器片が近い位戦で接合

することからも本調壺地点の造物の出土状況は、），,ifI:域に近い捨て場、とくに川に近い傾斜地へ断続

的に 1•悩などの使用済みの追具を廃棄した状況であると想定できる e

石器

本調1f地．I．1ょでは、石器として石鏃、石鋸、イ遺、イi錘、）｛f隙Mi斧、打製石斧、敲石、砥11、lfi1i、

凹石、石JIil、台石、調整剥片など計58点を取り tげた (J 各心器には1til一種類の石材が使用されるこ と

が多く 、石鏃や硲支石、石Ill|．や台石は安ii|}村が川いられ、砥イiは{i少料、｝科製石斧は蛇紋岩が川いられて

いる（］ 発11叫調i1fでは辿物包含陪から出土した石の多くをす．『ら帰り、洗浄した上で辿物の抽出をおこ

なったっしかし、多くは自然石であり 、石猫の似が少ない印象を受けた。縄文時代の追物包含｝悦から

出 I・.したのは3l.I'せで、 1位も多く出土したのは敲石である。i如'iは手になじみやすいサイズの棒状ある

いは円礫状の河｝）応れが使用されており、両側端部を使）llしているものや縁辺に幣状の敲打痕が残るも

のが認められた 石鏃は安111岩製の未製品がill2 IX: 7 11'・1より出 1．．するのみで、他は古代の包含l名や撹

乱中からの出上であっ f→ 縄文時代後期前菜に相 •LI する辿物但含1~1 からはイノシシなどの骨、 歯 、 牙

の破片が出」．．しており、被熱していることからも机猟をおこない食料としたことが推測される この

他、敲いや府(i、石llli、台石の出土は堅呆類を採取し1JIIl ：した II［能性を示唆する c 当該時期には九・）•I•I

においてイi斧がjfi)JIIする傾向が指摘されているが （島津:]976)、今1111の調究では辿物包含附からは 1

、［！•［の削製ハ斧の刃音11片が出土したのみであっ た

土製品

十製IIII＼として l澤片転）廿錘が計15点出 I・.している、内訳は T371,{ 5 b}杓で 1点、 ml区5b}科で5

!．II、1V141又71i,1で8.IH、Vll区7怒で 1．点である。いずiしも出水式と御手洗A式古段階が主体となる

辿物包含｝i，1中からの出土で、縄文時代後期前策の辿物として位附づけられる。このうちN141メ：では調

在区南llりの傾斜部やや手前に数点がまとまってII,11-．したu 製品は上器片のilllj而が研Jせされており、 、ド

面形態が隅）し）j形ないし長方形になるように）JIIlされている ．） 各短辺にはV牛状の扶りが1カ所ずつ

施されており、この快りに祉を緊縛したと衿えられる ，il:hしは長さ2.4~4.5cm、幅l.5~2.4cmにまと

まっており 、サイズに統一・性がある。熊本県下で 1；器）や転川錘の1,1,11：例はほとんどなく 、↑芽見の限り

熊本市lf-iIが成南町黒橋貝塚で8点 （邸木 ・1寸崎紺1998)、熊本大学構内辿跡黒嬰南地区9911調在地点
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I.（黒髪,ti)ライ フラインIij生 （給水，1iiiiiべか） l.')11.: (・ドう発礼IしよUi:(1:i10,J.1j介地，’・i.':）

で1.1共が確認できた（大坪紺2014),1l1i者には1!IIIl',.：j式上器の破片を転lllしたものもあり、陪位的には

南福寺式や出水式土器に伴うものが多い 後者は出水式や御手洗A式古段階を含む府 （本調査地点5

I円）の直上から出上しており 、年代的整合性が取れる。このほか九州内では大分県竹田市竜宮洞穴や

同東市陽弓辿跡から出士例があるが、九・）•|•|内では類例の少ない狩料といえる （九州縄文研究会長崎大

会事務局紺2009)') 土器J'1•転川錘は縄文時代中期後半の千菜市）Jll 伊f利貝塚で出土するなど東日本的要

素を含むとされており（流木2009)、その出現秤紙に縄文11が代後期初頭の縁幣文土器の流入など東側

との交流を連想させる 一方で縄文時代後期前業の中九州における地域的特性の一面を示している可

能性もあり、今後の1ft料の増加が待たれるし 本製品の機能としてはまず漁榜用網の錘が考えられる ~.

本辿跡は白川に近く、川魚を採染しやすい斑檄にある ~ illlll5b/杓からは安山岩製の打欠石錘も出

土しており 、これらを組み合わせてJIJいた可能性も杓えられるc，ただし、本辿跡からは魚骨など漁榜

の痕跡を示す動物辿体は確認されなかった。謡l4tで貝塚に相当する位侶にトレンチが当たらなかった

とも考えられるが、i魚網錘以外の多様な使川方法も想定すべきだろう。

② 逍跡の範囲と形成過程

本調杏地点では工事範湘の関係から1面的な発掘調査を実施できなかった。一方で南北約270m、束

西約180mの広範囲にわたり 100を超えるトレンチを設ける調究となったため、白川右岸の河岸段丘の

土/f•1堆梢状況について従来にない多くの知見を得ることができた。 また、竪穴建物など明確な届（主域

の痕跡は確認できなかったものの、上器の-lt中部を検出し、河岸段丘頻斜地周縁が土器を主とする道

具の廃梨JJ）jとして利II］された状況を確認した。そしてV11区では磁域が確認されるなど、縄文時代後

期前業の染格の内容を考える上で諏要な；J鞣濾呆を得た。 加·I•1 においては、縄文時代後期初頭から前

菜は、貝塚や低地型貯蔵穴が確認されるものの、居住域の1青報が少なく 、梨落の全体像が判然と しな

い状況にある（水ノ江2012: p23'.l)。そこで本i1/,¥Jft地、1ばで得られた梢報を整理統合し、縄文時代後期

における白川｛i炸黒愛地域の辿跡の範1)l1とその形成過程について示したい。

黒髪地区では本調介地、I切i：以外でも一定批の純文時代の土悩片や石器が得られている。本調壺地点お

よび過去に見つかった縄文111f代の土器の分布を示したところ、大きく 3つのエリアに分布を分けるこ

とができた （図67)。本調:ft地，1ばから150m程1!［北側、やや白川から離れたエリアに相当する9802・ 

0425 ・ 0302-［調究嵐．I.I：などでは、判l捌文」：器や条Iii文土器とこれに伴う石器が見つかっている （圏

67-2 ・ 3 ・ 6)。これまでに明確な辿構が検出されていないものの、辿物包含陪からの出土であり 、

縄文It'J：代早期末頃の集落が存在したII［能性がi',9:jい。次に白川伍岸に近い本調査地点や9911・ 9907 ・ 

0938調査地点では、 l ・ II ・ ITT類土淵の集中が見られ (I部67-16~ 18 ・ 21 ~23)、他の調査地点で出

上しないことからも本エリアが縄文II抒代後期前菜の狛落あるいは当該時期の行動範囲を示している可

能性が裔いそして、このエリアよりもやや白川から離れた9412・ 9810調査地点や本調査地点の北西

側では、縄文II寺代後期中業から後葉の土器である V~Vlll類が出士する （図67-14 ・ 15 ・ 19 ・ 20)。古

代の追構埋土中の出土例も含むが、その分布は集中的であり、将米、当該時期の辿構や追物包含陪が

発見される可能性を示唆している。縄文時代後期前策のうち御手洗A式古段階期に限定すると 't2、河

川に対して並行する約120x80mに廃梨場や函が広がるため、約9.6001甘の範囲で当該時期の人々が積

極的に活動していたと想定できる。

さて、本辿跡は白川右；芹に形成されたiiIri＃段丘J.:.に立地する追跡である。浅い場所で地表下70cm

（標翡18.40m)、深い場所では地表下330cm（標研約］5.80m)で縄文時代後期前業から後期末の辿物

が出土しており 、縄文l埓代に生活園として利ITlされ始めて以来、現在までに大絨の土砂が段丘上に堆
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図68 1310調査地点逍跡形成過程概念図 1

梢したことが分かる。本報告啓ではこれらの土l屑を13の基本土陪に分けて整理し、辿物や辿構などの

考古学的データと共に、地質学的なデータを提示した。これにより復元した本辿跡の形成過程につい

て図68・ 69に示した。追跡の形成過程は4つの段階と 2つの大きな河川活動によって説明できる。

本調究地点は立田山により近い北側と白川右岸にあたる南il[l]で堆栢状況が大きく異なる。立田山側

では姶良Tn火山灰または鬼界アカホヤ火山灰を由来とするバプルウォール型火山ガラスを大証に含

む12・ 131付が堆栢してお り、 白川側に向かうと縄文時代後期の辿跡立地以前に河岸段丘を形成した11

IV)や砂礫lf-1がJii：籾している（図68-Stage 1)。調引ミでは低位の河岸段丘而上から出水式土器が出土

しており 、少虻ながらも道具が廃棄され、一定期間のうちに10/料の辿物包含陪が形成されたとみられ

る。本段階については調査でのデータが少なく 、定住を1}卜］始していたかは不明である。さて、10陪の

直上にはサラサラの砂裸陪である 9陪が厚く堆梢しており 、砂質や構成物からも これらが白川の洪水

に由来することはほぼ間違いない。この洪水により調査地点周辺は川幅が広がったことで一定期間川

底にあったか、あるいは支流が形成され、その流路上にあったと拙測される （図68左、図69-Action

l)。この際に11陪の蕗面は袂れ、顕著な中位河岸段丘而が作られた。その後水が引き、川幅が戻る

頃に改めて出水式または御手洗A式古段階の土器を作る人々が白川右岸で活動を開始した （図69-

Stage 2 -1）。 一帯には黄色砂（黄色岩片）を主とするlll何からなる上位河岸段丘面と、黒色砂 （黒

色ガラス片）を主とする8・9陪からなる中位河岸段丘而、そして川により近い低位河岸段丘面が広

がっていた。この時期には皿1区の5b陪やNl4区 ・Vll区81舒の直上 (7陪中）から辿物が出土す

ることから、洪水を避けるため高位河岸段丘而上に設けられたと椎測できる居住域の周辺や、中位河

岸段丘の傾斜部）古］縁に土器などを廃梨し始めたことが分かる。この段階以降、一定の期間は大きな洪

水がなく 、出水式 ・御手洗A式古段階の土器を使用する人々の生活閲が営まれた （図69-Stage 2 -

2)。上位河岸段丘而には11翔の構成物である黄色砂をI17来とする 5b！門が簿＜堆梢し、中位河岸段

丘而には8あるいは9界の構成物である黒色砂を由来とする 7!界が薄く堆精していった。尚低差があ

るill1区の5b I罹 （緑褐色砂陪）とIV14区やVll区の7l円（馬褐色砂／科）において、同じように出水
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図70 縄文時代後期前葉の黒艇の地の想定図
※本調資地点における辿物や逍梢の出土状況、土のJitfi’t状況から、約4000~3500年前の黒嬰の地を想像して描いた。

土器を廃梨する人、 土器を作る人、石器の材料の川原石を拾う人、 白川で漁をする人、調理をする人などがいる。

rj-,位の段丘而には蒻が作られる。北には立田山が竹む。実際の河岸段丘而はもっと広く 、その数も多いと思われる。

式や御手洗A式古段階の土器が含まれる理由はこうした地形と堆栢上のメカニズムによると考えられ

る。注意すべきは11附を由来とする黄色砂の性格である。黄色砂は5b居を形成しながらその後も常

に低い方に流れ、長い時間をかけて中位 ・低位段丘而を被毅していく 。調査では明確に分附できてい

ないが土器の出土状況からも 5b古）界と 、後に述べる 5b新陪に分かれると判断できる。

5 b古罰や7陪からは石鏃未製品、焼けた動物骨、漁網錘かと思われる石錘、土器片転用錘が出土

しており、この段階では1liIi乳類や魚類などを狩猟していたとif（サ！！Ijされる。また、敲石や磨石などが出

土することから墜果類を食していたと想定でき、立田山や白川の自然を基軸とした狩猟採集生活が常

まれていたであろう（図70)。その過程で死者も現れ、中（立河岸段丘面上に硲域を形成し、人を埋葬し

ている （図69-Stage 2 -3)。そんな中、降雨の影押で再度白川が氾濫し、中位河岸段丘まで川の水

位が一気に上昇、墓や道具の廃梨場である傾斜地が川の水と土砂で埋もれた （図68中央、図69-

Action 2)。この際堆粕した6屁 （灰色硬質砂陪）は黄色砂と灰色砂の細かい単位の互爵を形成した。

この縞状構造や砂粒構成物は現在の白川洪水砂の調査でも確認されており 、洪水で中位河岸段丘面が

冠水し、6罰が堆秘した後に短期間で水は引いたものとみられる。6W1の堆梢により中位河岸段丘面
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はほぼii'i失し、その 1．．に5b新）＇,布が新たに Jit梢してし＼った （図69-Stage 3)。洪水後も御手洗A式古

段階の土器を持つ人々が「Iij杏地周辺に比落を‘慇んでいたか、今桓1の調在成果では不明瞭である 後続

する鐘崎式など少i1しの土器が5b新l悦から／l',上するため、縄文時代後期中築頃までは人々の活動範間

内であったと」（i：定されるが、地形が大きく変わったことにより生活圏が移った可能性もあるっその後、

縄文時代後期木までの長い期間にlll1サや5b古）t1の風化、白川による冠水を繰り返しながら 5a liイ （赤

褐色砂層）が白川布i＃一術を披投し、黒嬰の地に広い平坦面を形成したとみられる （図68右、図69-

Stage 4) 調査地点には弥生時代から占瑣時代の追構は見つかっておらず、その内容は不明だが、紐

＜奈良 • 平安時代になり 5 a l¥'1の I・.1111、あるいは4屁 （黒褐色土）中に竪穴建物や溝、掘立柱建物が

検出され、律令社会の一端をj且111]見ることができるようになる 黒髪の地の白川右岸域は縄文時代後

期のダイナミ ックな河川竹：lllによる堆積物を文字通り 「基盤」とし、新たな展開を見せるのである

③ 本追跡の位芭づけ

本辿跡は熊本平野を東西に流れる白川中流域の西端、川筋が蛇行し強くカープする河岸段丘上に 1'i.

地する辿跡である。火山／火と白川由来の堆村tl悴を基盤とした河岸段丘上には、縄文時代後期前菜から

後期末までの複数の辿物包含lf1が形成されている。このうち主体となるのは出水式と御手洗A式古段

階の土器であり、その砿 ・質ともに飯れることから、縄文時代後期前業の土器絹年を再考する上で今

後の基枇狩料となりえる。これらに伴う特徴的辿物として土器片転用錘があり 、当該時期の生業泊動

をうかがわせる，、 各l「'1の辿物の出土状況からは河犀段丘頷斜部を利用した廃菜場の存在を想定できた，

また、辿構として縄文時代後期前業の土坑硲、配石磁とこれに伴う人骨が狭い範囲から 3砧検出され

ており、幽域を形成していたことが分かる。土）付のJ1i:fi’i状況からは縄文時代後期前葉以降、少なくと

も2疫にわたって白川の洪水が発生したことが分かり 、当該時期の生活環疫に強い影評を与えたとifii

測される これら辿構や辿物の出土状況からも、 中九州における縄文時代後期前築の染落の規校や特

徴を理iij芹する」．．で重要な追跡といえる。今回の調査では而的な発掘調資を実施できていないため、部

分的に辿跡が残存していると息われ、今後の調査次第では炉や住居、貝塚などの辿構が見つかる可能

性を秘めている

④ 追跡の保存と活用

1310調査地点では、従来調1tされてこなかった上附から縄文時代後期前葉の土器が戯店に出上した

ことや、平野部での縄文人ヽiオの発見など、軍要な成果が1こがったゞそのため2014年5月27FIにはプレ

スリリースを実施、5月2911には熊本）ぐ学本部で記者会見をおこない、調査成果を公表しfこ調査成

果は8つの新聞社に掲載され、全国放送を含む611:のテレビ局で報道されたことで広く周知されるこ

ととなった 5 JJ 31 J-1にfifli似した現地説明会では300名を超える人々が大学内外から参加し、掘り出

された縄文人骨や縄文—I灌怜を見洋 した また、熊本大洋埋蔵文化財調壺七ンターの展示室において

「地下の文化財速報Jl足9ド」を1}fliii；し、保（．f処理を終えた一部の人骨を期間限定で陳列した。 1月22・ 

27日の二17IHJの）Jせ示説明会では52名の方に参加頂き、縄文人骨の身体的特徴など、調壺担当者の説明

に熱心に耳を頻けていた。

Vll区で検出された人骨と硲のうち、ST02の配石硲と ST03人骨については、工事の設計変更に

よって現地に［呆存することができた。また、 ST02の配石蒻については凸版印刷株式会社に依頼して

三次元計測を実施し、詳細な記録保{(を実施した(|翌171)。そして2014年度には黒嬰地区の縄文人骨

調査地点も含めて主要な辿構 ・辿物が発兄された調＿1t地跡に辿跡サインが計10か所に立てられた。こ
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の年以降、定期的に1}fliit；される構内辿跡散策イペン トである f地下と地上の文化財散歩」や学内の授

業協力において辿跡サインは活躍しており 、とくに縄文人骨出土地点は現地に保存されていることか

ら学外の参加者や学生たちに辿跡が(f在するという強い印象を与える こととなったC 2017年度にはス

マートフォン端木アプリを 1．．学部技術部と共同で開発し、辿跡散策アプリ「クマダイ辿跡巡り」を一

股に配信しており 、人↑情恥杞地点は辿跡の晋及に役立っているc

末箪となるが、 本報告料の発掘調査と整理作業に l½l 係した多くの方々に心からの感謝を申し上げる c

注

l.縄文人骨が残った点について、報告者は 1：填の ph測定を試みたが、理化学的分析方法に疑念が

あったため今回の報告には掲載 しなかった 人竹が残存した理由について6陪 （灰色硬質砂荊）が

ー要因と思われるので、 K壌サンプリングを分析に出すなど今後の課題としたい。

2.山野2014でも黒髪地区の縄文lf.If代土器分布圏を示したが、整理作業中である ことと、編者の力不

足で土器型式の同定についてオ＇f+の問題があることが後に判明した （山野2014)c本図作成時に

9810調究地点ではIl類は出土していないことを確認している。また、 0938調査地点の出土土器は御

手洗A式新段階であるため除外する。
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の士甘怜 ー 中津式 • 福 ILIKII 式並行期 を 中心としてー 」 第21回九ヽ）•l ·I縄文研究会宮崎大会 pp.293~ 

352 )は11縄文研究会

池田JJ)]生 2002「熊本県内の縄文・沿Li|illについて」 ［九州の縄文墓制J第12回九州縄文研究会長崎島原

大会 pp.167~261 )は11縄文研究会

大坪志子編 2003「熊本大学埋蔵文化財調査春・年報」 9 熊本大学埋蔵文化財調査室

大坪志子糊 20l0「熊本大学fIIi1}、1辿跡発掘調壺報告」VI 熊本大学埋蔵文化財調査報告濫第6集 熊

本大学埋蔵文化財調究室

大坪志子編 2013「熊本大学構内辿跡発掘調究報告性」IX 熊本大学辿蔵文化財調査報告書第9集

熊本大学埋蔵文化財調査センター

大坪志子希扁 2014「熊本大学構内辿跡発掘調1t報告礼t」X 熊本大学埋蔵文化財調査報告害第10染

熊本大学埋蔵文化財調杏七ンター

小野晃司 ・ 渡辺一徳 ・ 姐住炎）こ • I,・’:i I Li英樹 ・池辺伸一郎 1995「阿蘇火山中岳の灰噴火とその唄1,1,1

物」「火山」第40巻第3号 pp.133-151 1・1本火山学会

小J:IIl弘己紺 2003 ［熊本）く学構内辿跡発掘調壺報告•I!tj I 熊本大学埋蔵文化財調査報告忠第 1集

熊本大学埋蔵文化財調4t至

小畑弘己編 2009「熊本大学構内追跡発掘調脊報告JV 熊本大学埋蔵文化財調査報告曹第5集 熊

本大学挫蔵文化財調:l'tセンター

小畑弘己 ・人坪志了紺2011「熊本）ゞ 舒：f1，Itl--J、l辿跡発掘調杏報告』VIll 熊本大学埋蔵文化財調査報告曹第

8集 熊本大学埋蔵文化財訛噴センター

九州縄文研究会艮I崎大会事務）；；j編 2009 「 )し‘)•11 における縄文時代の漁榜具j 第19回九')•1·1縄文研究会長
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崎大会 九州縄文研究会

熊本大学60年史韻築委貝会編 2014「第2Ni「6・ 26水唐」とその被約」「熊本大年60年史j通史編

pl78 国立大学法人熊本大学

小林久雄編 2008「総既 縄文：I-．器J「総党縄文土伶桔J|.ll行委貝会

坂本珈弘 1997「九州における縄文時代の葬制」 「古文化談設」第37集 pp.1 ~35 )砂I・!古文化研究会

坂本源弘 2002「九州の縄文墓制」 「）は1,lの縄文硲制j第12lnl九川縄文!i)f究会・1走崎県島原大会 pp. 8 

~9 九）'1-1縄文研究会

島津義昭 1976「熊本の考古学一蔽近の発掘調究とその成果ー」I九州考古学J52 pp.1-12 )砂1・1
考古学会

新熊本市史編纂貝会紺 1998「第2窄地形 ・地質 第1節熊本市の地形」 「新熊本市史辿史編！

第1巻 自然 • 原始 ・ 古代 pp.47-129 熊本 11i

高木正文 ・村崎孝宏編 1998 「焦橋貝塚j 熊本県文化財調在報告•第166染 熊本県教育委且会

千策盟絹 2010「西日本の縄文土器ー後期ーJ真lt易社

町l:l:I洋 • 新井房夫 2003「新糧火山1火アトラスート1本列島とその周辺Jp336 棗京大学出版会

松田光太郎 ・大坪志子紺 2017「熊本大学構内追跡発掘調．1む報告J? 熊本大学埋蔵文化財調企報告
肉第12集 熊本大学埋蔵文化財調究センター

水ノ江和同 1992「小池原上IM式 ・下l¥'1式上悩に関する諸問題ー福岡県築上郡）＜平付所在、土佐井辿

跡出土土器の位1性づけ」「占文化談叢」 第27染 pp.77-95 九）•l1古文化研究会

水ノ江和同 1993 「)し ')•11 の縁帯文土器ー）し'),11 における縄文後期前 ・ 中菜土器研究の現状と課題ー」

「古文化談叢」第30集 (U pp,323~366 )砂11古文化研究会

水ノ江和同 ・前迫亮ー 2010「］．九州」「西「1本の縄文上器ー後期ー」pp.21-68 真陽社

水ノ江和同 2008「九州庖消縄文系上器」「総既縄文土器」pp.666~673「総既 縄文土器j刊行委

貝会

水ノ江和同 2012「九州縄文文化の研究ー九州からみた縄文文化の枠糾みー」雄山1¥,J

山野ケン陽次郎 ・大坪志子 2014「熊本大学構内における縄文時代後期追跡の発見とその窃義」「平

成26年度九州考古学会総会研究発表夜料集」pp.47~56 九州考古学会

山野ケン1湯次郎 2015「熊本大学構内追跡の発掘調．在ー縄文時代後期を対象に一」 「第］1|IIl H隙新

石器時代研究会発表狩科j pp.106~ 119九']+I縄文研究会 ・韓国新石器学会

山野ケン陽次郎絹 2016「熊本大学埋蔵文化財調在センタ一年叫 21 熊本大学埋蔵文化財調1tセン

ター

山野ケン1楊次郎 ・柴1士1う追紺 2018「熊本大学構内辿跡発掘調究報告JXlll 熊本大学埋蔵文化財調介報
告杏第13染 熊本大学埋蔵文化財調査センター

山崎真治 2003「縁術文土器の編年的研究」 「棗京大学考古学研究釦 i)［究紀要J第18号 pp.35-109 
東京大学考古学研究室

山田康弘 2002「臨制研究における上坑蒻の意義」 「）し']+Iの縄文羞姜制j第12回九州縄文研究会長崎県

局原大会 pp.10~13 九州縄文研究会
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艮さ31 内 ➔·-;' 11・1 ・ lluc IOYR3 I 1371{ 5 b !cl ・ 1f(はfi9i:
30 上U品 LおIi'転IIli看栢Iti:， ‘,;:n: り,・ナ'i' り> 111"'7.5Yl<-i I J,r. む`辺研Iii. 1•1111辺Iー！たり＇，1-さ0.7

RさI.J Iり 1り 11IIC l.Tll{ 5 1J M-lf（は1） 8g•KIII'/；
31 6む ／i匙 ~20 ',;;if, 外 外． IIuc t,t 夷d09ぷ辺に細かい対雇置笠

1'1,さ():J.3

" 2 9 - • tf(Ji3・195g安Ill,i;． よ<』t'I I ., 1'-1 11・1 ・ ll11c 13ヽI{5 1I Kしl- &1伽19.L•ttlゴrみ／mli BHfili 
32 行岱 Tilll f:1219 I,こ 外 外 IIut＇ 括 '"1ui祁1・約:!cm四}jの顕tなIt復

I7さ10.l ，町・

LI托 Iり＇ナデ 1勺 lluc• 75¥'1<5 I れ乱 II !11 
12 33 縄文上お 深訃 ／il:rt り郎）¥・ "外..i. L• デ., ,り..► .・ .. llue -7.5-.. Y~R-5 •. II 381{ 酎郎外iulこ 1jlIn 突•:rrt (t員位1知

沿杯
•• • 一 ＂れ

3-1 縄文上硲 や鉢 n9'，往佳 I lit部1'I 内．ー／・テ- 内M ·• 1 I I I ll0 I 1 I （ ） ） ¥'`． R R 5 ,、1， 1 :J71q撹f,L UH郎外1ri11こ 11でた 1憤位I•を 1.
専• 岱応 - '外 ナ・ア yト． uc ,．,と il[l突佑t(i負f,t!印 ―-

r1径 , Iり 1・r rり 11u,.75YI!1 3 1 37l9,"¥.）III'l b fn i ／こIia m 
お 縄文I:む 鉢 底仕 IIIS配I, 外＋デ 外 11999• IO¥'1{;}‘l)門l.-1i l lit郎外血にii突t(Ìit.1，を1

沿tli5.l

IV it! 
「lit 内十•r (9ヽ 1’i lluじi5Y3:l 11¥i郎にit繰tI !a1四知． IIf~ 

36 現文土召 鉢 底It II~祁Iヤ外 17‘＇内しヽ 外 lluc~SY2, I 1381{撹~l 郎にitlV如 1員Iと3さ1と;1JUI縦f,'.r.l
硲高 ＿ ' - •_I_!色り）研 ＿ 

n往 、 1り：hlさ 1り・llue IUYR6 ・1.  •・ 11 !11. 1定i,11ぃ：
37 遺文上笞 5ト 底E LIt紅部1ヤ 外'lfjさ 外 lluclIl¥’Iく6I 1 3II9.1層貼 I JI"にクばiiこit岨t{!9位21'i

芦,c;.

• U・-往:. 、 内ナデ I~. lluじ25Y1 2 1 :17l{，1，1t遺IAX HI 
お縄文J:笞 St ，，~狂 I19ヽW, 外 1•デ 外 IIt1じ25Y・II 坪.1:-If.

:；；店15 - -．--
"“2 1 ,．、 n'killu:_11躍1「
L<ゞ - I '<;: 内 Hu'. 13ilfr,1~ふ f針辺部を砒（姐1、1こ潤竺

刃 石ぉ n遂 闘 I~埠-· - 一郎幻I りt 外 llue 雌上ー11; ,.ct；；破iiltt1よ1り凛ジカ・Jtf. -•O.I, 
l JそM3.I • - - 内 - 訊鼠2~ り1ぢ (i

40 石ど 石紐木閃品ばI..: 8 -,;;杉 内り'．• 外 ’lllluuじじ 1:B1｛撹乱 枯ム辺糾I~fl！めU）コ竺． I＂ak匁品
げさ0.5 ' ,』‘

nrt 内 diヽ Iり lluc :!.,Y:I 2 I :!:JI“"胃 •lltl V切． ( •12 ・ \:l と 1°1一灼9い力• J
13 -II 縄と土器 r.S卜 1,tl.l'. 114郎9ヤ 外け9‘さ 外 lluc2.5Y3 2 一括 引祁り枷にitiil.文 1憤('t+;:11;,;,

召店 - -

汲郎.径21) •. Iり れさ 1’i lluc l{IYR1 2 1四l“"IllI)If V ¥Q. lll ・ 1:lとlulィ悧炉
•12 褐't!:召 深i卜 知t 馴郎11 外．ftさ 外 •1h11'IIJYlll 2 -j!, 胴茄外面にit繰文 l！賣｛と，れ位）

芯高 -- - -

n往 ， l勺 Itさ 内 llue邸 Y3'2 V:/1. 1,¥I, 42とlul一閥H・）
43 縄文上石 汗外 底{f 胴郎I,・ り9 り： t v,．IIt1e 2 5¥'3 2 l:J.31し1層ーi・l,胴，；；外Uriにit現文 ii負位→ ＂位 1

沿岱 ＇ゞ - - • 

Kさ 内 1デ lり 11110IOYl!.5 -I I :!ll{,1ift,ftt~ I a lit 
•H 縄tt笞 3卜 幅 rJiR祁9;• 外 '1•テ 外 1191c25¥'1 2 n I一話 l lit杞外lr，u:it;aぇ巾W.6さJ

9,tさ --

11往 lllH；；- Ill 1デ lり 11ucIO¥＇R7 3 1 23!<999リ1,1層分項和91
・15 縄文土器 fj. I，t径 む・マI 9. “ナデ山ヽ 外 lluci5YR6 u -M 11柑郎l:it級文 (!~ f.文’カ・）り’'高刃l叩 1,~. 1n.., 

.. ---— I a 訂I—.l応1KIIIi -
LI径 内：ナデ 1り lluc10¥'RS ・I I :!:りもり(till情 11り＂；；ヵ・ら 11』杭にかけてit栂文

16 縄t..t召 深i卜 底a Ili"；；)¥・ 外； ・/・f 外 llue7 5¥"1(5 ・I l'l!J:—・括 （曲線2、41:l

岱応 ,,m訥 lililこ」．I＼復
w:n 

Itt l 1りi郎にitl9.z (/a位I・、J.I―Itt 
A- ..＊いた 鉢 ／R if;径 1 1i~"51ヤ 内''/7'-, If¥さ 内999 1 I '"じ l(‘）̀‘Y"R'5．3 I :l6[｛撹乱 茄から胴仰外1hiにかけてit搾と（約
・,I,.,__,_,ロ 外 4デ． mさ，t luc l999 9C) 4 r，tか）

硲店 LIkttlりりげn-tti忙£― _ 

日仕 1'; ナ,, t,tll 141 lluc 2.5Y5 I I 3I(・I M !.'，:I・ X!tl 
48 縄文上器 外 ／』tiF Il9;～胴紅J\· 外,.,1'•ブ: さり！ 外， lluじ2.5¥'1:J If 11け祁内外面に1llいt机

硲店 ' - - - -

II往 内ナデ Iり lluじ1(）＼’l{5、I I 凶I(91'，)! •I¥sf lil/1 
、19 縄文上笛 深外 底・ヤ伍 Ill紅邸片 外・ •トデ 外 lluo5YJ~ 一括 IIH郎外血に沈祝文 ¥I員f(r5l,)

硲，べ9

11l/l 
「ltl128 . l"I: 1デ li1さ 1り・ IIut 25Y5.1 1公ii勺9JI州・1M I Iti郎外1iIにit貌 tIÌ位:",1

50 縄文上沿 1H~ 1Jx[t 11tit.訊. ‘,'.1, .｝'・デ.:'‘ヽ＼ 外： lluc75YR5,I 一枯 II射．［tl.[5に強いれさ
岱tr, "'ヽ，．Iし

- -
nif. l勺・ 1・7’. Ib } Iり lllIt,25Y7 :l li IXIII 

51 縄文土器 鉢 ｝i({'t 111i即ヤ りI '•/-~、 nII り 1r1 ヽ りl・ lluピ25¥’7 • 3 1 •I()I9. 3州・ I lt以部外面にiu椋t(I貨位!¥,)
甜茄 ' ' ' -

II佳 内 ：I｛9さ 11・1: 1111じ 75YR5 '•1 I 221.{,1;代,11!~
52 縄文土器 iい Ii£lt Ilけ郁li り＇ ナプ'Hfさ クl l)IIt• 7,5Y)｛5 •I }）！ 1.-If, X iil 

器村 ＇ ・

111怜 内＇•トデ石狽 11; llu,・ 7 :iYR、1/fi
団縄文•J.:硲 外／,:m Ill~郎／\·ク,.,t :: 1'•7': ,;1日 り卜：llw・7!iYll4fi 1 31 { I K1 1i x“l 

岱窃4.7 ' 
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ll .I!．I:'）l,NJ也Iメ．のよ］｛t 

図 1番号 ill杓 | lii類 （粒種） 法量 (cm) 残存量 特徴 色謂 「 出土遺構 1 臼考

131 51 
代；；（1芹 Jl:さ25 内 内 IIl19・ | < ／i|’r,⑬ Ig如11'i;・. l 1& " 
, l’;｝) 1;， 似31 りOtIt

外 外 Hu,・ 126(1'l'I ・ 9t(1,＂，，.l11)i;;0 1,'^•I:t)tりi
’'，3)＄ I 
Jとさ6¥I

内 111 Hue 1 2(＜.!t, l'J. 1!¥凪1:i<c11:・≪1l1,i;
茄 1,l；； 浪芥 IヽIO.I ・.;:形

,,,さ11 外 外． lluc 括 りB冷l濱Zt
•一••, ---

Jとさb(9
内 内 lluv I‘よ!lり1Il"II Kl 919．loll.、μなIIIt:

1-: 57 I-
1,i.; :t(i は71; ·~··寸·•9・ 

"]さ52
外 外 llu9' 4,｛； 欣だ的なtt}rりi. !•:9’’ 

•-- _ ＿．_- - ---—-iとさ35
内 内 Hue 1211 りIll'~ I itl ,＂i ISg’'！!1'(1 

（，岱 I“; l~l.6 完形
外 外 flu,・ 46 りt:：H霞：2”

1,tさ(l7

|し117-:じi 内 内 lluc I ~31<,'ifl.,ffl~ ，r心ilI:'999出｛，
:,S I {，3‘: | IAむ' Iり5 .~..” .,. 

さ115
外 外 11IIし・ 坪 I· —括 [Uli4てtI.•かJ.J 記;’’コでか

lパJ』I/f~l 5 
11m 

16 1 59 1 縄文t.t；； | m社 {t L Iit6i;Ii 
内＇え U(｛父ナデ I’•I I !llc 119YI(5 l 1 1 2 1 < I A1 -i,f. 

11,ir¥i；外dlllこiq•t, 1.I: i. ：t稼え（I~

外./flさ り卜 1 i ll 9• 1 (9 ¥’I< 1 2 I,’r•3 t 
ぬ灯 l'・I If1J I : II i/（か

t l it• 
l1·l.「デ． Iiぼ~ Iり 11 lIl• I I I¥'1{ 5 :i 

¥1 !il 

印 I 慢t1.ti | itiト？ 11,rn II↓ゞ祁J', 11 21 9 1 ¥1 4,＼ I It；品外11111：況t,1.1n.,t祝 'L'91日
岱沈

，，ト 1デ Ifie- り卜 1 1uc II)\•K I :i I V. 2 r,)．I'’1.9!i L 

I l l t lJ、1ナデ．け5さ 11・1. ll uじ 7.5Yll5••1
¥1!Jt 

til I 縄11沿； 深；卜？ li(1/s [ l iぶ，：ill¥
外・）•デ． /Uc• 外 llue7.5¥'R・l ~ 

U 111(・I I,~ 括 111~1祁外~釦こ l員 t n.1:,. it~r 文 { 93,

お1.r, 位l}.)

I l i f I1.1 ナ・r.1/lさ 内．lluc5Y:J l 
VI:rI 

ii2 | 間文,.器 深i卜＇ /9[ I f I I ti Ri; 1 :• II 111 (,I ¥11 ・!,', l llit1；外 ,r,iに縄 :rnぶl.,ti~! t 11:, 
t;;,•;r, 外 ー／ー一沢府き 外 IIしII、5Y31 位2::） 

I Ii* 内ナ7',It：さ Iり !111,・10¥'Iぐ53 II 37・2K I K、,1:Jl 
(B 1 縄t1．硲 | 沢外？ 1,,lf 11は部片 111,;.r,1：外1f11に縄文（1．じ1.it;9 t I tA 

岱邸
外ナデ．＇ iiさ 外 llu,・ 10¥'1<5 I 括

位．21:) 

I I it 
&: I 縄t1..I; | iい外 IItit LIIれ部li

内 n：さ 内 lluc25Y6 3 11 1 214,1i 11.遺 LX:i( 

岱窃
外 1/？さ 外・lluc 2 5Y5 2 情．It,l(J’’II・ • M I li計部外uuに、t約と 11`位l知

l 
！とさ 内閉さ 内 lluc l()\•R5 3 11 :(¥，,tJl,111;. 

面 1 悶ti：む | ,'i. i卜・、' 似 I J/~茄）ヤ II 151'I~~ -![, 
',f：：： 

外忠さ 外 Ilul• 1()YR7 3 111~r,i;外Ilu にA：給！し Itif,Y2 知

l l i t 内・：•デ It き 内 11u(• 7 5YR5 1 Il UI 

必 I 1亀ti．ぷ | it h’(l t 1l11枇I¥ U2!1<. I'ti ・枯 別t.；外1fi1に1tai, t')~ t.t負I;92
む岱

外十デ． f;:さ 外・ lluc 10¥'1<3 2 
＇を9 2 il 

I I{f 

"'I 縄tJ：む iト rkif 呪紀）t
内を1!！ 内 lluclIIYR5 :｛ 

11 21<. •I M -ii 
¥1:(l 

む店
外ナデ 外 HueJ.5¥"3 I 呪t;：りけIIこ;t現 t,9負f:12を1

I lit 内ナデ．II¥さ 内 11ut• IIIYR3 2 
11 :iIか

郎 - 鳩tt.:： -・ 
Sト りtif 呪記片 ll l ll<．IM話 冽郎外0，1.：遭し 9L';, ,tt¥! t I青

む莉
外尼さ 外 llueIIIYR3 I 

{，＂2 t I Pl紅．t

！と.さ5:I• 
I'i 内 11ui‘

,r,．いしm平安1ll'il
Ij!I { i : ： lf:''id1斧 輻12 入配

外 外 Jiuじ
II I I I 9,1 ¥4 ・話 Iり1'りi'-fi:$

＇，/さ 10 tt打li..tり1;；で形

:とさIt:l ,Ka：ぼ収蛇ft,;
内 ・ 内 lllIC 1121(・ Iり（し週！＇

711 | Iiむ | I”ui芹 l即；5 り郎'，3U
外 ' 外 liuc JIF. i.h l. I r uヽr1し研""，1i形

I’I~ さ 31 ifIInは研欣允うrcな＼ヽ

！とさ I~I 1'•J. 内 IILIC ll 31 (,1, tし．99!.I."i:,62g •如lW:

二1 ~i~ - I Ai { i 11:.173 尤形
1,Iさ11

外 ； 外 llu,• ! 1 2カ1fil・ All「1i

iとさ71
,r（址 l lo~·l,e1l1\';

内 内・Huじ lll II（古代渭 lヽIfIIIt「19KII11.ti辺t““:Ihititr
72 fi t; I“; ¢出88 完形

外 外 llue 1"t L.9‘i l̂.i f 瀾r
1，/さ2;

, ｝J郎を,,!I隠A仔
J~ さ 7ユ 内． 内． flue If(ht175μ'KIIIt; 

73 { i t; 打9U済 ＇はり．I 平火
外 外： IIilC 

JI II<,111'1 -/~ 
刈刈閲笠によらiたり (t,公Illか）

I'/さ1.l!
＇ 

艮さ：辺
内 内 Jlue 枯IIIII<WI IJ,.1 → | 1は37i：如l’i}

i7、51 

(i t；； ii訊 恥11.7 完形
外 外， llue

IIIさ0,8
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(i t;； iif!I l"l 75 た沿茄'1<!Ii
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l[(f，i l lμ'な111,;

＂／さ 1)．．15
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l 11 !（l．波が、IIH 

21 1 7(i | 愧t1-＇品 | ，；；外 1,,~tt I Ii~部）t
外．ナ・r 外． Il ul• 7 5 ¥’R.3 3 I 1r 

I I 柑．＂［り卜出II こ it,~ t , 111位：!1'.,I
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LIit 内．ナデ 内 llu"IOYR i 2 
llllI< 5 ;I層 I 11;/J, i皮Jl. 1 1•ゞ

77 | i還"t:Iむ I ＇？、外 ’’℃jf I I i i.i[ I \• I 381< 5 h ~｝、“ 111>'.I祁りトC，1にitfit I f~ f!J.:1 t,・ti
船ir,

外ナデ 外・ llu,・ !OYl<I ~ I If, J !.'.（投介 f,¥ 
" ~ 9 -
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78|:！む
＄p IKi f I li出蔀I¥・ ,、`  
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外 ＇ナデ 外 IIし1じ75Y3 2 I・ If 

I IItttりWI]に1,I;t/V-"え-、tui:(J---
- •- -

1 llt 内 1・デ．全fi μ、J.Iluc l(）YI<5 •I m 1 l<.1 a層．h．"“l 79 遭て1．む mu 底if 桝記）｝
外ナデ．さ衷 外 IIuし• 7~5YR5 4 l・lf 馴郎外1'：);•り11I•7:-;;, t ; ~1:,.1 さ

む店

m HI,ti1、Ilit 
I I f f 

内 1デ 内 Hucl9)¥'Rt; l 旧II9ア5.IM.9’’・
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UI| ;IItl：む | 浅斗 |Ij1;{t I II~枇l\· ,t,g文 til:tlにと •I員代1 ?, •1 "t；； 
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外 It,さ 外 IIucl(IYR5 3 I• I t にかI!て，．tiqt 以i(,

I I,＂t'，Mu沿と郎1こ』り・色舶11
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l. （.9.1.¥嬰南）ライフライン再生（給水設備等） 「よliに伴う発掘調在 (1310,-J恥朽地．r,＇．［）

図 1番号 i11物 種類（器種） 特徴 色謂 出土辺構 債考

21 I s1 I 縄文卜船 深井？

22 I s2 純文Lti 深鉢

法量 (cm) 残存量

II径
底径 ,ntt}ヤ
'，u'',！ヤ9ヽ9

l l it 
底if I―I~品片
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ゥ＂

窃

往

径

高

径

托

高

往

径

邸

器

IIlif
竺
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底

店
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底

硲
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鉢

i

鉢

深

深
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m
i
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8
4
-
8
5

」

S.1 

部

縄文上硲

撓文上硲 ；；；休
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応

11
収

岱

内・ •I•デ． I/？き 1 仏J : lluc 25Y4/2 ID I Ii. 5 a N.｛！． IV dt 
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I a bl. i9[1knti 
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内：llut: 1(）YR5r」 !11II{5 b I.~- I a ffi. j皮iku粒
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外・1 1UC 2.5Y5I、1 KIt |ト$-1位）

口殺郎1勺面にl¥fl衷な条臥
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l l l -
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輝

臼

臼
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）

”

似

匹

外
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径

径

甜

径

怪
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径

往

窃
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底

路

n
底

器
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底

器

鈴

汁
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-
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1
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I. (.',I.!，炭南）ライフラ イン I印I・： （船水設fiiì．か） 1:') i•1.: f’I'・う1紐1!,J:，11f. (l:ll(),J,'，1ft地 ．’・'．i)

図番号 遭物 種類（器種）法量 (cm) 残存鼠 特徴 色関 出土inl月 傭考

n!f 
33 !Si 渇文i．船 ,i J沢if iil祁I¥ 11•1'·h', ff~ さ I'、I lluし•5\;i ~ lllHI< I\~/•. I. 111/1 

出屈 外りt3 11ト 11III• 25YI; 2 1 r 、Jlt5外II11に，t茂＇し '!at'（）

- ---- I Iit -
188 ，`文．t:{； 深外 9沢if l /iぷ陥It 11・1. ・/ ・i'. ~,If, /人II Iut• 2 5Y.3 •1 1J1 1 1 { i,1 ／11,n IB.¥ ：a 

1祁＼ 外-/・r・. -;-,机外 llue~.5\'I •1 刑 t 枯 I 11-:~t•か 1足l’l

I I t f ••一
189 滉文 1:t:; 斥凡 9J.<ifl:i(l 刷祁～11ttu:’I’•I •I,.i ' I’,l l IIIt, I(）＼'R3,I Ill 1 3I <，9i f¥,n l月 '，y9r u .‘’ 

ね硲 りt ..I→ '， ． r:iji 夕~ 1111＇・1(｝＼＇！t；； 1 JII1 1. →I、r, 9八 """1(111-，、かi/i

I l i f 
1火） 縄文 L~~ il:社 11¥!f, 1,t邸）＇: l.'•I ' •I .f,. ' h"'II'り' 1'， ,l • l 'l"u" 9• 1"(I"YR"1 '6 , Ill ""l;"iI"{ I"Ii ('¥."，i'l"t", 'li(Ri・外1iII ̀ A梵9Ji
I- ！祁; 外 •I.1’. hIIり 外 llueIIIYHI I J1i¥!→4,I • Iー・ヽ．

I I i t 
1り1 遭文l:苔 外 Il,（if、12 I』·~ht1i 1りり：さ 1勺 11し1rl(IYl(I;．i m231,.,, , ft:1lIB 

硲，t, り卜 i1さ タト 11し1L• I(IYR6 3 Jり14! 

Kさ23 内
19~ /1?.:; ／i以 い16 ・と形 bl 内'.l.l.u...じ Ill・ビt1(：{M-1i •frgnu..‘ii:III'’’ 

F1さ111 ., r 外 IIm・ ー • K̀'.Js (， 

Jとさにl ••• 一

193 {，む Fl1i 似59 成）1 t';' Iり lluじ nlとう{{I柑ー'8f“11 15u •KI1W: 
r,1さ28 り卜 り卜 1lu《• - 1 919！しと似1fuBi!rq[

！とさ9,1 ー → 一 一
I!II [iむ [Hi 』̀18 ・とi; 1'・1 1'-l llu,• ill 91 < 8（し直1, If\Iiim恥： •/i.111';:

Iりさ39 外 外 IIm・ 坪1.I・屑．が．J・If ~'.IIII I: tt1 f,I! 

「I{f 
39 195 滉.ti名，て；I-','cif 111"r:r.1: 内 1泄11’111lIl• 25Y:i l ll. 1 11(3 h M.9.，， II'：0. d9；し，波1LIlii1J• 

硲岱 ，，し 指ナ・r` 外 IIt19•2.w:i l l i f I l/? tiに~:J突 t tlll,¥1 -r,, 
,- . . ~ l l i f ~ - - - -- -- - - --―—ユー — 

1% 遅tL出 iト？ 底け→611 1，'£伍）；• I'1 h'，さ 1‘、Il!u,・ lll¥'IG I 11'11!{5 b¥1/i. ，ヤ•'‘’.... t 
：；；応 外削り、．り：3 外 Ilu(• IIIYI!6 1 l.！ r ‘’‘99レ‘『ul9こ9..;-

uitお1う l'l n:JI)-.~ Hい、 - - -----w:/l，！!＼-色-／h·i•r 一

19, 遅えl．む ；しlト ，'（tf { IIゞ りヽ1tm・外 •1.9' h:J II H・ t 内 llu,・ 75Y~ J ~·1 ll',, billi1. 1 IH茄1こ；111:i: (Iヽ I.ft紺と{I員
沿店：i8 縄t． ． ，．． 外 IIIIc 75Y'2 1 1 1 r 位2?,1

l ー ー ・ 胴紅外Ilu1こ縄 tl.I;1,位）

たさ215 .,9...11'''"" （ 
I蛤 riと：莉1} は1,•15 9し，1； lり 1’i llul• W 1 114 3 M.9'i. 1•• .n,.; g :9... •I• 

/'/さIll 外 外 IIしIl• I f ほJe1k999』．の連1べ的対鯰
I - --.. た笞品に田かい；＂＂＇竺

！とさ13.7 :̀.i.-I(N)g”KIIIt-: 

199 fiむ Iinn 糾IIP I•9; 11・1 1'-1 1h11 n'l-11(ii層．ヽ＇ヽ．l中央1こmrリ（
沢訊 外 外 lhll・ If 寅0Ilの利霞幻IIは Ilfuとして1tIIl

か

l l {f:II 8 I 3,11.沢札Illtか
40 :11X> 縄文七む jでk /i£it 111{-...に1'• 1,； •9.; • 内9•9 1 199̀. 7 -5YR I'：I WI IÌ 7 M 'ヽilIll"”げ,・iに合・11:.t11負位2?:I.

m ,々ト・r•r ” "lIt. nYR I I 1 9 2 9.‘”̂ • It杓．tl i員f,>:11'. たt文l.,fl1:
悶仙 1(II'R3 2 ' 9,t u t, ！鼻位I~I 

I l it •一 —- - - -I I11iCI:！｛-iiJK項

,nI f9t土笞 ；3．S卜 11xit l 1,M研'内 •I・デ 内 lIIIl• 1(I\•Rh :i I\'1•1i<. 7 iAf(l I ;1`打..I, 茂札．Ill~ ．,． , 
2.＃利 外 ？ナデ 外 IIlIc75Yr{5 1 I r 1 19し叫りばUI」句，t祝t （し1位）， 9じ

In t, 1位J
I l ft → - -

:l02 縄 ttむ ，.~ I,tifl  19計；；；I¥・ 内 ．．Jデ 11・1 IIし19• IIIYR.-12 I¥ I il< 7 M点l:I，,1!11 
芹窃l(I 外 ． •Iデ 外 llu,•7!i¥'l<'i I If I l'“”tuUL,t円文 1横位2ヽ 4a

位）

I I I f I,Iが1 - -
叩 縄LI:;：： m;L ・，tif llIM引', 内 ・・t・r(！負位9 1LI II99じi:,¥l!o'I~'111<7/;I'I. 11ぃ，．c外1lu1:1t投文 tt9it2そふ駐

：；ぶ 外l.•I••P 外~ llIIt• 75YR5 li t 1 位9

---- -, L li~I勺WII~ Lit,1( 
l l i t 

'.!l~I 縄文1：硲 ；芍鉢底if l "“{Ii 内．ナプ 内 lh11・i5YHti 1[I'1,II4 7崩．，'(I:I, a ",~··I • - .. . 
t；；，名 外：ナ・，， り卜 1191c75YR5 3 1r ti!位砂卜1「111-W,t沼えぽt{，(』． ,t

. ． ． 収し {81位.,負位）
r l t t •」

a)5 縄 t上巴 深訃 庇It l 19“t1,1• 内 •/··r, ，り 1199t、 IIIYI{•1 2 F I,11 < 7 ki,9i l I n iII 
硲/.?j 外ナデ 外 IIut•25Y;1.i t9 1 11"r.外II:II;iuat l憤1;， 411,：，．I
I I !f ー-- - - ..•一ー ・ー ・

公沿 遭t上岱 鉢 I,ut l liitt}r 内：ナi' I’•I'I I199• 3Yl(3 I n'I II9 7 N.9’9..r・ I I,,,,―:/.，」’11 ·• I 心ヤ
硲hi 外.・I，，外． II119• 5YI<6 1 1 r'i91"  9 9 9、人

-- - I Ii“部外1n11:,t崚と iIii:［バ'ii位
I l i f - -

~7 縄ttむ 外 l1Ht 11/',郁Ii 内 ：・/・l', Iii!サJ Iり 11uclII¥1{3 2 WIヽIII. 7 N,' jヽ•I a .1/1 ．．． 、．
お1：6 外． FI.•• 出 t Ii指•17' 外． IIIIし•5YR I :l l i I II“l≫Li1lぃg1. (t1位）． IえIiiナ

加迅 縄 ti：器 不明 lI iHf!it 訊ヽ1,t応I; 内： •I· ·/' 141 Hu,・ 111¥'llii ! ~•11[<711,ll.'.l· ム,r・i部外IIn1 こ ~J沈ill..t <ii視9
硲r.r, り,,f.:'I・.,,, り,i, 'l "lu"c ,l.,(J¥ .. ’I<,•,I" 'J i l. h1郎外11111こ'，lll吹mt (l`位1さ．

Ji俎収R部による）
I―Ilt加，91 - --- - --

3)9 ìxl.:；； 1"tS卜 1i（It 1ll¢~＂it1i lり： •I• r'．nIJ I) 1 、4: I IしII•7 5 Y Ii6 3 1¥11、Il,i,, 7 k1 r. 1 '1, HI. -[・ HKI IIi 
i晶'r, ，1ト： •I 7‘. nIIり り卜． IIし11•7 5\• RI; 1µ~ ， ・・ I. tr.., 11"品1、it:a文 1！負位1わ）
- - - “!t介 11,i.部外11111 こ l{ •1突 t (Ìf、t2さ）
II往：i）.(） l b t9［ ふ’4)I I 羞ヽ

21il i覆tLむ iでi~ 底lf 111トー胴[ili I'•I ・ •9.;' 1’i'I Iu9• I(I\'RI; '•I IV I I l4 7りiヽ’,.I I' "・. ,•·•:,、 ・ぶ ' 

硲1,r, り> Iテ’ り> 1111,・; 5VH:; Ii I l .,,', Ji) ff 11"イ応I.)しhtiariIf•(2 た 1
4 一 疇’r I IAt［外11111こ↓，J突 t(1ifャ・」み）

I lft260 、 Ill/! (Ii,,・i"＂り，')!は 1b頂1こ近り1

41 211 褐 tiぷ； fト 1』t!t 1 li,;.～11H祁1' ドl.1 7‘in·t➔i r.. 1勺 llua5Y;J1~ I¥'I II<. 7 Mi.'(I・! '1r').，.9 'A"K "I 'I "t.'i . 
i；；松i9.6 ＇ 外 •/··j' 外・ llu,•:iY:l1~ It 111予t..l内Int叫11111に削突t

I Itい外1(11祁に11『1.9’it （情I，•I.2 を）．
ii)11穴，"itIクIf'尺21，+1ii,YI’K)

I I tt 
212 縄文上硲 深外 1氏if 胴祁It lり.-/ ・,', r,l/( 11・1 I ltw 10¥'ll(i;J IV I II< 7 k1,9',• I. II:Sl 

岱，灯 外． lf, ●：，1J[ 外 IIm l（）＼・1｛5;i { r. 6.9刀 H郎外由IIこt11 1',:.;h t （横ftltl 
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]] ．'l．邁詞iJI!!1が7)，品）在

回醤号 遺物 種類 （器種） 法量 (cm) 残存量 特徴 色謂 出土ift" 偽考

I I「f
内 I•デ

II填
4 1 2 1 3 、tt !.J, 深iし 咲(t l l t; llt;} ； 

1り lluc.iYR3l W I I [9 7 1,i.9'’・ 
1 1tむ記外ti!i:31吹と 1A1:'1ヽさ と

むぶ
外十,, 外し11uc.3¥'R4 2 括

'，JIJ突濶・.t11負位l:：I 
---- --

llif 
ll SI. lだ!klI柑

2 1 •I 憧 tl:t:； 深外 li(lf IiiゞI＼しl,1
内 •I デ I’,l l l u9, 5Y R5 2 II' 111• 7 f,'，i.‘‘’・ -11柑部餃rrは1氾JIhii北1突久

料 ，•,:
外 i•i’ 外 lluc5YR5(3 机 I Itふti；外l（Ilに刺突文 198位1知 ，

がIll突・沿文 r打り形Ir,＋情位1知

I litお2
1'・1 ・I・ i'.. !',<f; 

Wl 11i 7り．ヽ,,I 
ll!il. iたれ、IJI~ 

215 屯し＇？． 忙iト 底if I Il;～酎！＂＇ i.
11➔ l!u,・ 5¥"R-1 l 

1 -r . •U1 I 11 I IH磁． ＆m，芯内1tu:.:. ; I J.! t 
•'J3'・ 9ヤ••9 外 •I 寸'. さ屯 外 1111,•5¥'R5 I 

”・ベ[9'’ • 
I I;t茄外曲に;'J1:t 199(,'，,1を・
t]III突笞文 kif,•, 1を， 1負位1さ

I l i f 
内 ・J・ •9‘ 

11:ii. iを札11,,か
2 11i i可tJぽ： 江it. /，¥if [ I柑記1'，

I'、II I 919, 2 3 Y5 2 ~'111< 7 4ヽ,•, l 

ば'，}
外ナデ 外 ll l Itし23 Y R6 3 lf 

11 tsG外面に1J突t I員r:,1を と
匂Ill突符文 ,t;;位l]9) 

I lif 
11・1 ・l・i' 

. I b :Jiか
21; 縄 t1.t; 外’ ’’ti f 11,・;t,GJ¥・ 

内 llueIOYR8 :1 N I II 9 7 h1.、＇.cl

芯，？，
外•/· ,~ 外 IIし119IOYR7 3 I! 

!IN部外1f，tに利II欠：r/l. （I賣位1を．

I 
ll殻股iふ名による,,111,

I !If 
~I~ 硯 tLむ iト，' り＼;f I Iは5i.}i 

内 ＋?',削り I’1 1 1 91 9• 7 5Y I I II 111< 7 ~.''I 喰． Iliぷ応外1自に；l突と I!》f;｛l.:：． '}； 

どん5
外 •i・プ （・・`位， 外 IIlil• 7 5Y l'.!. I r .JW、l

ー・
I l if 

内渇t
Illal 

219 滉とt；む ，しiトン '，tf f 引tSIi
内 lI919• 2 5¥ti l R'1 1 1 4'7 Kヽi点1

『小糾りはiに縄し 91.I;l. ；t屯t ,•i 
むな

外け'，2 外 llut'~.5\'I I し！
なt・

1 1 1 f 
I 1.） ／iうさ

Ill in 

2211 滉・と1岱 i ~51, li(if 肘糾li
11・) ・ 11111・ 2SY:I 2 ¥’I II< 7 kヽi.9’[l 開部外1fiiに冊人 (1.I;l it祝し (1『1

茄/,1;
外 1→.fl:ぎ 外 IIut. 25Y312 ! f f99, 

，h．色ぷ19-tfJri 

I lif 
ZI 褐と f2': h ,1¥lf I I i；訟li 

l'・I ・/・,' I'•l llIII, 25Y3 2 l'1 1 [4 7 ¥1 9‘(l 

む几
外 1・-i身 外 lllIC25Y3 2 I t. 2.ti投fr

X il 

I I if 1,・J .,..,, .'.さ屯
•m 渇 ti．お r、5ト ，，¥!f I I i i部1: 

内 1lu,• 2:,Y1・1 N I II (7 M.9’l 

岱i',,'， 外-.,・ヤ さ1fi 外 lI I Il• 2 5Y I I 1「 X HI 

-.. 
I I i f. 

む公'I 9q t 1. i:； 深Sト 底if I Ii~部I\
11・1 を択 11・1 IIし1t• Il)YR5 :i IV I II (7 hi.99, J 

}，;,（5 
外 •l f 外 lI 9](＇.3 5Y 3 2 1r 

x :ll 

， 
I lit152 

22i 渇l::Lむ iし 9』¥if I !It-叫氾Ii‘
内 •I ・ .,.. r,,J; 内 11u,. 5Y.1 r l l'l lI{ 7 M,99,, I. ，，J-:il1'1lfl 

ti氏
外 ➔ r. ~'!{ 外 llueIOYR.i 3 I f. 219,！i f; llU部に・J究し 1h1;11,.：J

I l i f 1'•I I •r• 印郎外1ijか・.f，t凡；外UII : tJ•: tて．＇！’
'.!"2；； 吋ti.1; 1t'.i~ fi(.if 1』t記I¥

I'J I Iし11• JOYRn 1 R'I II< 7 kif, l 

沿/,Y,
外 →h'. j行・cサユ． 外 llu,・ IO¥'R5 I ii 

色化

’iQJ沼外iiir.，川な

I l i f I1,1.Iデ
226 縄し・1硲 深j~ h(1f l1Uill', 1'・1 1h11'75YH I I ＼＇1 19(7 k・!，99, 1 

硲1，•{
外）•Cf' ，，f 1111し• 7.5¥ R5 3 1 i 

I lit 
.-,_.,., 、 渭 t▼l＿笞 深iト ,,tit 1,t配I¥

内 •I,• I’•I I I LIl• I (）Y R5 2 n• I IIA 7 M.99, 1. 

が応
外 r-;-・ 外 llu,・IOYHI I 1r 

I I l f. 
内 •/·—,9

2公 碍・tt:r; 迂汁． りtif 収記Ii 内．II皿 75YR53 N I I I < 7 ¥1,9,. I. 

i,,,:r, ，，t •• 7' 外 lluci.5YR5 3 If 
Ii(ii~外血：こ！！＇色化

, - ＇ 
I l i f 

広~) 問 t1}:; 深外 底｛f. 底1滋,: 11•1 /<;' 11・1 IIし1e 75\"R•I I WI II< 7 h,•I."! I 

'')"""'"ヽ』• 
外： 1デ タト 1 1llc 75YR6I•I ! f 

I lit 
l'・J -

zul l,11 t I：硲 、でfト ，，℃if 1,t1氾1| 内 llut- R'l i l< 7 kヽ9.』．1,1. 

む1',’;J
外・h' 削1/ 外，11111, 1 11Y R7 3 : f 

,,~/,；；，，H面 1こ1, が．1{カ・

ー・ ．．  
I I I f 

:!:!I ；亀ti：名 でit IjC i f 1，t杞I¥
lり イャ・ 指すサ上 I'1 9 1IIl• I IIY R5.i l'1 11< 7 \1,',9,• I 

むぶ
外 •I・テ' i1 1サr. 外 llu,. 7 5YR5 1 If 

/jtts外面 ＇ぶt竺

← ー・
I I tf. 

.!..32 闘i.1・1, 深｝し liCif IIt t:じI¥
内→—;•. nI] 1) 内 IIし1<・ i.5YRI l I¥'I 11 < 7 ¥'J.、し I.

t祁？i
外 I,•. n1Jり 外 lhw7.5YR:; 2 Ir 

ー・一
I l i t 

l'・J h 2.11 境し・1沿； ,:;:i~ ・, 91•(i f 7.5 ’'ttr.9 ; 
11! lhw 2.5Y I I W I II<,III'h沿7

t;店
外 i•r．指—:サ ＿こ 外 ， IIし19•7 5YI<6 i ~~ -1,r, 

IH製 I .~I冴的に約1II 利Q I

jとさ1公）
内

42 211 (jお At /1 に1,!;-1 ..;:9: 111 lluc・ II’ l l { 4 7 A1 1,•,, I・・,r-..;1"'9g安lll,i;

I、1さ1り
外 り卜 1 1 I i¢ • If 小11...J勺． ！e r•i勾 "1こヽtiril( 

lとさ99 ,f RI•12g 安1l1',';

213 (i~:; AH, 
t.¥78 

完彬
I’•l V•I I I ¥ \9• 11'I 11< 7 "1."(1. 1:1・． :!11fii1t]簡に日HJIJ(

I,Iさ、1(I 外 ，，L I Iul・ 1「 問頂i じ測か •~ l••部にかIt てかjし 、位

! HI( 

Jと:115 
2μ; (1切 tt {I 紺511 完！I；

内 11・1 Jim・ W I II9 7 V.99, l• lrし屈．:n2g如 l|'，'｝ 

1°/ <3 I 
外 外 IIIIC If ~l沿品に出1ii/i

--

Jと:1 1 7 9[はし113に安Ill'i:
2i7 {，む tt /i ¢;6 (） 、.;:形 内 内 11tlC ~·111< 7,・1点I.

"fさ38
外 クト 11ul If 雑茄にい打'li

託9H的に代．＂

Jと:139) 
2¥、 /,?,,'} 出{, .』1&l -Ii砂;!Il

I'，1 ; 11・1 llue ¥＇l l l < 7,ト}.'9,l. ,r, ;,1 1072g'KIIIt；か

199さ10 外： 外 11 9 u• 'r ii iOI中央と囮lOW）・記1:AIH収

Jとさ82
内43 ~3!1 (』t; Ai (i 1~1:1 ・.;:形

内 lluc NI II< 7 k4,＼ l. ,r¥ IIt 176g安JIJ'i:

1，'さ：！2
外 外 II,u・ 9 t は沿＇品に tt打d(
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l. （！犯姥1ti) ライ 7ラ （ンIif生（給水，没iiii'，'};)-Eliに伴う発掘湛l社 ( 13l(），1l'，] ft地．I•Ii. ）

図 番号 遺物 樋類（器種） 法量 (cm) 残存量 特徴 色謂 出土il'l情 鑓考

J~ さ！｝3
・罪り3ll 内， 内 lh1じ R'1 4 l < 7卜3.‘・'il• IRji317g安IIIt;43 2 1(l /1岱 ti {, 1.17.:! 

外． 外 lluc 1). ,l1郡1:Attr,J1
h／さ：i73

- • 
k :ン-.87 

,f(h1375K htt不明l'•I' 内 llue F 1•II< 7り.'’!.I.
211 {i註 Aし1, ~lb.7 屯形

外 外'Ilui・ I I μ)べ沿に出打項1,1さGI

Jl:さS.t
l’i' 内： Jiuじ ~' I 11<7,1点 l’ Ir(;,1.TI8μ安山t}2,,2 (i辟 tt /i ~6.5 ・ん形
外 外 llue I/' 渭仰1こAUrり（I91-さ5年

,rua四 Ig安llIt}J~ さ61
内 11・1 lluc ~'11(<7,I3.9兄 I·

溢屈1:,,111による •l9JII瓜l2 13 {iど I;~ (I U7.2 屯形
外 外 IIUL' Ir 

裏血に小1し］［屯なけ； •jin1さ：iti.ぅ

Jとさ9.1)
内 内 llue W 1 11{ 7 H.9’!. I ,rn,,r,ふ和安tit~;

211 Ii閉 "： {, 船8.0 完形
外 外 lluc 11 1,9,IMh1ti1こJifi(

i，/.さ53
．．  

JとさII I I•I 11; llue lltifl,lcl.'¥I .,r，U 19μ砂沿21:i {Iお 紙II 糾19 破）ャ
外・ 外 llue : j 

ワさl8
＇ 戸 I

内 内 llu(・ ~·111,7 りi.9!i. I 9[＼bi:k-)u ttt; 
246 {,開 凪{, ぃ33 ．と形

外． 外．llue I/ 沿枷に船rdt,1也IJ.'i・1f1iに1舟Itti
Plさ2.75

lとさ．‘i.25
!1・J. llilサエ 内：Jiu,,7,'Y l{3 2 

n'1 114 7 bi 48 
"，L175g 

44 2•1 7 I•→閲品 I• t；片転IIIiヽ ¢り19 ・ん形
外 9i註 ,1卜 Hue5YII-I I ，必辺9:nn'，. 1~m辺にiKI)

ばさII.8
- -

lI!. とさi3 ,r, :d 121うg
内 ，・Iヤ 11・1 ・ Hu,• I(IY I<•1 1 l l II< 7'，1点 I・

J,辺は閃血に研わ2 ;8 t駁品 l.！出転lIl籍 出 1 ・ん形
外 ，ヽり1 外 llu,・i.5YRfi I , r 

,i辺研Ii9lLi近辺にiたりriさ1(I - -- ・-
,KI;1 1&g 艮さ•1.2 11・! Iデ． ．各痕？ 11・) llut• 7.5YR5 •I IVI lfl 7 Ml!. I: 
；̀iuilfli,I． Iとit.i.i!1に」たり2 1!） !·~品 I• l; l i'*J, ｝ I l iヽ 似21 完形

外'1•i‘ 外： lluc75¥'lti I tf 
l‘MI釦：！1位条痕かり／さ1:s

ー・一，
長さ3.7

内・1・ •9゜ 11・! Hue !UY H;, I n'1 11< 7 冴／9， J• ,t_U I2ぃ
どn LU品 1．とIt転1ili€ は1!1 ,'¥..．．.．9．． : 

外・, 外 IIuc7、5¥R:-， 1 I t' .ti1研 It• 己J即1に扶iJ
＿ ＿ 一声

W I •I I4 7 k・l]'’・ ― ＇「［はリ．！lg
jとさ38

内 •1·1.• l'・J lluc IUYR I I 
I31 l•}製品 l ；社1}りJ,JIIi屠 は1::1.i 完形

外 1・ •9ご り卜 1 l uc l()\• I{5 2 {，r, ;i'19lif/i•,. IiitJP」l~lk り
/9iさ(17 

--
ぽ ,fr bi9u 

内 /111,1 内． Ilue 7 5YI<6 1 l'1 11べ 7 ト•1か． L
如何にit祝文公う2 L礼品 I硲1ヤ令sIJi絆 似2I . て..T..9． 

外 'if 外 Hue5YR.'i I げ
9し迅fJI~:. jl.j迅辺1こ1t,i＂i.さ117
国 87g

！とさ15
内 lluel(）YR5 :i R’llli7¥1確必

松辺研佑．両毀辺に快iI
11・1 JI,• さ

",;in滉 l_(J.I'I 公迅 l・・父品 1. :JIrに191i屡 糾IK ,~..一”'・
外硯i 外• I Iuc 25¥'5, 2 I・レンチー括

、か色Mit11,t(/I9／さ（）、8

，r（は62g！と t'•:!応
内 •J・デ 内 ・ 1191じ 759•R5 3 

11'11「{7W-括 外曲に1;：iji遠文 LI,l.,t税え公51 L);l品 !.；；li t.In藷 はl7 'I,欠
外傾t 外 llueIOYH-1 :l 

むヽi!ll渭1;；， り逍辺に袂I/,,/.さ(Jり

I Jif2H8 
11・! t 1",削，） lii i •) 

I\'1•IIil()M.,·5. I I I) ：ilカ・.I. 内． Jiu,・ IIIYH4.I 
I l l!1m1:"1JI I 哭：＂え ll~l を 145 2:,5 椛ti涅； i1。 底佳 119t-柏i!ili ';(・ I 1', jjlJII, /Ii!;/ り>: llue IOYln :I 1r 
I II出ti：外側に突記・）rt1/（ 翡r;'il2,8

工．

111:t 
l’、I・/・・i'. Iじさ 内 lluc5Y1‘2 ~· 1,11'1(11,l.'.9i l. 

X in 公~, 渇 tr器 し`Sト /』ttf na託I~
外 •I・た指•tサエ 外 llut• 5Y3 2 ! r 

',．•と99.... U9 
一l＇ I l t t 

内 1 ブ．指' ➔/・L 内 llue5Y:lI W I I[｛IOKi点l• I，t沈外1/11の一邸にiaヵ.,.,11r、tU)111J
”-9P-t 縄tl：沿 iト 底if88 IK ili沿・

外 •I プ ， 1行オサエ 外． llucIO\'~l :I Ir, 2が．接合 みがII、1つ
器hi2A

即 1：t1J·ll「Uから /if祁1•J1/1J にかけてみ
II往

内 -/・r.l':,/ji 11・1 llue lOYR{i :I II'141{IIIM点l:.,K it-1• •9' 
公b ,It t t:l:; mtト 底ttl(I.2 liE郎／ i•

外 •/·・尺削り． t収 外 lluclllYR.9 H , r 固65外1i1ilこド（わから1マ．位へのn:1り
苔店

I入が外面にさU（後十プ

口ft 内.・I., •• 内 11しIC10Yl<7 3 l'1 11,(l(）M.999.'. I 
; ／i(.t1W直に搾れのり(t4259 縄久七器 J:i r 吸tt11 5 ,'，紅Iヤ

外 •/·i' 外 Jiuじ lilYil(iI I t~ 
芯tli

I I t f 
内 Ii,• さ 内．liuc 2 5YO. ；！ ~-I IL'•I \-1·•,f, 111#1；に，t線文 tM'9)46 2ti0 渇tt.i9 i i 1,'J;if l liゞ部'¥・
外／i:さ 外 lluo~.5\'I ' I g“: 

I ltf I’•J . ,t さ Iり 11ue 2.5Y6 3 
W I I I <, ; "} -• ; 5 Lxm .161 縄tIむ i I.iト 「足径 IIItS雌研

外りiさ 外 lluじ2.5¥'(i:J 
匹店-- • --
I~ ~l i t 

I 1、1; li：さ 1'・1 ・ llue 7.5Y:i r, 
ll'IIVIヽhi-1 ,r, lX9(I 262 復tk路 ,l:iト 底tt 限ti;lヤ

外：lf'，さ 外 llut 7,5¥'5 6 
9叫991,•99l• 

！とさII:, 
内 内 lluc n• 1 1 1 9 7 ¥1.9'，. I 瓜oil~枷玄式宕

•A込 11:!1 刹I¥ は3芍 完形
外 外 lluc If 11.,,11劣化

1，I．さlij 

[ I it 
内 •J·i' 内 11IIc 7 5¥＇1{7 

I I 1v:1!(:1M・-lf. i料I：外1r11に山形押n・}t :m1 慢 ti．．喘 "．外？ /i（1f. 剃品片
外 ． 1l1"須1~1文 外， 11uc 7,5¥＇1く1

硲屈

I "in. i疋ikrlti ーLiてlt 
・:1 I : l¥'ilf<.3,・1 ; 

内,.,, l'・l. llue IOYl<i 
,r, 111'1仰1叶l突文祁5 遠tk．翌 I I~fト 1kit Uiぶ鉛it

外 ． •J-,' 外 IIuel(）YR7 
-11ut:-；外山にit饒t(！員（と：tー1 り幻よ口{，9＂ 9] 

••一

「lit
内 I・,',り：さ 内 LLUじ5YR31 ~'21{ •I J;l一i IX:n 2面 渇tt芯 iL 底it II，針部1'，
外•,.デ． Ii} き 外 lluc:iYIU I i I Ii.•~i;に．J. ス1•t .｛i

.u, .. 99．•、•9 

122 



ll ,II団紐i地区の，Jllff.

図 1番号 I 遭物 1種類｛器種） I法量 (cm) 残存量

I I ! t 
46lt6il 遠 u.; I iト ,,trn IIヽむこ1:

9”9'.．.．r ， 

[II/・ 
2tい1 縄 t1．む 外 ,Kif II;;佗Ji

むぶ

1~徴 色調 出土遺情 偏考

祁9| 喝 t1.；． 

27II | 縄と12:; 1 ，で外

'J:il 斗え 11; i~7.fト

「一—

.—,.,‘.— 》 遠t1.u ・,-..9" r 

l lft 
n3 I 渭 t1・;}，； 鉢 lr,'(tt 

9•9S9 l,9.•,9 • 

I~ l ft 
27•I I 縄 t.i:l；； i~ 底if

'，ぃとq9,9ヤ9l 

llit 

日
渇 t1.＆ 1で“ Iittf 

饂94,......, 

I I { t 
i亀tl i: lfil r&tそ

沿杯

Jとさ2り
277 | ｛，硲 i i詳？ 9』2.3

19/.さU.8

Jとさ：i7
278 | (1 2:； ¢迎I

h,(5 7̀3 

Jとさ28
岱 Ii硲 トね：i

”5(J(; 
← Jとさ127
認I {，.,；； “86 

"：：5 I I 

公l (i芯 ¢hi8.7 
/1/：：：75 

I I tt24 8 
s2 I ~~ I 遭tI．沿 バ IKif 

岱，,r,12.1;

I I [ f 

「品9
" tl t'： 深外 底if

む1.l,

I I f t 
縄 t1.t; ii. Ii(i f. 

む，＼ii

I lit 19.・1 
総ぅ I 糀t1.t,; I li(if 

岱/,Y,

I l if 

□2:縄：しr 
r,!it 

’•S゚9^  999 
I.む ＇，'!:仕

料1，.h

I l i f 
1：岱 ri(lf 

’U↓9 199" 9ヽ9

l lif 
お9| 縄し1•む 深社 I li(i f 

9p,ふ"・＂9999 

冬 I 遭 ti•E

999↓ トト 9 K9 1‘9 f 
む/!I,

| 
11仔
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II .'附Jさ J~j地1-<．の湛1t

熊本市黒髪町追跡群1310調査地点出土の縄文人骨

松 I‘.！収尉 • 松 1ヽ・孝炸＊・

［キーワード］：熊本県、縄文後期人骨、 K坑磁、村じイ［裕、抜伯、きゃしゃ、 i低{fィ＜良

熊本県熊本市中央区黒髪二丁目に所在す

る．I！．,；嬰町辿跡群］310調究地点の発掘調ー1tが

黒愛l令i地1メ：ライフライン再生工事に伴って

2014(‘ド成26)年に実施され、 V-11区から

縄文時代後期の人骨が2体出土したし

熊本県内の縄文人骨の出土例としては、

轟貝塚 （鈴木、1918)をはじめとして、阿

此j具塚 （岡本、1929、1且幡、1930、大森 ・

他、1957、大森、1960)、御頷貝塚（金伐l・

他、 1 955) 、 かきわら貝塚（松野 • 他、

1967)、沖のJ瓜辿跡 （内藤、1973)、)く料戸

はじめに

図72 調査区遠景（南西より）

料唸辿跡（内藤 • 他 、 1978) 、七 ッ f」．．カキワラ ll塚 （松 1;・ .他、1986)、高橋具塚の例などがあるが、

熊本l|i|J、]からの縄文人骨の出土はきわめて珍しく、 4ゞ例の他には託麻弓i'il]辿跡 （松 I‘・ • 他 、 2018 ) か

ら,'I,11こした縄文人骨があるぐらいである

今l且1の発掘調壺で検出された縄文人骨は2体のみで、辿―(f状態はあまりよくないが、現地で人骨の

検出をおこない、出土状態や埋葬姿勢なとを観察することができた。 また計測ができ た竹については

周辺の縄文人竹との比較検討をおこなったので、 その結果を報告したい。

狩非I・

今1111の発掘調査で土坑暮と配石蒻がそれぞれl基ずつ検出され、それぞれの辿朴りからほぼJ軋葬状態

を保った人骨が出土した。2体のうちl1本は男性A'}、残りの11本は女性骨でともに成人竹である（表1.2)。

2（本とも此jの咬耗が弱い。歯の咬耗程｝文は、食柑ft源の種類やその加工方法によ って人きな訊猜限を受

けるので、Il父耗状態から年齢を廿暉ljすることはかなり危険であるが、縄文人のJ劫合は、1」：年であっても

歯の1炭耗がかなり強いということから1fi：測すれば、この21本の年齢はともに；I.I：・年の可能性．が強いC 年

齢l区分を表3に示した。

この2（本の人骨は、考古学的所見より、縄文時代後期前菜 （出水式～御手洗A式古段階）に1，弱する

人11である J ちなみに炭化物の炭素年代と しては3690土30BPの値が得られている

1汁測）］法は、Martin-Saller(1957)によ った
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表5 資料数(Table5. Number of materials) 

成人

リ＇性J- 女性

l 
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゜
2
 

表6 出土人骨一院 (Table6. List of skeletons) 

人骨番号 性別 年齢 備考 (iii位、JIi沸姿勢）

STOl リj•I•It :I I：年 匝頭位、 (il)臥

ST02 女性 ：l」：年 西頭位、 ((ll臥、配ィ凶'§

表7 年齢区分 (Table7. Division of age) 

木成）＼

成人

年齢区分 年 齢

乳児 1歳未満

幼児 1歳～ 5歳 （第一大1: 1 材•ilUi ||',|l1[llij ま で）

小児 6歳～15歳 （第一•)-:I'.hり孤j出から第二大1:-1M積．HI↓完成まで）

成介：． 16歳～20歳 （蝶後頭軟骨結合癒合まで）

••I -l : ｛| : - 21歳～39歳 (40淡よ悩j)

:t !＼ ｛I :． 40歳～59歳 (60歳木満）

と年 60淡以」て

注）成年という）IJ,，行については J:JI: ヶ浜追跡第1 ,1 次発掘，，I恥杞報告1:• (1996)を参！！せされたいし

見-
ーf"＂ノ

↑

r
l
 

I 人骨の検出状況と埋葬姿勢

STOl（男性・壮年）

埋葬辿構は土坑蒻。頭部付近から複数の

円躾が検出されていることや、本辿構の北

側から配石硲が出土して いることから

(ST02)、本埋葬辿構も配石を伴っていた

可能性もある 。 臨坑の‘ |；•I(ii プラン はオ"fil-I l形。

j•IIt診距姿勢は仰臥で 、 煩位はほぽ西である 。

1ci!lllの肘槻節と膝関節は約90)立にilliげられ

ており 、屈肢状態である。

人骨の辿存状態はあまりよくない。残{f

していたのは脳頭盗の一部、下顎骨、両側の 1-.JI紅竹と 1i1i腕の骨、両側の人腿竹、左側の下腿の骨およ

び第二頚椎の1狙突起と顕椎のfii;1本のごく 一部のみである。

.• 
,
 
／
：
 

図74 ST01人骨出土状況写真（南より）

頭器．と左側の上）l如1および左illl の下/j刻＇｝はJII!•拌状態を保った状態で検出 された。 イj側の前腕の骨は

右側大腿骨の外側から検出されたが、 この位ii/i:はi(J佑'ill学的にみて正‘常な位ii1i:ではない。右1!！l)大腿骨の

位JI(i• も埋葬状態を保っておらず、 右側の下腿の41• (ll陪骨、）排骨、足の竹）は残({していない。このよ

うな人骨・の出土状況から、右側の前腕部と布1llljのド）技は枇乱を受けたと、思われる また、頓盗も下顎

骨• と後頭部を残し 、 それ以外は飛ばされてしま ったようである 。
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図75 ST01人骨実測図 (S=1/20)

ド顎骨は硬くしまった彫い砂陪直下から

検出されており 、保{f状態はきわめて良奸

で、 ド顎骨には歯も釘植してしヽたが、左側

下顎底には破担跡が認められ、頭盗は頭盗

底と後頭骨の一部を残して飛ばされており 、

上顎の歯は散乱状態で検出された 下顎骨

と残存している頭盗の一部の検出状態から、

頭盗は原位骰を保っていると思われる。

人骨の検出．状態から誰測すれば、本人骨

は縄文時代後期のある時期に、頭盗の大部

分と右側上肢の一部および右側下肢を撹乱

されたようである。

頭器は頭盗底と後頭骨の一部およびド顎骨が残存していた 頭姫底の辿存状態はかなり悪く 、骨粉

状態であるが、後頭骨の一i矛11と下顎骨の保在状態はきわめて良好である。頭盗底の下から第二顆椎の

社、i突起が検出され、また F顎骨の下）i，1には頸椎（本の一部が痕跡的に残存していた。

上腕骨は両側の骨体が残存していたが、保存状態はきわめて悪い。大腿骨も両側の骨体が残存して

いた＾1iii1面はかなり傷んでいたが、後面の保存状態は良好である。左側のIl墾竹と1排骨の保存状態はき

わめて悪く 、両者とも骨（本の一部が残存していたにすぎないu

ST02（女性・壮年）

図76 ST02人骨出土状況写真（南東より）
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図77 ST02人骨実測図 (S=1/20)

埋葬辿構は土坑塙 （配石墓）。 蒻坑の平

IIliプランは楕円形で、七坑のヘリに多数の

弗を配四している。

狸葬姿勢は仰臥で、頭位はほぼ西である。

右側の膝関節は強く 1111げられ屈肢状態で、

大腿部は,m脚状態 （股を広げた状態）であ
る。左側のJI寮関節の様態は、腔骨と誹骨が

残(f-していないので、心リjである。前腕の

骨は両側とも残存していないので、 ll•Hいl節

の様態は不明である。

人骨の追存状態はあまりよくない＾残存

していたのは頭器（下顎骨を含む）、両illl

の鎖骨、両側の上ll婿廿、両側の大腿廿と右

側の11附骨、両側の党骨、｝l敷椎体である。訟

骨と腰椎休はほとんど痕跡的で、現場で({

(1:を確認できたにすぎない。両側の前腕の

11• と左側の下腿の骨は残存して し ヽなかっ た

人骨はほぽ埋葬状態を保った状態で検／1，1

1 rn された。頭疵も本米の位1性に存在する。左

側のヒ腕骨は近位部がi＇:':j<遠位部が低く 、

130 



[l .'J.＼愛1ti地［A．の，謁ft

骨体が傾斜した状態で検出されている。頭盗は額を布側へ捻って、額は｛i （東） ）j向を向いており 、

しかも頭盗底は上腕けの位：]i1;．より もかなり ド位に位・iiりしている。頭盗底が 1:ll刷＇｝の高さよりもかなり

F位に存在する こと、i韻を右側へ大きく捻っていることは、本来の埋葬状態を示していないように息

えるが、顎関節はil:'常に関節した、状態で、上下の歯がかみ合っており、頭盗はあたかも据えられたよ

うな状態を示している おそらく埋葬時に、頭の Fを深く掘って、その穴にりを詰めて枕とし、頻を

立てた状態にして、埋葬したと思われる＾埋葬後、植物質の枕は腐朽し、頭硲が沈下 したものと考え

られる。

II 人骨の形質

各人骨の残存祁はIXI2に示すとおりである（ただし、］収り卜．げが可能だった‘i‘}のみ）。また、各骨

の計測値は文末に一括して掲げた。

STOl（男性・壮年）

1.頭蓋

撹乱を受けた影押で、頭盛の追存．状態はきわめて悪い 後頭牲の外後頭隆起部周辺の他に1l&i頭盗の

-i,fliが残存しているにすぎない。外後頭隆起の発遥はきわめて良好で、浙しく突出している。頭盗樅

はかな り薄い。

下顎骨は、左側の ド顎枝を、右側は下顎枝の一部を欠担しているが、1呆在状態は比較的良好で、や

や頑丈である。下顎体はやや高く、オトガイ隆起およびオトガイ結節の発述はきわめて良好である

伍側下顎枝の下顎底に近い部分は窪んでおり、咬ilijの発達がうかがえる

2 歯

下顎骨には歯が釘Hiしていた。残存歯と的槽の状態を歯式で示すと 、次のとおりである。

/ 7 6 5 / _/ l I / / 3 11 5 6 7 / 

8 7 6 5 4 3 2 1 | l 2 3 4 5 6 7 R [／ ：不明 ({i/k:41t)］
(j:中切歯、2:軋ll切m.3:）こ1,Li、4：第一小臼1射、 5：弟二小Fll1,i、6:第一大Fl伯、 7:第二）＜FIili、8：第三）(Fl1財）

咬耗度は Brocaの 1度 （咬耗がエナメル『［のみl~ 2疫 （咬耗が部分的に象牙質まで及ぶ）で、

縄文人としては咬耗が弱い。下顎には風習的抜伯は詔．められないc また、歯の咬合形式は不明である

3.四肢骨

(1)上肢骨

上II宛骨 、 前腕の4’j·が残{f• してしヽた 。

①上腕骨

右側上腕骨は迫存状態が悪く、残存していたのは骨片のみである-[[itlllの保存状態も悪く 、骨体の

辿位半分が残存していたにすぎない。三角筋祖i(liの様態はイ＜明であるが、 4‘「休辿位部は丸く 、骨体は糸Illし、

②前腕の骨

両側の椀骨と尺骨が残存していたが、逍存状態はともに蒋しく悪く 、ほとんど取り上げることがで

きず、 取り 1→．げることができたのば骨•イ本の一部にすぎない。

(2)下肢骨

大腿骨、胚竹、 I俳骨が残存してしヽた。

①大腿骨

両側の骨体が残存していたが、右側骨体は前l(Iiのみが残存しており 、追(j・・状態は悪い。左側骨体は
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髄腔内に1こが充禎 していたので形状が保たれており、保存状態は比較的良

好である ，緻密質は湖い。長さは短く 、骨体はやや大きい。祖線は不明瞭

で発達も弱いが、骨体両側而の後）jへの発達は比較的良好で、骨体上部の

扁平性は弱いc

計測値は、骨・体中央周が87mm（左）で、径はやや大きい。骨体中央矢

状径は28mm （左）、中央横径が25mm、（左）で、骨休中央断面示数は

112.00（左）となり 、示数値は大きく 、オll線は不明瞭でその発達は弱いが、

竹休両il[Iji面の後方への発達は且好である。また、 1 '． 11• 1本断而示数は83.87

（左）となり、骨体上部の扁平性は弱い。

②胆骨

左側骨体が残存していたが、辿存状態は悪い。骨Ill]緑の一部が観察でき

たが、その発達は弱い。

③誹骨

左ll!ll11・体の辿位部が残存していた。稜線は鋭いが、径は小さし沿

4.性別・ 年齢

性別は、外後頭隆起の発達が良好で、大腿骨体の径も大きいことから男性

図78 ST01人骨残存部 とifi号ピした。縄文人は壮年であっても咬耗が強いのが粋辿であることから推

測すれば、本例は咬耗が弱いので、 ;JI：年と考えても人過ないものと思われる。

ST02（女性 ・壮年）

1．頭蓋

(l) /Ji~豆孔甜，芍

保存状態は悪い。頭盗腔に充瑣している上によって、かろうじて形状が保たれている。頭薔の径は

小さく 、前頭鱗は膨隆しており 、乳様突起はやや大き い。外耳追は両側とも観察できなかった。絲合

は、矢状縫合とラムダ縫合の外板のみが観察できた。外板は矢状統合、ラムダ絲合とも 1肘離している

多少脳頭盗は変形しているが、頭刑を知るために頭盗蔽大長と頭盗最大幅を計測してみた。頭盈油と大

長は (171)mm、頭薙最大幅は 042)mmで、頭盗長,1,闊示数は (83.04)となり 、碩型は短頭型であ

る。

(2)顔而頭盗

頻面頭毅も：I-．．の充坦により辛うじて形をとどめているが、土／王により上下方1fリに変形している（札'i

れている）。 1月上弓の隆起はほとんどみられない。恥骨は小さい。類骨も小さく 、額而はかなり小さ

い。また、上顎骨もそれほど栢丈ではない。

下顎骨の保存状態は比較的良好である＾下顎切痕は浅く、下顎枝はやや広いー下顎体は低く 、咬筋

粗面の発達は悪い。

2 歯

上下両顎には歯が釘植していた。残存歯と歯槽の状態を伯式で示すと 、次のとおりである。

8 7 6 5 4 ③ ② ① I ① R ③ 45  6 7 R 

8 t) 6 5 4 3 ② ① I ① 2 3 4 5 6 7 [0:歯槽開存 ● ： 1li梢1かl鎖 ／ ：不明］
(l :中りJ(U、2: (l!IJ切此i、3:犬歯、 4:第一小臼歯、 5:第二小fll店i、6:第一大r:3歯、7:第二）く臼伯、 8：第竺大臼「fl)
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咬耗度はBrocaの 1度 （咬耗がエナメル質のみ）で、咬耗は弱い。上

顎の左側側切歯の歯槽は1判鎖しており、風習的抜歯の11J能性が強い。此jの

咬合形式は不明である。

3.四肢骨

鎖骨、ヒ腕骨、大腿骨が残存してVヽた

(1)上肢骨

①鎖骨

両側が残存していたが、追存状態はきわめて悪い。左側の観察ができた

が、鎖骨は細くて、小さしヽ ，

②上腕骨

左ilII)骨体の中央部付近が残存していたが、保存状態は蒋しく悪い。骨体

は席しく細い。三角筋粗而の様態は観察できない。

計測値は、中央周が55mm（左）で、骨体は著しく細い。中央泣大径は

l8mm （左）、中央最小径が15mm{左）で、骨（本断而示数は83.33（左）

となり、骨体中央部には扁平性は認められないが、辿位部は扁平であるc

(2)下肢骨

①大腿骨

]] ．1.1．い梵Iり地lくの占介-

両側の骨体が残存していた。長さは短く 、骨体は著しく細い。iil線は中 図79 ST02人骨残存部

央部ではやや明瞭であるが、両饂｝は不明瞭である。骨休両側而の後方への発達はやや艮好である。右

1jIIj 11•1本上部は扁平で、骨（本近位祁が外側へ大きく捻転している ()

i1測値は、骨体中央周は67111111（右）、68mm（左）で、骨体は著しく細いc 骨体中央矢状径は

22mm {右）、（21)mm（左）、中央横径は19mm({ i)、21mm（左）、竹体中央断而示数は115.79（右）、

100.00（左）となり 、粗線の発達は強くはないが、右il!l]は竹休両側面の後方への発達がやや良好であ

る また、上骨体断面示数は78.26（右）、83.33（左）となり 、右側の骨（本上部には扁平1生がみられる

4.性別・ 年齢

性別は、前頭鱗が膨隆し、lfi」]うの隆起もみられないことや、四肢骨が著しく小さいことから女性＿

と拙定した。観察できた矢状縫合とラムダ縫合の外板がIJM翡Itしていることや、 STOlの場合と同じよ

うに咬耗がかなり弱いことから、年齢を；tt年としても弟し支えないと思われる。

考容

計測ができた上腕骨と大腿竹について、熊本県内および周辺地域の縄文人骨の骰料と比較してみた。

1.上腕骨

表4は女性上腕骨の比較表である。ST02の中央1月は55mm(ll:)で、表4では最小値となり 、出水

の56mm、天岩戸の57mmにhとも近く 、骨体は極めて細い。骨体断而示数は83.33（左）で、表4では

最大値となり、骨体には扁平l'•生は認められない。

2 大腿骨

表5は男性大腿骨の比較表である"STOlの骨体中央周は87mm（左）で、脇岬の90.50mm、宮の本

の90mm、吉胡の89.8mmよりは小 さいが、出水の79mmや白浜の80mmよりは大きく、津集の

86.8mmと大差なく 、男性の大腿骨体の径はやや大きい 中央断面示数は112.00（左）で、1位崎と同
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値で、阿翡の117.58、吉胡の116.7、llibllI|lの115.17、津芸の114.6に次いで大きく、机線の発達こそ悪い

が、骨体両fllIl而の後方への発送は良好である。

表6は女性大腿骨の比較表である,ST02の骨体中央周は67mm（右）で、表6では泣小値となり、

女性の大腿骨は極めて小さい。中央断而示数は115.79（い）で、天岩戸の119.05、出水の116.67に次

いで大きく 、男性同様、粗線の発逹は悪いが、付・イ栢両側1面の後方への発達は良好である。

3 黒験縄文人骨の評価

縄文人には弥生人とは迎って 、 形質的な地域差が存在しない。 北海道の縄文人も本）•1•I • 四国 ・）砂I•I

や沖縄の縄文人もまったく同じ形質を示している。骨質の堅牢さは共迎しており、一様に恥骨が1低起

し昴根部には陥凹がみられ、ホリの深い容貌を呈している＾ しかし、質的には同じ特徴をもってはい

るが、サイズには違いが見られる。大柄な縄文人もいれば小柄な縄文人も {f在する。黒嬰縄文人の四

肢骨は、男性はそれほど細くはないが、女性の上腕骨と大腿ヽ性はきわめて細く 、きゃしゃである。す

なわち男性の大腿骨の大きさは岡山県の津雲と大差なく 、また同じ熊本県の御領や阿高と同じ程炭と

考えて大過ないものと思われる。一方、女性の上腕骨と大腿骨は著しく 細い。九州内でみると、上腕

骨は出水や天岩戸と同じように細く、大腿骨も天岩戸と同じように細く 、きゃしゃである。大腿骨の

柱状性については、男女とも粗線の発達は弱いものの、骨体両側面は後方へ延伸しており、大腿部の

筋の発達がかなり良好だったことがうかがえる。食料沢源確保のための連動形態は男女ともに変わら

なかったようであるが、骨の大きさには大きな辿いが見られる。21本とも歯の咬耗が弱いことから、

食料骰源の質に迎いはなかったと考えられる。 女性の方がきゃ しゃなのは健康状態の辿いが原因なの

か、それとも辿伝的な要因によるものかはわからない。男女間の差が大きい視象は、縄文人の場合は

よくみられることではあるが、4ゞ例はその程度が顕著である。

要約

熊本市中央区黒嬰二丁目に所在する黒髪辿跡群1310地点の発掘調査が2014（平成26)年におこなわ

れ、2基のJlll葬追構から縄文時代後期の人骨が2体出土した。保存状態はあまりよくなかったが、人類

学的観察や計測をおこない、以下の結果を得た。

1. 土坑蒻 (STOl)からは男性骨が、配石墓 (ST02)からは女性骨が検出された。埋葬姿勢は21本と

も仰臥で、頭位はともにほぼ西であった。年齢はともに壮年と考えられる。

2. この21本の人骨は、考古学的所見から、縄文時代後期前薬に属する人骨である。

3.男性頭硲の辿存状態は悪く、 頭捌も頗面の特徴も不明である。女性碩盗の保存状態も悪く 、額而

の形態は不明であるが、頭型は短頭型である。

4.女性には上顎左側切歯の風習的抜歯が認められる。

5.男性大腿骨の骨体中央周は87mmで、大腿骨は比較的大きい。

6.女性上腕廿の中央周は55mm、大腿骨の骨体中央周は67mmで、女性四肢骨は梧めて小さく、

きゃしゃである。

7.大腿骨の中央断而示数は、 男性は112.00、女性は］15.79で、男女ともに北FL線の発達は弱いが、骨

体両側而の後方への発達は良好で、柱状性がみられる。

8.男性の大腿骨の大きさは熊本県内の一般的な縄文人なみであるが、女性は芳しく小さく、きわめ

てきゃしゃである。大腿骨には男女ともに柱状性がみられることから、ともに大腿部の筋を酷使

する生業形態がうかがえる。男女ともに歯の咬耗が弱いことから食糧lf.t源が十分ではなかったこ

とが予想される。女性の四肢骨は秤しくきゃしゃであるが、この特徴は熊本市内の縄文人に共辿
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した特徴なのかは、例数が少なく 、考察てきない またその要因を明らかにするためには彼らの

91:•活空間の解明も必要である 。
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熊本市黒嬰町逍跡／作1:110,Jll査地，,,',i,/1,1l・.1/)縄文人骨
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Il .1J.＼髪lti地区のrJれ1t
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黒髪1310 ST01（男性 ・壮年） 黒髪1310 ST02（女性 ・壮年）

図80 人骨の残存部（アミかけ部分）
(Fig. 80 Regions of preservasion or the skeleton. Shaded arc<1s are preserved.) 
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熊本rli!.1,＼嬰町追跡群1310，凋ft地．＇・＇．i/li1：の縄文人・ti•

頭蓋上面 (Superiorview of the skul I) 頭蓋正面 (Frontalview of the skul I) 

頭蓋側面 (Latera I view of the sku I I) 

図83 黒駿1310 ST02人骨（女性・ 壮年）

(The skeleton ST02 from Kurokami 1310 siLe. young adult female) 

144 



左
側
鎖
骨
、
左
側
上
腕
骨
(T
he
I
 
ef
t 
c
 I
 
av
 i
 
cu
 I
 
a.
 
h
u
m
e
r
u
s
)
 

＝
 

大
腿
骨
(T
he
fe
mu
r
)
 

1 4 5  

図
8
4
黒
駿
1
3
1
O
S
T
0
2
人
骨
（女
性
・
壮
年
）

(T
h
e
 s
ke
le
to
n 
S
T
0
2
 f
ro
m
 K
u
r
o
k
a
m
i
 13
10
 si
te
.
 y
o
u
n
g
 a
d
u
lt
 fe
m
a
l
e)
 

忘 I t i j [ l x [（ 7 ) 迫 1 t



Summary 

In 1985. Kumamoro University planed a reconstruction of campus. But il was known that some of 

c皿 pus1s designated as buried cultural assets zone. In the fiscal year 1994. Kumamoro University 

formed由eArchaeological investigation committee and the Rese紅 chCenter for buried Cultural 

Properties in haste. and has been excavating the campus sites when tl1e superannuated school 

buildings were rebuilt. 

We have two main campus sites at other areas. The one is the Kurokami area where is 

constituted of faculty of Science and faculty of Engineering (south area). faculty of Education. 

faculty of Law. and faculty ofしetters(north area).and locates in Kurokamimachi site. The site is 

located at the foot of lvlt.Tatuta on a low terrace formed by the Shirakawa River. The site is 

regarded as an ancient posting-station ・・Kokai・・. The other one is the Honjo area where is 

constituted o[ School of Medicine. Kumamoco University hospital and institutes (north and middle 

area). school of Health Science (south area), and belong to Honjo site. The site located on a low 

rerrace formed by Shirakawa River. similar to Kurokamimachi site. It is 2km from Kurokamimach1 

site to Honjo site in a straight line. In the circumstance of Honjo site. there are large ancient 

settlement sites like Oe site and Shmyashil<i site. School of Pharmacy and Oe athletic field (Toroku 

area) belong Lo Oe site. Kyomachi area where is constituted Elementary School and Junior High 

School Attached to faculty of Education is belong co Kyomachidai site. The site is located on the 

l<yomachi plateau. and is famous for as the site of Yayoi period. 

The result of the No.1310 in Kurokami South area where was investigated m the fiscal years 

2013 to 2014 are published in this report. No.1310 is located west in Kurokami South area. The 

investigated area is surrounded by the building of department of Science. In a previous survey. we 

discovered rhe pit dwellings and ditch in Nara and Heian period. So we expected that there will be 

remains what is good condition in this investigation coo. In this survey, in addition to discoveru1g 

many features in Nara and Heian period. we have gained important research results such us finding 

the cultural layer of tl1e late Jomon period from the layer which was conventionally thought not co 

have human ruins. 

The result of investigation. we found the cultw-al layer what contained many ai・tifacts such as 

pottery in Late Jomon period. From tl1is site. Izumi type and Mitarai A type old stage pottery in 

the late Jomon period firsts訟geand stone tools and baked clay objects were excavated. According 

to the accumulation situation of the artifacts. we thought that the village was built on the river 

terraces of Shirakawa river from a certain period in the late Jomon period. Many of the artifacts 

found in this survey were thought to have been disposed of around the village or inclined area close 

to Lhe river. In the southeast of the investigation area.しheburial which is outlined by stone 

alignments and a pit burial of the late Jomon period were discovered from about 2m below the 

surface of the earth. Human bones were one man and one woman. and were buried wi由 their紅 ms

and legs bent. Since at least three human bones are found in a narrow range. there is a strong 

possibility that this surrounding was a graveyard. The resulLS of this survey can be an indicator of 

excavation survey in Kurokami soutl1 area in the future. 
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概要

1985 年，熊本大学曾 i |•KIl辻現在校囮的重建JIヴえjjitl 。 然而得知校同r） 1ヽ几介地区是被指定的地 1ヽ・文物

的J•11り蔵地。 1994 年，熊本大学作力考. 古/iJf究机私J迅辿成立了文物（呆柏研究所，（F 屯建老オり化建筑物II寸，

（寸校固地卜逍・行控掘il彫見

人学有研介主要的校1£。第一介是J，氏「黒友町辿迩群的累友校1メ：。黒友佼区由教育‘、9f:{fli，法学部，文

学{fII（北地区），工学部和狸学部（南地区）姐成。辿迩位干立Ill111的山脚1‘.，(I:I’l川形成的低11介地位ii’,;:,

推断古代的乍姑 「蚕券」姑就是在送

兄一介是／属下本庄辿迩群的本庄荘校区，本庄荘校区由熊本人・学附屈病院（北地区），熊本大学医学

部 （中地区），保健学科（南地区）組）必辿迩位了•白川的低イり渭介地 1::.，与烹及町辿迩詳癸似。 黒友町辿

迩群和本庄辿迩直銭距庶；1'111¥1ぶ 2 公りl• 本［じ迎迩的周間有大江辿迩群和新柑敷辿迩，都）止巨大的古代村

裕辿迩。 熊本大学的剪学部和溢功物（渡鹿地区）都屈丁•大江辿迩 l阻教育学部附屈小学校和中学校所

在地京町地区）/f,f京町台辿迩群。辿迩）止位千京町台地 1こ，作）、）弥生時代的辿迩非常有名。

本恨告4iiじ戟了M.2013年度到 2014年度被il"t的 1310ii,1J社地的柁掘il晶ft成果。1310ii月歪地、点位

冗，I誂友南地区的糸側，央{-lび囚11山和白川的低位河J;；的中岡。iJ恥仔地点被理「．学部教学楼i父施所包園府

(r：以往的澗杏1|’, ）山周辺及班（古代的賂穴建筑物和切渠等， l吼測辿迩也会恨好的保存 Iヽ・米。在本次的

淵杏中，不町／ili人友現了古代的辿迩，凡至今以来i人カイミ存在的 1:／且屯友現（縄文II寸代后期的文化居等，

取得了重要的澗杏成果C 本恨告井将刈火］二縄文肘代的辿址，辿物逃行扱告

淵査結果友現了多介包含了縄文II寸代后期(1勺陶悩等出上品的文化／云。陶器以縄文II寸代后期前叶的出水

式和御手洗A式古ll介段）』::,此外述出 I:I’石器和 1：制品。）J、辿迩的堆松状況可以推測．）J、縄文II寸代后

期的某介II寸期）l:始在白川的河岸梯田」・・イ「介村落。込次友現的III I：品有恨多都被i人力是般辿介在村洛J,'i]

叩噸斜部等処的物品。此外，在iJ/-J杏lざ糸南）］向的地表ド約 2米処友班 J'縄文l卜l代后期的配石必和 1:

坑幽。男女各 1具，手粋和脚都是呈齊1111状恣被J-1闊的。在狭窄的池国内嘔少検渕II-¥3具人‘竹，山此表

明周囲是溢地的可能性恨）く，本渦杏的成呆将成力今后烹友南地区的控掘il,1j面的指栃。
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写真図版





図版1 1310調査地点

-- 、1.11―l 9 ▼ r.↑ ゜
写真 1 I 37区東側古代迫構完掘状況（西より）

写真3 I 37区東側5a庖追物出土状況近影（西より）

写真5 I 37区5b層迅物出土状況（西より）

・イ＿`
/
 

写真7 I 37区調査終了状況（西より）

写真2 I 37区東側5a庖追物出土状況（東より）

写真4 I 37区5b府追物出土状況（東より）

写真6 I 37区落ち込み内出追物出土状況（南より）

写真8 I 37区西側深堀後状況（西より）
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図版2 1310調査地点

写真9 I 37区北壁土層断面（南より）

そ

9,.lー，ー••一 —
写真11 I 38区5b層追物出土状況（南より）

写真13 I 38区完掘状況（南より）

写真15 I32区西側東壁土層断面 （西より）
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.J 
公

- l••—-- --字＝二’
写真10 I 38区古代逍構完掘状況（南より）

写真12 I 38区Sb層迫物出土状況近影（北より）

•• 

｀ 写真14 I 38区東壁土層断面（西より）

写真16 皿1区近世・古代溝土層断面北壁（北西から）



写真17 皿1区古代迫構完掘状況（南より）

写真19 Ill 1区5a附迎物出土状況（西より）

写真21 皿1区完掘状況 （西より）

写真23 皿1区東側北壁土屈断面（南より）

図版3 1310調査地点

写真18 皿1区5b層縄文土器出土状況近影（西より）

写真20 皿1区5b層迫物出土状況 （南より）

写真22 ill 1区北側完掘状況（北より）

皿2区北側古代迫構完掘状況（南より）
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図版4 1310調査地点

写兵25 皿2区南側古代逍構完掘状況 （北より）

写真27 皿2区南側7府逍物出土状況近影（南より）

写真29 皿2区南側完掘状況 （北より）

写兵31 皿2区南側束壁土屈断面 （西より）
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写真26 皿2区中央部7府迫物出土状況 （南より）

写真28 皿2区9府動物骨検出状況近影（北より）

写真30 ill 2区南側東壁土層断面（北西より）

写真32 ill 3区5b層迫物出土状況 （南より）



写真33 m3区東壁土府断面（西より）

写真35 皿4区5b庖迫物出土状況（南より）

写真37 N14区北側Sb層逍物出土状況（北より）

写真39 N14区南側5b層逍物出土状況 （北より）

図版5 1310調査地点

=＇ 

写真34 ill 4区5b屈迫物出土状況俯服（南より）

写真36 皿4区東壁土府断面 （西より）

写真38N14区東西ベルト北壁5b屈検出時土層断面（北より）

写真40 N14区北側7層上部追物出土状況（東より）

153 



図版6 1310調査地点

写真41 N14区北側7層逍物出土状況（東より）

写真43 N14区東西ペルト北壁7層検出時土層断面 （北より）

写頁45 N14区南西隅傾斜部7層迫物出土状況近影 （南より）

写真47N14区先行トレンチ東西ペルト北壁束培10層検出時土層断面（北より）
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写真42 N14区7府縄文土器出土状況近影 （西より）

写真44 N14区南側傾斜部7庖逍物出土状況 （東より）

写真46 N14区南側傾斜部7屈完掘状況（北東より）

写真48 N14区束西ペルト北壁10屈検出時土層断面 （北西より）



図版7 1310調査地点

写真49 N14区10層逍物出土状況 （北東より） 写真50 N14区南側10屈縄文土器出土状況近影（北より）

写真51 N14区完掘状況（東より） 写真52 N30-2区古代迅構完掘状況 （南東より）

写真53 N30-2区5a層追物出土状況（西より） 写真54 N30-2区完掘状況（南東より）

写真55 N30-2区南西壁土屈断面（南東より） 写真56 V 1区完掘状況 （西より）
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図版8 1310調査地点

写真57 V 1区5b府出土縄文土器近影（北より）

写真59 V11区東側先行トレンチ7府逍物出土状況（西より）

写真61 V11区7屈ST01周辺迫物出土状況（北東より）

写真63 V11区南西側拡張区古代迫構完掘状況（南東より）
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写真58 V11区古代追構完掘状況（西より）

写真60V11区東側先行トレンチ7層縄文土器出土状況近影（北より）

写真62 V11区ST02配石検出状況（南西より）

写頁64 V11区拡張区VI層上面検出状況 （北西より）



図版9 1310調査地点

写真65 V11区ST01土坑掘方確認用ペルト南東壁土層断面 （東より） 写真66 V11区ST01人骨検出状況（東より）

写真67 V11区ST01人骨下顎検出状況近影（南より） 写真68 V11区ST02直上北西壁土屑断面（南東より）

゜ ノ

る2

写真69 V11区ST01人骨およびST02配石墓（南西より）
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図版10 1310調査地点

写真70 V11区北東側拡張区6層上面検出状況（北西より） 写真71 V11区ST02・ST03土坑プラン検出状況（南東より）

.. 
写巽72 Vll区ST02土冊確認用ベルト除去前検出状況（東より） 写真73 V11区ST02人骨頭蓋骨検出状況近影（南より）

写真74 V11区ST02検出状況（東より）
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写真75V11区ST02掘方確認用ペルト南東壁南側土層断面（南策より）

写真77 V11区ST02人骨取り上げ後状況（東より）

写真79 V11区拡張区ST03土坑プラン検出状況（南東より）

写真81 V11区南西側7層上面硬化面検出状況 （北西より）

図版11 1310調査地点

写真76V11区ST02掘方確認月ペルト南東壁北側土層断面（南東より）

写真78 V11区拡張部調査終了時状況 （南東より）

写真80 V11区拡張区ブルーシート蓑生状況（南東より）

写真82 V11区南西側7屈迫物出土状況（南西より）
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図版12 1310調査地点

写真83 V11区南東壁土層断面（北西より）

ア．

写真85 V11区南西端傾斜部掘削状況（北東より）

写真87 V13区古代追構完掘状況（東より）

写真89 V13区7層縄文土器出土状況近影（北より）
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写真84 V11区南西端傾斜部検出状況近影（北東より）

写真86 V11区南西端傾斜部直上南東壁土屈断面（西より）

写真88 V13区7屈迅物出土状況（東より）

写真90 V13区北壁土屈断面（南より）



写真91 V31区北側完掘状況と北東壁土層断面（南西より）

写真93 V11区ST02人骨取り上げ作業風景（北より）

写真95 現地説明会で縄文人骨を見つめる参加者（東より）

写真97 発掘調査メンパー集合写真2 （東より）

図版13 1310調査地点

写真92 V11区ST02三次元計測作業風景（西より）

写頁94 水ノ江和同先生縄文土器指辺風景

写真96 発掘調査メンパー集合写真1 （東より）

写真98 発掘調査メンバー集合写真3 （東より）
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図版16 1310調査地点出土遺物3
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図版17 1310調査地点出土遺物4
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図版18 1310調査地点出土遺物5

6 3 ▼ 6 4 

をや:̀‘-、、こ一置
62 

ヽ
属
鼻

72 

70 
71 

73 

76 

78 

81 

166 



図版19 1310調査地点出土遥物6
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図版20 1310調査地点出土遺物7
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図版21 1310調査地点出土逍物8
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図版22 1310調査地点出土造物9
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図版23 1310調査地点出土逍物10
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図版24 1310調査地点出土遺物11
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図版25 1310調査地点出土迎物12
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図版26 1310調査地点出土遺物13
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図版27 1310調査地点出土遥物14
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図版28 1310調査地点出土遺物15
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図版29 1310調査地点出土造物16
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図版30 1310調査地点出土遺物17
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図版32 1310調査地点出土遺物19
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